















































本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。





本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。







　contents









序章　ある入口　No.05_Open.

第一章　追憶＞＞正面ホール　Episode_[image: ]the_Girl[image: ].

第二章　白紙＞＞迷宮　Broken_road.

第三章　真意＞＞ギャラリー　Another_Answer.

第四章　邂逅＞＞謁見の間　Duel_in_the_Mind.

終章　ある出口　No.05_Closed（and_Next_Door）.

















『おいグータラ座ざ敷しき童わらし、結局、その飛ひの縁えん魔まってのは何なんだ？』

『言ってみれば、和製サキュバスといったところかしらね。血を吸う鬼としても数えられるけど、その本分は仏ぶつ敵てき……つまり色香で修行を妨さまたげる女の妖よう怪かい、というところにあるのだし』

『ほう、サキュバス。ほほう、サキュバスですと!?　そいつは、その、つまりうちの屋や敷しきの屋根裏に棲すみ付いているマイクロビキニ系と同じヤツって訳かい!?』

『忍しのぶ気持ち悪い。それと、当人どころか家まで滅ほろぼすはずだけど』

『だからだよー。だからこそ滾たぎるんでしょうがよおー!!』

『でも、この飛縁魔をどうやって犯罪装置「パッケージ」に組み込んだのかしらね。それも若い女性を手当たり次第に魅み入いらせてメロメロにするモテモテ「パッケージ」だなんて』

『馬ば鹿か馬ば鹿かしいけど笑えねえのが問題なんだよ。広い意味ならファッションだって、ディープなトコなら整形手術だって、胡う散さん臭くさいトコなら通販のパワーストーンだって……「モテたい」って願望とそれを狙ねらったマーケットはとことん馬鹿デカいんだ。その気持ちを仮想的に満たすラブソングだの映画だの含めりゃ、下へ手たすりゃ人類最大規模なんじゃねえのか？』

『でも、飛縁魔って女の妖怪で、主に男性の修行を妨げるものよ』

『つまり今の事件みてえに、女の子をメロメロにする効果はねえって事？』

『そうよ。それに血を吸う鬼って言ったって、「仲間を増やす」特性はないのだしね』

『……つまり、そこを曲げて、飛縁魔を増やす……ターゲットの女の子を和製サキュバスと同一化させる「パッケージ」があるんじゃねえのか』

『同一化？　飛縁魔が襲おそうんじゃなくて、飛縁魔と同じ事をさせて取り込むって話かしら』

『飛縁魔……和製サキュバス……仏敵……修行の妨げ……血を吸う……ん、待てよ』

『どうしたの』

『血を吸う鬼、だけどその「血」ってヤツの定義は何なんだ』

『人の血に決まっているでしょう。仔こ牛うしのレアステーキを食べさせたって飛縁魔との同一化は起こらないと思うけれど』

『逆に、人の血なら何でも良いとしたら？　Ａ、Ｂ、ＡＢ、Ｏ、他にも人の血はある。……人工血液ってヤツがな』

『まさか……忍、それって』

『そして人工血液なんて言えば大おお仰ぎようだが、結局は生理食塩水にいくつかのミネラルやら電解質やらを足したくらいだ。俺達はすでに見ているぞ、ヤツらがばら撒まいた人工血液をな』

『スポーツ飲料……経口補給液……』

『そいつを口にした女の子をサキュバス化させて、意のままに操るモテモテ「パッケージ」ってか。でもタネが割れればどうって事はねえ。さあ、ヤツらの化けの皮を剝はいでやろうぜ！』
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「……ここ最近の店内放送も開発力がすごいわねぇ」

　と呟つぶやいたのは食しよく蜂ほう操みさ祈き。学園都市全体で七人、名門常盤ときわ台だい中学の中に二人しかいない超レ能ベ力ル者５の一角である。太ふと股ももの部分に蜘く蛛もの巣のような刺し繡しゆうをあしらったストッキングに包まれた長い脚はスツールの支柱の近くをぶらぶら揺ゆれており、飴あめ色いろに磨みがかれたカウンターテーブルには彼女の小さな顔が映り込んでいた。蜂はち蜜みつ色いろの長い髪に、人形のように整った顔立ち。『中学生とは思えない』との評価を受けるそのスタイルは、常盤台中学の冬服であるブレザーを内側から艶なまめかしく盛り上げていた。食蜂は行ぎよう儀ぎ悪く卓上に肘ひじをつき、カウンターの向こう、店員の頭上に設置された薄型モニターへ退たい屈くつそうに目をやっている。

　一昔前なら、なんだかんだでプロ野球や競けい馬ばの中継なんかがラーメン屋や定食屋で流れていた事も珍めずらしくなかった訳だが、これは厳密に言えば法に引っかかる。そこで当然ながらテレビ放送に依い存ぞんしない店内放送用のプログラムが必要になってくる訳だが、そちらが充実してくるとテレビ離ばなれが加速するというのは、何とも因果な商売だった。

（……磁性制御モニター、だったかしら。光彩のＲＧＢではなく画材のＣＭＹＫを基き礎そに据すえた画面。ブルーライトは出さないし、美術館とか芸術紹介系の番組だと４Ｋ８Ｋより高画質になるって話だけど、放送電波の方が対応していないっていう悲劇のモデルだったはずよねぇ）

　こんなものを導入しているのだから、店員の中にガジェット好きでも混ざっているのかもしれない、と食蜂は適当な調子で考えていた。

　さて。

　本物のお嬢じよう様さまとは、一体何を食べて生きているのだろうか？

　答えは様々だろうが、食蜂操祈はコンビニやファミレスにあるような『原材料・ハンバーグ』的なざっくりしたものは口にしない。かと言って、いつまで経たっても予約の取れない高級フレンチだけで生きていますというのも『ビフテキに憧あこがれるおっさん』っぽくて逆に安い。

「お待たせいたしました。こちら、チーズハンバーガーに、フライドポテト、七種の野菜サラダ、オレンジジュースとなっております。ドレッシングはオニオンでよろしかったでしょうか」

「ありがとう☆」

「食後のデザートにはカスタードプリンのミニパイをご用意しておりますので」

「よろしくねぇ」

　にっこりと笑って、彼女はカウンターテーブルの上のトレイへ目をやる。

　どれもこれも、それこそ世界中どこの国へ行ったって食べられそうなファストフードにしか見えない。値段も格別高い訳ではない。それでも究極の贅ぜい沢たくとして選ばれる理由は確かにある。

　牛丼、ハンバーガー、ホットドッグ、おにぎり、サンドイッチ、ラーメン、カレーライス、炭酸飲料、アイスクリーム。

　日本全国どこにだって溢あふれている外食産業の牽けん引いん商品を、当たり前の食材を使って当たり前のプロが当たり前に美味しく作ったらどうなるか。その答えが、この店にある。原材料費を安く抑えるために危険な橋を渡る必要もない、かといって『箔はく付づけ』のために高い付加価値をつけたりもしない。全すべての建たて前まえや美び辞じ麗れい句くを捨てて、当たり前を当たり前に楽しむというのがどれだけ難しいかを知る者ならば、喉のどから手が出るほど欲しくなるはずだ。

　こういう店は学園都市のあちこちにひっそりと居を構えており、そのリストを知る者だけが、数々の地雷を避さけて『当たり前』の日々を送れる。学園都市の場合、大半は農業ビルのクローン食肉や屋内栽培だが、それ以上の天然素材を求めようとするとハードルが上がるのだ。彼女が普ふ段だん口にしているペットボトルの飲み物や喫茶店のデザートもまた、『商品棚の中に埋うもれる隠かくれた名品』だった訳だ。

　……とはいえ。

　食しよく蜂ほうがこういう『当たり前のもの』を日々口にしているのには、もう一つ、全く別の理由があるかもしれない。

　食べ物の好みが何な故ぜ発生するのかは、その筋の専門家でも意見が分かれる。そして、その仮説の一つに、味覚は記き憶おくや思い出と深く結びつく、といったものがある。いわゆる『おふくろの味』が好まれるのは幸せな家庭で生活してきた証しよう拠こであり、逆に、例えば両親が共働きで寂さびしい思いをしてきた子は、出来合いのコンビニ弁当などを口にするたびに、マイナスのエピソードが味覚に絡からみついてしまう、という説だ。刑務所の『臭くさいメシ』は言うに及およばず、である。

　この場合、大人になると味覚が変わる、などの報告は、時間の経過によって嫌いやな記憶を克こく服ふくしたからだ、と解かい釈しやくされているらしい。

「……はむ♪」

　カウンターテーブルにあった大きめの紙ナプキンを手に取り、それでハンバーガーを包み込んで、小さな口より巨大な手て摑づかみの料理をお上品に頂ちよう戴だいするという奇き蹟せきを成し遂とげる食蜂操みさ祈き。その、肉汁と蕩とろけたチーズ、レタスのシャキシャキ感、輪切りトマトの酸味、それらの個性を束ねる強すぎないスパイスなどの組み合わせに、頭の中で心地の良い『何か』を反はん芻すうしているのは、微かすかに緩ゆるんだ目元を見れば分かるだろう。

　当たり前の事を、当たり前に楽しむ。

　気負う必要はない。お嬢じよう様さまの世界なんていうものに、感性を奪うばわせたりはしない。

（そういえば）

　片手に巨大なハンバーガーを摑んだまま、彼女は視線を横合いに投げる。

[image: ]

　ここは大学生向けの学生街で、食蜂がいるビルの一階には普通にコンビニが入っている。そして二階の窓からはちょっとした交差点が見えた。

（初めて『あの人』と出会ったのも、あの交差点だったかしらねぇ）

　接点を持たない二人がぶつかった場所。

　交差した道。

　別に、立地自体がとてつもなく美しい場所という訳ではない。ドラマのような素す敵てきな出会いがあった訳でもない。

　けれど、食しよく蜂ほう操みさ祈きという一人の少女にとって、『それ』は特別なものだった。

　たとえ全すべてが終結し、二度と交わる事がなかったとしても。

　彼女の『その後』を強く決定づけるほどに。
















　今でも、食しよく蜂ほう操みさ祈きは思い出す。

　ツンツン頭の少年、上かみ条じよう当とう麻まと出会ったその時を。

　一年前、その八月。彼女の人生の中でも、一、二を争う『幸せな時代』を。
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　　　　１




　エピソード全体を改めて思い返してみれば、おそらく一番最初に食しよく蜂ほう操みさ祈きと上かみ条じよう当とう麻まが遭そう遇ぐうしたのは、『フライング』と評されても文句は言えなかったかもしれない。

　往々にして、現実とはそういうものだ。




『きゃあ!?』

『わっ、悪い!!』

　セミもうるさい真夏の炎天下。

　どこにでもある学区の、どこにでもある交差点。

　バラバラバラ！　という乱雑な音が響ひびいたのは、人の流れを無視して走っていたツンツン頭の少年が発育途上の小柄で華奢な少女・食蜂操祈とぶつかった折、二人の抱かかえていた荷物がアスファルトの上へ散らばってしまったからだ。中学に入って新調した、まだまだ真新しさの残る文房具類があちこちに転がっていく。

　ぶつかった相手は、食蜂よりおそらく二つか三つ、年上の少年。

　彼は屈かがむというよりほとんど四つん這ばいになるような格好でザッザッと手早く荷物をかき集めると、それを食蜂の方へ押し付けながら、

『本当にすまねえ、急いでいたんだ。どこにも怪け我がとかないか。じゃあな！』

『えっ、あ？　ちょっとぉ……!!』

　怒おこる暇ひまもなかった。

　ツンツン頭の少年は自分の荷物を抱えてさっさとどこかに走り去ってしまい、歩行者用の青信号は早くも点てん滅めつを始めている。おまけにここ最近知名度が上がってきた『民間』救急車である即応救急サービスの緊きん急きゆう車両にクラクションまで鳴らされた。

　わざわざあんな闖ちん入にゆう者しやを追って引き返し、赤信号一回分以上の時間をまた待つのもアホらしい。そう判断し、食蜂操祈もさっさと横断歩道を渡ってしまったのだが、

『……、あら？』

　抱えた荷物の中に、見知らぬものが一つ混じっていた。

　安物の携帯電話だ。

　持ち主の名前を知ろうにも、画面はパスコードでロックされているため開けないだろう。そもそも覗のぞいてやる必要もない。そんな作業をしなくても、結論は導けるのだから。

　さっきの少年の荷物が混ざり込んでいた。

　食しよく蜂ほうは後ろを振り返ったが、信号が切り替わった事で車の川が道を遮しや断だんしており、その向こうに伸びる道にも、すでにツンツン頭の少年はいなかった。

『どうするのよぉ、これ』

　別に届けてやる義理はないし、わざわざ持ち主を捜し出すなんて面めん倒どう極きわまる事をやるつもりもない。

　ただ、やはり後で警備員アンチスキルや風紀委員ジヤツジメントに届ける必要があるだろうか？

　安物とはいえ鉛筆だの消しゴムだのと違って電子機器という事もあり、ここで放ほうり捨ててしまうのも何となしに気が引けるため、食蜂はその携帯電話を持て余してしまった。

『……これが新手のナンパの手口だとしたら相当よねぇ』

　とだけ呟つぶやいて、食蜂操みさ祈きもまた、交差点を離はなれていく。




　きっと、この出会いはフライングみたいなもので、それこそ意味なんて何もない。

　食蜂操祈にとっては、『出会い』としてカウントしていないほどだ。

　であれば。

　学園都市第五位が、重要な意味を持つと認めた『出会い』は他にある。

　二度目の邂かい逅こう。

　それこそ、食蜂操祈と上かみ条じよう当とう麻まにとって価値あるものだったのだ。




　　　　２




『実際に行動に移した』のは、交差点での激突から数日後の事であった。

　随ずい分ぶん前から兆ちよう候こうだけならあったのかもしれない。だけど、やはり食蜂操祈にとって重要な意味を持つのは、この日、この時だったはずだ。




　何となく、人と会いたくなくなった。




　うだるような熱帯夜。見慣れた学生街をふらふらと歩き、人のいない方、人のいない方へと彼女は歩いていく。より静かな方へ、より人の少ない方へ。そうしていく内に食蜂操祈は学区をまたぎ、アスファルトとコンクリートの風景を離れ、いつしか暗い森の木々やぐねぐねと曲がりくねった山道にまで入り込んでいた。第二一学区。学園都市にしては珍めずらしく自然の残る山さん岳がく地帯であり、ダムや人造湖などの貴重な水源や天文台などが並ぶ学区である。

　それでも彼女の足は止まらない。

　納なつ得とくができない。

　歩き続け、延々と歩みを止めず、彼女が最後の最後に辿たどり着いたのは、いくつかある山の一つ、その山頂部分。直径五〇メートルを超える円形の人造湖だった。

　真円の湖の中には金属でできた塔とうのようなものが突き立っており、湖の縁は全すべてコンクリートで固められていた。宇宙から見れば奇怪で巨大な遺跡のように見えたかもしれないそれの正体は、地中深くへ垂直に一〇〇〇メートル級の長さの送熱ロッドを突き刺した、実験的な地ち殻かく熱ねつ発電所だった。

　日も暮れて、夜空には月が出ていた。

　学生寮りようの門限はとっくにぶっちぎっており、寮監などは大おお騒さわぎだろう。

　……そして、『そういうの』が食しよく蜂ほう操みさ祈きは全部面めん倒どう臭くさくなっていた。

『あーあ』

　ばたりと、真円の人造湖の縁で、中学一年らしい真新しい夏服のまま、彼女は仰あお向むけに地面へ寝転がる。誰だれもいないのを良い事に、短いスカートも気にせず大の字で。

　魔まが差した、のかもしれない。

　ハンドバッグの中から取り出した、テレビのリモコンを手の中で弄もてあそぶ。西部劇のガンマンみたいにくるくると回す。そうしながら、食蜂操祈の頭の中で、『ちょっとした思いつき』がぐんぐんと膨ふくらんでいく。まるで、空気中の塵ちりに凍こおった水分が絡からみついて、大きな雪の結けつ晶しようへと発展していくように。

　食蜂操祈にとって重要な意味を持つ、『××を拡張するための巨大な××』の件は片付いた。

　関連し、秘ひ匿とく性せいの高いビルで生活していたドリーと呼ばれる××××の件についても、不本意ながら一区切りがついてしまった。そこから感情の熱を奪うばう程度の、一定以上の時間も過ぎた。

　だから、だろうか。

　気が抜けたのか、緩ゆるんだのか。

　当面の問題が全て片付いて、一定の時間が経たった、まさに今、この時。まるでガッチガチの新入生が五月病を患わずらうかの如ごとく、食蜂操祈の心は軽い退廃に陥おちいっていた。『心を操る能力者』らしからぬ振り回され方、と見る人間もいるかもしれないが、そもそも、食蜂操祈は自分自身の心に向けて能力を使う機会はほとんどない。

　そして。

　今が、その時かもしれなかった。

『……なんていうか、疲ひ労ろう力りよくっていうか、ぜぇーんぶ面倒臭くなっちゃったわよねぇ』

　記き憶おく。

　思い出。

　人間関係。

　それら全て。

　くるんくるんと回していたテレビのリモコンを、彼女は自分のこめかみに突き付ける。まるで、拳けん銃じゆう自殺でもしようとしているかのように。

　彼女も二三〇万人が生活する学園都市の中で一ひと桁けたしか存在しない超レ能ベ力ル者５の一角であり、当然ながら大人達の利権や研究に振り回され、陰いん謀ぼうに巻き込まれる事も珍めずらしくない。そうした陰謀に対処する『焼け付くような時間』の中では、こんな風に考える暇ひまもなかった。

　そうした時間の中にいた食しよく蜂ほう操みさ祈きが今の自分を見ていれば、それこそ激げつ昂こうしてリモコンを摑つかみ、人格を改造してでもこんな自じ堕だ落らくで人の絆きずなを否定するような言葉を取り消させていたかもしれない。

　だから、これは『魔まが差した』のだ。

　五月病のように気が緩ゆるんで、気が抜けていたのだ。

　そうでもなければ、きっとこんな言葉は口から出ないだろうから。

『一度、頭の中身、まるっとリセットしちゃう？　そうしたら、こういう重苦しいの、まとめて取り除く事ができるのかしらぁ……』

　わざわざ口に出しているのは、食蜂自身がそう思い込もうとしている、刷り込みの儀ぎ式しきなのかもしれない。

　やる事は簡単だ。

　とてもとても簡単だ。

　ただこめかみに突き付けたリモコンのスイッチを、親指で一回押せば良い。それだけで史上最高の精神系能力『心理掌握メンタルアウト』は迅じん速そくに作用し、食蜂操祈の記き憶おくは全すべてリセットされる。別に時間が戻る訳ではないし、物理的に何かが変わる訳ではないが、ある意味において彼女が『無む垢く』へと変じるのは間違いない。

　何かが、彼女の指の動きを引き止めているような気もした。

　だけど、得え体たいのしれない重石おもしから逃のがれようとする心の方が大きかった。

　食蜂の親指が、蠢うごめく。

　能力が発動する。

　……まさに、その一いつ瞬しゆん手前の出来事だった。




『あれ？　お前、そんなトコで何をやっているんだ？』




　男の声があった。

　最初、地ち殻かく熱ねつ発電所の作業員が見回りにでもやってきたのかと思った食蜂だったが、それにしては、その声は少年のように若過ぎた。おそらくは彼女と同じ、立入禁止の札を無視してやってきた学生だろうと判断すると、もう食蜂はいちいち起き上がって会話する気力もなかった。

『何でも良いでしょぉ……』

『いや、良くはないと思うけど』

『何よ、ひょっとして風紀委員ジヤツジメントとかなのぉ、あなた』

『そういうのじゃないけど』

『だったら別に良いじゃない』

『ああ、うん……でも、やっぱりこれは駄だ目めだよな。ああ、別にこんなの言う義理はないんだけど……』

　いまいち、煮え切らないような声だった。

　新手のナンパなのか？　と訝いぶかしむ食しよく蜂ほうが、身を起こして相手の顔を見る前に、少年からの次の言葉が飛んできた。




『だって、お前。大の字で寝転がっているから、ここから見るとスカートの中がすごい事になっているぞ。全体的に袋とじにしておきなさいっていうか』




　………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………。

　一いつ瞬しゆん。

　まさに一瞬にして鼻の真ん中から耳の端はしまで全すべてが真っ赤になった食蜂操みさ祈きだったが、しかしゴージャスでエレガンスな一等のお嬢じよう様さまである彼女は、大おお慌あわてで両手を動かしてスカートを押さえる、などという無ぶ様ざまな真ま似ねは見せなかった。

　ゆっくりと、陽かげ炎ろうのように音もなく上半身を起こすと、今まで自分のこめかみに突き付けていたテレビのリモコンを少し離はなれた所に立っていた少年の顔へと突き付けた。

　叫ぶ。

『記憶を消去!!』

　親指の動きと共に、がくんっ、とツンツン頭の頭が揺ゆれる。精神系最強の『心理掌握メンタルアウト』に失敗はない。これで、スカートの中に何色の花園が広がっていたのかは永遠の闇やみの中へと消えていった訳だ。

　そのはずだった。

『？』

　ぐらり、と眩暈めまいのように体のバランスを崩くずそうとした少年が、自分の頭を右手で押さえながらゆっくりと首を横に振った。

　そして寝ぼけたような顔でこう言った。

『？？？　恥はずかしいのは分かったけど、そんな風に記き憶おくを消せる訳ないだろ。つーか貧乳が何を色気づいてやがるんだか、誰だれにも言ったりしないから早く立てって』

『はあ!?』

　相手に記き憶おくが消えている様子はない。

　連続しているような気がする。

　念のため、食しよく蜂ほう操みさ祈きはこう尋たずねてみた。

『……ち、ちなみに私が今日穿はいているのは……？』

『蜘く蛛もの巣の刺し繡しゆうってのはどうなんだ、歳とし相応っての考えたら？　それ、本当に大事な所隠かくれているの？』

『っ!!　消去っっっ!!』

　が、この作業を繰くり返しても芳かんばしい結果は得られなかった。記憶を消去　→　ぐらぐら　→　右手を頭に当てる　→　キョトンとした顔、のスパイラル。

　絶対の自信を持っていた『心理掌握メンタルアウト』が効かない、というかぱんつへの凄すさまじい執しゆう念ねんのようなものを見て、食蜂操祈は思わずお嬢じよう様さまオーラをかなぐり捨てて叫んでいた。

『もう記憶消去は三八回目……あなた、どうしてそこまで私の下着を目に焼き付けている訳ぇ!?　一体どんだけ変態力がみなぎっているのよぉ!!』

『ん？　あれ？　ひょっとして、お前、ほんとにそういう能力の持ち主だったのか!?　パンツ一枚くらいで危なっかしいな!!』

　ずざざっ！　と慌あわてたように後ろへ下がるツンツン頭を見て、食蜂はわずかに怪け訝げんな顔をした。そういえば、この顔はなんか見覚えがあるような気がする。

『……交差点の食パン激突男』

『食パンは咥くわえてねえよ。そういや、俺のケータイ、警備員アンチスキルに届けてくれたのってお前だったのか。おかげで助かったよ』

　ポケットから取り出した安物の携帯電話を軽く振るツンツン頭を見て、食蜂操祈はわずかな疑念を募つのらせていた。

『やっぱり、全すべて最初から仕組まれた新手のナンパなのかしらぁ……？』

『なるほどな。その制服、名門の常盤ときわ台だいだろ。自意識過か剰じようなイタイお嬢様と遭そう遇ぐうしちまったってのは俺も理解したぞ』
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『現在の』食蜂操祈は思わずといった調子でくすくすと笑ってしまった。

　そのたびに、冬服を内側からぐぐっと盛り上げている大きな胸が微かすかに揺ゆれる。

　食事を終えた彼女は『学まなび舎やの園その』側にある学生寮りように戻る所だったが、そのルートには暖房の空気に包まれた地下街の通路を自然と利用していた。

　地下街が好きなのは、蜘蛛の巣のように入り組んだ通路が、絵本に出てくる迷宮のように非現実めいているからかもしれない。『見慣れた街の中にいるはずの自分が今、どの方角を向いてどこに立っているのか』が分からなくなるふわふわした感覚を楽しみながら、食しよく蜂ほうは『当時の事』を思い出す。

　……あれはひどい『出会い』だった。

　だけど、当時の───今にして思えばどうしようもないほど唾だ棄きすべき、甘ったれな───自じ堕だ落らくな精神状態にとっては、ハナマル一〇〇点満点のカンフル剤でもあったと思う。

　教科書通りの美び辞じ麗れい句くが響ひびかない瞬しゆん間かんだって、ある。

　親や教師の言葉というだけで激しい拒きよ絶ぜつが出る時だって。

　大人達が無価値だ無意味だと何な故ぜだか得意げに嘲あざけっているギャグ漫画やお笑い芸人のコントだって、弱り切った心に活力を与える事はある。こうして、今、食蜂操みさ祈きが『全ぜん記き憶おくのリセット』をしないでここまでやってきたのも、きっと、あんな最低の出会いがあったからだろう。

　ただ、良くも悪くも、あれはただ『出会った』だけだった。

　二人はまだ、互たがいの名前も知らなかった。

　それを知って。

　明確な人間関係の中に彼の存在が割り込んできたのは、きっと、ここだった。

　この地下街が、舞台となった。
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　……夏季都市水害防止プログラム、というらしい。

『うう、何なのよぉ、これ……』

　学園都市第七学区。ホームグラウンドとでも言うべきアスファルトとコンクリートの街並みの中、食蜂操祈は学校指定の競泳水着を着たまま呆ぼう然ぜんと呟つぶやいていた。中一の夏なので、実質的にほぼピカピカの水着だ。

　簡単に言えば、そのイベントは街を挙げての防災訓練に近いのかもしれない。

　地下街の排水設備のチェックや、緊きん急きゆう時じのシャッターがきちんと水圧に耐たえられるかなどを試す、大掛かりなテスト期間。

　そのため、蜘く蛛もの巣のように張り巡めぐらされた地下街……さらには地上の道路の一部に、浄水設備を通した川の水を誘ゆう導どうさせて、わざと水没させる。それが、このイベントの全容である。

　簡単に言えば『街の近道』が片かたっ端ぱしから流れるプールになっていて、学生達は耐たい水すい性せいのバッグに財布や筆記用具を詰つめてあちこちを泳いで移動する、という事になる。

『これやる！　一いつ緒しよに潜もぐったら絶対に楽しい!!』

『えー？　潜せん水すい艦かんのラジコンって何が面おも白しろいの？』

『潜もぐってみれば分かる！』

　きゃーきゃー言いながら小さな子供達があっちこっちを走り回っている。

　海だろうが川だろうがプールだろうが、とりあえず猛もう暑しよ日びに大量の水さえあれば大はしゃぎな一〇代の学生達の心をがっちり摑つかんで離はなさないのか、概おおむね、イベントに対する不平不満は出ていないようだった。

　……食しよく蜂ほう操みさ祈きのような一部の学生を除けば。

（うう……まさか、この歳としになって泳げないなんて無ぶ様ざま力りよく全開のカミングアウトをするつもりはないから、水着は着ておかなくちゃならないんだけどぉ……）

　別に、地下街なんて入らなくても街の端はしから端まで移動する事はできる。

　ただ、やたらと待ち時間の長い幹線道路の赤信号や踏ふみ切きりなどを回かい避ひする最短コースを利用するには、やっぱり地下街を利用した方が良い。

　まして、この猛暑日だと陽ひ射ざしを防ぎ、エアコンまでつけてくれる地下街の通路は『食蜂操祈みたいなの』にとっては都会のオアシスのような感じだったのだが。

（気温は三八度……。寮りように帰るまでに、アイスクリームみたいに溶けちゃわないでしょうねぇ）

　でもって、周りに見み栄えを張って水着を着てしまった以上は、流石さすがに電車やバスを使いたいとも思えない。食蜂操祈はそこまで世の痴ち漢かんどもにウェルカムな態度は見せないのだ。

　夏休みの一日。ちょっと買い物に出かけて寮に戻るだけでこの地じ獄ごく。周りできゃーきゃー言いながら浮き輪やビーチボールを抱かかえて地下街の下り階段へ走っていく少女達とは違い、食蜂の周りだけ『逆スポットライト』的に世界が暗いのだった。

　と、そこへ足音が聞こえてきた。

　人混みの多い雑ざつ踏とうなのに、何な故ぜかそれは不思議と食蜂の耳を刺激する。

『あれ……？　お前、道の真ん中でぐったりして、何やってんだ？　熱中症とかじゃないよな』

『……交差点食パン激突山頂のナンパ男』

『上かみ条じよう当とう麻まだキンキラ小娘』

『食蜂操祈サマよぉ!!』

　何となく、ここで全力の否定をしておかないと、今後一生変なあだ名で定着してしまいそうな悪お寒かんに襲おそわれ、即座に常盤ときわ台だい中学のお嬢じよう様さまは叫び返していた。

『しょくほう……って、なんかとんでもない字を使ってるっぽいな。つか、何で全体的にしんなりしている訳？　迷子か？』

『とことん馬ば鹿かにしているわねぇ。変に絡からまないでもらえるかしら、こっちはただでさえ、これから午後二時で絶好調の炎天下を延々歩いて学生寮まで帰らなくちゃならないと思うと気が滅め入いるっていうのに……』

『え、何で？　地下街の通路使えば良いだろ、エアコンに流れるプール状態で冷たすぎるなんて声も出ているくらいなのに』

『うっく……!?』

　びくう!!　と必要以上に肩を震ふるわせる食しよく蜂ほう操みさ祈き。

『そもそもなんだけど、地下街使わないなら何でお前は水着で街歩いている訳？』

　まずい。

　泳げないのに見み栄え張って水着で練り歩いています、は死んでもカミングアウトしたくない。しかし、かと言って特に理由もなく水着で街に飛び出しています、は流石さすがに変態的過ぎる。

　これはまずい……っ!!

『ほっ、ほほほ何を言っているのかしらぁ私はこうしてきちんと余裕力いっぱいで流れるプール状態の地下街に向かっている最中だっつってんでしょうが!!』

『？　お前が何に挑いどみかかっているのかはサッパリなんだけど、ならさっさと行けば？』

『行くわよぉ！』

『うん』

『本当の本当に行くからねぇ!!』

『うん？　何だ、このデジャブ。……熱湯風ぶ呂ろの前フリみたいな流れなのか……？』

　ずんずんと地下街の下り階段に向けて歩き出す自殺志願者食蜂操祈。途中、何度か恐る恐る背後を振り返るが、やはり上かみ条じよう当とう麻まなる謎なぞのツンツン頭はこちらを訝いぶかしげな目で見ているだけだった。ヒップが魅み力りよく的てき過ぎたのがいけなかったかもしれない、とむりくりに『自分は勝っていますオーラ』を捻ねん出しゆつさせながらも、食蜂操祈は止まれない。もう止まれない。

『……、』

　地下への四角い入口。一定のラインで途中から水すい没ぼつしているその下り階段は、何だか巨大なバケモノの口のように見えた。

　一いつ瞬しゆん、競泳水着を纏まとう彼女の股また下したから首の後ろにかけて、いやに生々しい悪お寒かんが走り抜けたのだが、ここまできてのギブアップは彼女のハイパーお嬢じよう様さま力ヂカラが許さない。

（だっ）

　恐る恐る。

　そうとは周りに気づかせないよう腹に力を加えた彼女の耳に、キャーキャーはしゃぐ小学生達の声が響ひびき渡る。声の主達はいとも簡単に彼女を追い抜いて階段を駆け下り、迷路のようなプールへと飛び込んでいく。

『この水みず鉄でつ砲ぽうがすごいの！　本当にすごいの!!　見ててって!!』

『あー、待ってよー』

　そして食蜂操祈は静かに奥歯を嚙かんだ。

　己に発破をかける。

（だいじょうぶ、あんな子供達だって笑いながら遊べる程度の場所なんだから！　泳げなくたって大だい丈じよう夫ぶ！　別に、水深が五メートルもある訳じゃない。通路は普通に歩いて普通に出口に向かえるくらい平均的な人間力があれば問題ないんだから）

　が、表層では何と言おうが十分以上にパニクっていたのか、彼女はちょっとした見落としをしていた。

　食しよく蜂ほうを追い抜いた一団から置いて行かれた一人が、『待ってよー』と言っていた事だ。

　つまり。




　ドン!!　と。

　直後に遅おくれてやってきた一人が食蜂操みさ祈きの背中へと勢い良くぶつかってきたのだ。




　悲鳴なんて上げている暇ひまもなかった。自分の顔が水面を突き破る音がやたらと大きく響ひびく。

　冗じよう談だん抜きに、命の危機が全身を襲おそう。

　水の中はどこもかしこもギラギラと輝かがやいていて、どちらが水面なのかも分からなくなる。

『がっ、がぼ……っ!?』

　無む闇やみに手足をバタバタ振り回すが、それで何かが好転する事もない。まるで、車輪型のオモチャの中で走り続けるハムスターのようだった。そうこうしている間にも体の中の酸素が別のものへと変換されていく。頭の中が、カッとした得え体たいのしれない熱に包まれていく。

『ああもう!!』

　そんな声が、聞こえた気がした。

　すぐ近くに、巨大な気泡の塊かたまりが突っ込んでくる。それは水中でもがく食蜂の細い腕を摑つかむと、そのまま一気に水面へと引きずり上げる。

　ツンツン頭の少年、上かみ条じよう当とう麻まだった。

『げべっ！　ごほっ!!』

　涙目で咳せき込む美少女（断言）に、そいつは至近距きよ離りから叫ぶように言った。

『ここ、一メートルもないから!!　子供用のプールで溺おぼれてバイトの係員を困らせる人かアンタ!?』

『う、うるさいわねぇ……』

　少し離はなれた所では、彼女の背中にぶつかってきた子も含めた一団がオロオロした視線をこちらに投げてきている。確実に食蜂の方が被害者のポジションにいるはずだが、何だろう。このとてつもない罪ざい悪あく感かんは。

『ていうか、泳げないなら別にそれで良いだろ。何だってムキになって地下街に突とつ撃げきしているんだ。いやまあ、マジで気分が悪かったら、「民間」の即応救急とか呼ぶけどどうすんの？』

『ほんとにうるさいわねぇ!!』

　頭の先までずぶ濡ぬれになった食蜂操祈は顔を真っ赤にしてヤケクソな声を放つと、そのまま上条当麻の腕にガシイ!!　と絡からみつく。

『……何をしていやがる？』

『ふん、水に浮かび上がるのがそんなに偉い訳？　カエルみたいに平泳ぎできるのがそんなに勝ち組な訳ぇ!?　陸上で生きる人間が無理して水中を進む技術なんか作るから、私みたいなのが割を食って見み栄えを張らなくちゃならなくなるのよぉ！』

『だから何でそれが俺の腕を取る事に繫つながってんの!?』

『もうこうなったら私のプライドにかけて流れるプール状態になった地下街を通らなくっちゃならなくなったんだけど、浮き輪に頼たよるなんて無ぶ様ざまな真ま似ねは絶対に見せられないから、それなりにエレガンスな見み栄ばえを用意する必要があるからよぉ』

　……ようは、『実は水深一メートル未満のプールで溺おぼれてしまう食しよく蜂ほう操みさ祈き嬢じよう』という目もく撃げき談だんが周囲のギャラリーから街中に拡散してしまう前に、ちゃんと水の中を進む食蜂の像を改めて見せつける事で封殺してしまえ！　というのが彼女を躍やつ起きにさせている目的だった。

　そのためには『両手を取ってもらってバタ足バチャバチャ』ではなく、『男の手を取って優ゆう雅がにプールを進む格好』にしてほしいのだ。

　ただし、

『当たってる！　なんかさっきから腕にお前のが当たってるんだって!!』

『ほんとにとことんうるさいわねぇ！　こっちはそれどころじゃないのよぉ!!』

『たとえどんなに慎つつましくても、女性の胸は女性の胸なんだっ！』
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『なぁんですってぇブゴッ!?』

　食しよく蜂ほうの嚙かみ付くような言葉が途絶えたのは、彼女の顔の真ん中にビーチボールが激突したからだ。

　少し離はなれた所にいる二、三人の水着少女達が、あまりに見事なクリーンヒットを目まの当たりにして『あわわ』状態になっていた。

　そして上かみ条じよう当とう麻まがとどめの一言を言った。

『……もー、またかよ。さっきも後ろからやってきた子供に気づかないで迷めい惑わくかけていたし。あんな分かりやすい真正面、避よけなかったお前が悪いだろ。ひょっとしてカナヅチなだけじゃなくて、全般的にとんでもない運動音おん痴ちなんじゃ……』

『ふふ、ふふふふふ。ふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふっふっふふふふふふふふふふふっふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふふ』

　もう、食蜂操みさ祈きはなりふり構わなかった。

　暗い笑みと共にバッグの中に手を突っ込み、無数のリモコンの中から一つを引っこ抜くと、それを手当たり次第に振り回す。

『記き憶おくを消去!!　私の無ぶ様ざま力りよくに関する記憶をみーんな消去ぉ!!』

『おまっ、暴君過ぎねえかそれ!?』

　ちなみにターゲットには上条当麻も含まれていたが、やはり彼は眩暈めまいのように頭を揺ゆするのと連動して右手で頭を摑つかむ動作を行うと、食蜂からのコマンドを打ち消してしまった。

　啞あ然ぜんとする上条を逆に引っ張るような格好で、人間浮き輪を手にしたまま食蜂操祈は流れるプール状態の地下街を進んでいく。

『しれっとした顔でとんでもない事に付き合わされているんじゃないか、俺……』

『ふんっ、学園都市の超レ能ベ力ル者５、「心理掌握メンタルアウト」の食蜂操祈サマのお供を務めているんだから、あなたの華はなのない夏休み一番のエピソードになっているに決まっているでしょぉ』

『れべる５？』

『そうよ』

『めんたるあうと？』

『そうよぉ！　何か文句がある訳ぇ!?』

『う、噓うそだ……。聞きしに勝る精神系最強の超レ能ベ力ル者５はナイスバディでバリバリのお姉様だっていう噂うわさだったのに!!』

『お姉様でしょうがよぉ!!　これでもクラスの中では随ずい分ぶん大人っぽいねの位置を常にキープしているんだから！』

　しかし、上条当麻は何な故ぜだか優しい顔で言った。

『食蜂君、食蜂操祈君。俺はね、確かに先ほど、どんなに慎つつましくても女性の胸は女性の胸だ、といった事を発言させていただいたのだがね』

『な、何よぉ』

『いいか小娘、お姉様とは学生寮りようの管理人を務め、みんなの相談を聞いてくれるくらいの包容力あってこそのお姉様だ。その点、キサマにはどうしても足りないものがある。ここまで言えば、何だかは分かるね小娘？』

　分かる訳ない。

　怪け訝げんな目を向け返す食しよく蜂ほうに、傍かたわらのツンツン頭はこう言い放った。

『こんな陳ちん腐ぷな胸はお姉様サポートの対象外だ。顔を洗って出直してこい』

『なぁんですってぇッッッ!!!???』
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『現在の』食蜂操みさ祈きは、思わずそこで頭を抱かかえていた。

　女子校に通う彼女は特段、『平均的な男子』というのが分かるほど男性と接点がある訳ではないが……それにしたってあのツンツン頭、よくよく考えてみればかなり最低な位置にいるのではないだろうか？

（まあ）

　思い出すだけでアホらしい言葉を反はん芻すうさせながら、彼女はわずかに視線を落とす。

　ゆさっ、という奇き妙みような効果音がついてきそうな大きな塊かたまりが二つ、冬服の胸元を内側から思い切り盛り上げている。

（『おかげさまで』今じゃ必要以上に大きくなり過ぎちゃったみたいだけどぉ☆）

　彼とはその後も何度か街中で会っていたが、不思議と携帯電話のアドレスなどは交換しなかった。

　たまたま出会う事に、特別な価値でも見み出いだしていたのかもしれない。

　そしてもう一つだけ、食蜂は自分に課していた『自分ルール』がある。『心理掌握メンタルアウト』を使って、上かみ条じよう当とう麻まの頭の中は覗のぞかない、というものだ。

　どうしてそんな風に決めたのか。

　きっと、それもまた特別な価値でも見出していたのだろう。

　上り階段を上がって、地下街を出る。

　一一月末の空気は肌を刺すように寒く、あの夏の面おも影かげは微み塵じんも感じられない。

　しばらく大きな道を歩いていく。

　土地が限られているせいか、基本的に背の高いビルばかりの街並みだが、時折、ぽっかりと開けた場所に差し掛かる事がある。

　公園の入口だ。

　食しよく蜂ほうはふと立ち止まり、自動車止めのポールで守られたその入口へ目をやる。

　何気ない思い出の残ざん滓しなら、そこかしこに染しみ付いている。

　この公園もそうだった。
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　ある日の事だった。

　食蜂操みさ祈きは、公園のベンチで腰掛けているツンツン頭を見つけた。効果があるのかないのか、炎天下を嫌きらうように木陰のベンチを選んでいる。彼は読書をしている……のとは、少し勝手が違うのかもしれない。大学ノートのようなものに目を通していたが、筆記用具の類たぐいは手にしていない。

　……あれは何をしているのだ？

　気になった食蜂が話しかけてみると、上かみ条じようはこう答えたものだ。

『催さい眠みん術じゆつだって！　これがあれば何でも人に言う事を聞かせられるんだとか!!』

『さいみんじゅつぅ？？？』

『やっぱり「センパイ」はすごいなあ。女子高生ってのは何でもできるんだな！　バイクも乗れるし、バイトもできるし、どんな相談だって涼しい顔で答えてくれるし。やっぱ中学生から高校生に一歩踏ふみ出すってのはとんでもねえ事なんだ。オトナだよなあ!!』

『ああん!?　さっきから腹立つ言い方ねぇ!!』

　今年からようやく中一ゾーンに突入した食蜂としては、あんまり面おも白しろい論ではない。無む駄だに周回遅おくれの気分にさせられる。

　しかし一方で、彼女はこうも考えていた。先ほど、このツンツン頭は『相談』と言っていたのだ。だとすると、

（うーん……。ひょっとして私に話を合わせるために、心理学関係のお勉強でもしてくれているのかしらぁ……？）

　上条のやっている事は丸っきり見当違いなのだが、その努力まで無む碍げにするのはどうだろう。

　隣となりに腰掛けた食蜂に、上条はノートを手にしたままこう続けた。

『でも学園都市の時間割りカリキユラムだって、催眠暗示とか使ってなかったっけ』

『まあ、解除反応、記き憶おく増進、自己催眠……そういうのをトリガーとかセーフティにしている子もいるにはいるんだゾ。でもそれは少なくても、糸の先にプラスチックの振り子をつけてぶらぶら揺ゆらすようなものじゃなかったと思うけどぉ？』

『まあまあ、一回、一回だけ試してみたい！　ちょっと試すだけだから!!』

『別に良いけどぉ、じゃあ成功したら代わりなさいよ。私もあなたに同じ事するからぁ』

　こう釘くぎを刺しておけば、ド級のリベンジを恐れて変な命令は出さないだろう。

　そんな風に考えていた食しよく蜂ほうの目の前に、例のパワーストーン系の振り子が突き出される。

　彼は食蜂の顔ではなく、ノートの方に目を落としながら、

『じゃあ行くぞ。えーと……まずはこの振り子をきちんと凝ぎよう視ししてください、っと……』

（……これでほんとに心の中がいじくられたら、それはそれで怖いわよねえ。手探りで手術されているっていうか……）

　できるだけ顔には出さないよう気をつけながら、食蜂は指示に従う。

　と、

『見せかけてからのドーン!!』

　パァン!!　と顔の目の前で上かみ条じようは両手を叩たたいた。……ちなみに、予想外の動きで催さい眠みん状態に持ち込む、という方法はあるにはある。例えば、指の動きを凝視させた上で背中をさするなどだ。

　が、手順が『棒』だとどうにもならない。

　ねこだましっぽく驚おどろかされた食蜂に対し、

『……かかった？　リ、リラックスしてくださーい』

（こんなので人を操れれば苦労しないわよぉ!!）

『……、』

　という本音は吞のみ込み、食蜂操みさ祈きは指示通り瞳ひとみをどんより暗くして、肩の力をだらーんと抜いてみる。ツンツン頭というか馬ば鹿かはしばらく呼びかけたり、少女の顔の前で手を振ったりして反応を確かめていたが、やがて自分の力を信じてしまったようだった。

『ちゃんとかかった……。すごい、やっぱり「先輩」のノートは本物だったんだ！　俺みたいな素人しろうとでも成功するなんて「先輩」は本当にとんでもないなあ。女子高生っていうのは何でもできるんだなあ、オトナだなあ!!』

（ああん!?　私が努力してあの年増の株が上がるってどういう訳ぇ!?）

　一いつ瞬しゆん、全すべてをかなぐり捨てて真正面から殴なぐりかかってやろうかと思った中学生の食蜂だが、ここで台無しにするのは面おも白しろくないと考え直して、演技続行。『人を自由にできる』特権を手に入れた上条が、さてこんな美少女（断言）相手に果たして何を命令するのかは見てみたい。

『えーと、それじゃあ最初の命令』

　と、当の上条は『雲くも川かわ芹せり亜あのさいみん☆ノート』へ目を落としたまま。

　言いやがった。




『あなたは今すぐ立ち上がって、両手で自分のスカートをめくりたくなる』




『……っっっ!!!???』

　心臓が口から飛び出すかと思った。

（こっ、こいっ、こいつ……っ、成功したと思って安心した途と端たんにいきなりド級の欲望を曝さらけ出してきたわねぇ!?）

　ぷるぷると小刻みに震ふるえる少女だが、上かみ条じようはその変化に気づいていないらしい。

　彼は不思議そうな表情で食しよく蜂ほうの顔を見てから、首を傾かしげてノートの方へ目を落とした。

『あれ……上う手まくいかないな。まずこれを試さなくちゃ駄だ目めって書いてあるのに……』

『……？』

　上条が膝ひざの上に乗せているノートへ、食蜂は瞳ひとみだけ動かしてチラ見した。

　蛍けい光こうマーカーだらけの紙面には一ひと際きわこう強調されていた。

『「恥はじ」は人間の抵抗力を表す重要なバロメータ。相手を制御下に置いているか確かめるため、まずは強い「恥」を与える命令でテストする必要あり。例えば自分の手でスカートをめくらせるとか』

（あの女……っ!!　全力で適当な事を書いて……っっっ!!）

　つーか、このインチキノート、どこをどう進んでも必ず卑ひ猥わいな方向へ持っていくように書き込まれている。

　おそらく『先輩』とやらは上条から相談を受けた時点で、背後に食蜂が絡からんでいる事を看破していたのだ。そして嫉しつ妬とに狂ってデタラメなマニュアルを自作し、それを上条に手渡したのだ。あの年とし増まらしい、いかにもな手口ではある。

　次に顔を突き合わせたら『心理掌握メンタルアウト』で操って際どい水着を着せて一人サンバカーニバルの刑にしてやると心に誓ちかうが、今はこの状況をどうするかの方が大事だ。

『で、でもまずいぞ……。催さい眠みんに失敗しているのにだらりーんってなってるのってまずくないか!?　ああくそ、どこだ、催眠を止める……解くのってどのページだ……っ!?』

（こらーっ!!　人の心と体を使うんだったら、一通り目を通してから試しなさいよぉ!!）

　これが『本物』だったらどうするつもりだったのだ。

　バララララ!!　と次々にページをめくっていく上条にイラッとする食蜂だったが、それどころではないと気づいた。

　原因は彼が手を止めたページにある。

『あった！　……なになに、緊きん急きゆう時じの催眠解除方法。催眠の失敗は、場合によっては記き憶おくや人格に壊かい滅めつ的てき被害をもたらすので、緊急解除を実行する際は躊ちゆう躇ちよしない事。ただし強く呼びかけたり、頰ほおを叩たたいても効果なし。命令を拒こばむ力を生み出す「恥」の感情を最大限に膨ふくらませる事』

（……え、ちょっと）

『例えば、ぱんつを脱がすとか』

『はァァァァァァああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!!!!!!』

　ついに感かん極きわまったのか。

　真正面から少女のハンドバッグの角がツンツン頭の顔のど真ん中に突き刺さった。
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「…………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………」

　食しよく蜂ほうは思わず両手で頭を抱かかえて悶もだえそうになるのを、渾こん身しんの力で押さえ込んだ。

　いいや、彼は悪くない。

　悪いのはあの年とし増まであって、ツンツン頭の少年はただ騙だまされただけのはずだ。

　……もしも全部分かった上で被害者ヅラして乗っかっていたとしたら『かなりのもん』だが、多分あの少年にはそういう腹芸はできないだろうと吞のみ込んでみる。

　茶色く枯れた落ち葉も寒々しい公園。ここは食蜂操みさ祈きとあの少年の普ふ段だんの行動圏けんが重なる場所なのか、あれ以外にもいくつかの思い出を共有していたりもした。

　そう。

　例えば。
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　あれだけうるさかったセミの鳴き声はもはや耳に入らない。

　理由は単純。

　夏の日。

　食蜂操祈は全身鳩はとまみれになっていた。

『……、』

『うわあ、うわあ、うわあーっっっ!!』

　ツンツン頭の少年は慌あわてたように学生鞄かばんを振り回し、総勢五〇羽以上もの鳩を追い払う。

　すでに、厚紙容器の中のポップコーンは残らず消しよう滅めつしていた。食蜂が口に入れたのは実質的にほんの二、三個だけだ。

『飲み物が欲しくてちょっと目を離はなした隙すきにこれだよ！　お前、一体全体何をやっているんだ!?』

『ちょ、い、今のは私のせいじゃないでしょぉ!?　私は公園の鳩に襲おそわれた立場なんだからぁ!!』

『……お前、もう、単純な運動音おん痴ちとかそういう次元じゃないな』

『なっ!?』

『何だろう、この親近感。お前、ひょっとしたら俺と同じで不幸体質なんじゃあ……』

『ちっ、違うわよぉ。何事においてもパーフェクトな女王様の食しよく蜂ほう操みさ祈きが、そんなネガティブなアビリティをステータス画面に貼はり付けている訳がないでしょぉ!?』

　だが少年は憐あわれなものを見る目で学生鞄かばんを漁あさった。

　未いまだに夏服や髪の毛に鳩はとの羽がくっついたままの華きや奢しやな少女に向けて、透とう明めいな袋に入った銀色の笛を差し出す。サッカーの試合などで使うホイッスルを、さらに防災向けにカスタムしたものだろう。主に遭そう難なんや生き埋うめとかにされた時などに、自分の居場所を周囲へ知らせるためのものだ。

『ほら、なんかの訓練でもらったヤツだから、持っとけ。お前はもうこういうのを常に備えていないと駄だ目めだ。こっちが心配になる』

『何よそれぇ……』

『ヤバくなったらそいつを使えよ。ひょっとしたら、助けてやれるチャンスも増えるかもしれない』

　とか何とか言いながら『とりあえずこいつの言う事だから』で手に取っている辺り、すでに自分もかなり飼い慣らされているな、と食蜂操祈は心の中だけで思っていた。絶対に口に出したくはないが。

（……まったく、猫の首に鈴をつけているんじゃないんだからぁ）

　透明な袋から取り出すと、防災ホイッスルは銀色に輝かがやいていた割に、素材はプラスチックか何かのようだった。上から塗と料りようを塗ぬっているだけの安物だ。単価は一〇〇円もしなさそうだが、まあ学校で全校生徒にばら撒まいて一件でも役に立てばめっけもん、と思っているのならこれでも意味はあるのかもしれない。

　何となしに口に咥くわえようとして、食蜂の動きがピタリと止まった。

（……あら？　これって中古力、っていうか、間接キスとかになっちゃうのかしらぁ？）

　一いつ瞬しゆんで彼女の顔が真っ赤になるが、対する上かみ条じようは吞のん気きにあくびをしていた。衝しよう動どう的てきにぶっ飛ばしてやろうかと考える食蜂は、しかし思い直す。わざわざ透明な袋に入っていて、食蜂にそのまま渡すと言っているのだ。きっと防災訓練でもらったものの、一度も使わずに新品のまま持て余していたのだろう。体ていの良いゴミ箱扱あつかいではないか。

　若じやつ干かんむくれたまま、だが安心して、少女は防災ホイッスルを口に咥える。

『こんなもの、何の役に立つのかしらねぇ』

『さあな。でも普通に悲鳴を出すよりも喉のどを傷めないで済むぞ。一度だけ試してみたけどかなりうるさい音が出たし』

　ぴひょるえっっっ!!!???　と、とんでもなくひずんだ音が公園に鳴り響ひびいた。

　やっぱり間接キスは間接キスなのだった。
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『現在の』食しよく蜂ほう操みさ祈きは息を吐はいた。

　その防災ホイッスルは、なんだかんだで今もハンドバッグの中に突っ込んである。

　使う場面はなかったが、捨てる理由も特にない。

　結局、全すべての繫つながりを切り捨ててしまうほど、未練を断ち切れた訳でもないらしい。

　これは誰だれにでも言える事だろうが、望む自分と今ある自分との間にはどうしても齟そ齬ごが生まれてしまうものだ。

　それを素直に認められる数少ない場面の一つに、あの少年がいる。

（言われてみれば……）

　寒さのせいか人もまばらな公園の中で、ふと食蜂は一人の少女の顔を思い浮かべる。

　御み坂さか美み琴こと。

　同じ常盤ときわ台だい中学の生徒。学園都市第三位の超レ能ベ力ル者５。

　犬けん猿えんの仲というか、むしろ月とすっぽんとでも言うべきか。

　ともあれ、顔を合わせれば口論ばかりする少女がいるのだが……、

（どうしてもあいつが気に喰くわない理由っていうのも、ひょっとしたらこの辺りの『思い出』が絡からんでいるかもしれないわねぇ）

　年上の男子と常盤台のお嬢じよう様さま。

　自じ慢まんの能力が全く通用しない。

　間接キス。

　……あの少年との間で辿たどっている道のりが、どれもこれも似ているのだ。『記き憶おくの問題』さえなければ、そこにいたのは自分ではないかと疑いたくなるほどに。

　未練がましいとは思う。

　だが、かと言って自分のこめかみにリモコンを突き付けるつもりもない。

　全てを忘れるという選択は、もう捨てた。

「やれやれ……」

　寒さのせいか人もまばらな公園を縦断し、冬服の短いスカートを翻ひるがえすような格好で別の出入口から外へ向かった。

　高層建築の林立する街並みを、さらに歩く。

　ビルとビルの間には薄うす暗ぐらい闇やみと直結した、細い路地がいくつもあった。

　それらの一つの前で、ふと彼女は立ち止まった。

　そう、ここだ。

　食蜂操祈と上かみ条じよう当とう麻まの思い出は、必ずしも楽しいものばかりとは限らない。細い路地の向こうにわだかまる危険な闇やみ、その雰ふん囲い気きに合致したものもあった。

　あるいは、それもまた御み坂さか美み琴ことがあの少年と辿たどった道のりと似通っているのかもしれない。

　平たく言えば。

　食しよく蜂ほう操みさ祈きの前には、超レ能ベ力ル者５でなければ接点もなかった事件が立ち塞ふさがり。

　それを、あの少年と共に挑いどんでいる。
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『はっ、はっ!!』

　荒れた野の良ら犬いぬのような息を吐はきながら、上かみ条じよう当とう麻まは熱帯夜の学園都市を走っていた。

　彼は一人ではない。その手は中一らしい真新しい夏服を着た食蜂操祈の手を取っている。

　というよりも、厳密には、狙ねらわれているのは食蜂の方であった。

　風力発電の柱の根元に取り付けられた、殺人事件発生の立て看板のすぐ横を走り抜ける。曲がる。大通りから二人して外れていく。

『ち、ちょっとぉ！　わざわざ人ひと気け力りよくのない路地の方に入る訳ぇ!?』

『あいつらの速度を考えれば、広い道の方が危ない！　あれだけ素早ければ、逆に小回りは効かないはずだっ!!』

　狙ねらいは間違っていなかったのかもしれない。

　だけど、『追っ手』の性能は食蜂や上条の想定をはるかに超えていた。

　先ほど見た立て看板の文字が脳裏で躍おどる。

　殺人事件発生。

　冗じよう談だん抜きに、手を誤れば今度は自分達がそうなるかもしれない、と食蜂は思う。




　ギュリリ!!　という、車輪が足場に焼けつくような音が響ひびき渡った。




『追っ手』の正体は、真っ赤なライダースーツにフルフェイスのヘルメットを被かぶった少年だった。ただし、全身各所……それこそ足の裏から膝ひざ、肘ひじ、肩、手首、腰、背中、胸板まで、あちこちに五〇ヵ所以上もの、インラインスケートのように小さな車輪が取り付けられている。

　挙げ句、その背には直径二〇センチ、長さ五五センチ程度の超小型ジェットエンジンを二基も負っていた。

　全体的にはスピードスケートのような前傾姿勢で、『追っ手』はこちらへ突っ込んでくる。

　地面を蹴けって、などといった常識的な事は言わない。

　壁を。

　そう言った方が、正しい。

『くそっ!!』

　時速は二〇〇キロを超える。ジェットコースターに匹ひつ敵てきする凄すさまじい速度は、一時的に壁や天てん井じようすら己のフィールドに変えてしまう。

　人間大の重量がそんな速度で体当たりしてくるだけで、すでに致命的な衝しよう撃げきになってしまうだろう。

　だというのに、相手はバズーカのような何か……炸さく薬やく作動式のパイルバンカーさえ肩で担かついでいた。

　交差すれば一撃でやられる。

　総じて、武装の名は『簒奪の槍クイーンダイバー』。第一印象の通り、最初から食しよく蜂ほう一人を粉ふん砕さいするために組み上げられた兵装システムだ。圧あつ倒とう的てきな速度でもって、操られる前に突撃する。自じ滅めつも覚かく悟ごで超レ能ベ力ル者５を仕留めるコンセプトである。

　食蜂は思わずテレビのリモコンを振り回したが、これにはある弱点があった。それは、強力過ぎる『心理掌握メンタルアウト』の力を自みずから小分けし、扱あつかいやすくするための『自分ルール』だ。そして彼女が決めた『自分ルール』では標的を狙ねらってリモコンを使わなくてはならない。

　目も回る高速移動を繰くり返す相手には、どうしても照準が遅おくれがちになる。

　挙げ句、『照準が間に合った』はずなのに、その動きを完全に止める事は叶かなわなかった。

（あのヘルメット、脳波の異常力を検知するとスーツ全体の制御をプログラムに切り替えているとでも言うのぉ!?）

　精神系では最強に位置する『心理掌握メンタルアウト』でも、純じゆん粋すいな機械や人間以外の動物には通用しない。明らかに、相手は食蜂だけを狙って専用の装備を固めている。

（強さじゃなくて相性力が悪い。こんな目まぐるしく動く状況じゃ『アレ』のリミッターを切るヒマもないしぃ。私を殺す以外にはパーフェクトに使い道がないようなものをわざわざ作ってくれちゃってぇ!!）

　そんな風に考え、奥歯を嚙かむ食蜂の手から、上かみ条じようが走りながらもリモコンを奪うばい取った。

『ちょ』

　抗議の声を上げるより早く、ツンツン頭の少年は赤いライダースーツ目がけてリモコンを思い切り投げつけてしまう。

　鉄てつ砲ぽうの引き金を引かずに直接投とう擲てきするような無む駄だ遣づかいだが、効果はあった。

　ガツッ!!　と。フルフェイスのヘルメットにリモコンが激突した途と端たん、壁に張り付き、一突きで食蜂の胴体を貫つらぬこうとしていたライダースーツが、大きくバランスを崩くずしたのだ。そして、一度制御を失ってしまえば、見えないレールを突っ走るジェットコースターのようだった『追っ手』も脆もろいものだった。

　ひっくり返る。

　地面へ転げ落ちる。

　それに留とどまらず、時速二〇〇キロという速度は地上の全すべてを薙なぎ払った。食しよく蜂ほう達を追い抜き、路地のあちこちに放置してあったボロボロの自転車やゴミ箱を巻き込んでいく。

　シュドッ!!　という爆ばく発はつ音おんとオレンジ色の閃せん光こうが迸ほとばしったのは、その時だった。

『噓うそだろ……』

　撃げき退たいしたはずの上かみ条じようさえ、啞あ然ぜんとして足を止めていた。

『落下の衝しよう撃げきでジェットエンジンがイカれやがったのか!?　なんて危険なものに命を預けているんだ、あいつら!!』

　一応、彼らも彼らで最低限の対策は講じているらしい。

　良く振った炭酸飲料の缶を開ける音を、数十倍に膨ふくらませたような音が炸さく裂れつした。ぴっちりとした『簒奪の槍クイーンダイバー』のスーツが白い蒸気のようなものに包まれる。何かしらの不燃性のガスだろう。

　実際に、『追っ手』が炎に包まれていたのは、おそらく一〇秒間もない。

　ただ、それでも航空燃料は元となる燃焼温度が桁けた外はずれだ。どんな素材を使っているか知らないが、最悪、溶けたチーズのように肌へ張り付いている恐れもある。

　表通りを『民間』の即応救急サービスが通り過ぎたのか、ドップラー効果のついたサイレンが耳にこびりついていた。いやに死や暴力を連想させる音おん響きようだった。

　それで。

　思い出したように上条は自分達の命を狙ねらった下げ手しゆ人にんを手当てするため走り出そうとしたようだが、彼の足を止める別の要因が迫せまっていた。

　さらなる『簒奪の槍クイーンダイバー』の追加。

　ギャリギャリギャリ!!　という車輪が地面に削けずり取られる嫌いやな音と共に、前も、後ろも、そして上すらも塞ふさがれていく。

　一様に赤いライダースーツとフルフェイスのヘルメットだが、浮かび上がるシルエットを信じるなら、男も女もいるらしい。肩幅や身長などから、年齢層にも開きがあるように見える。

　上条は食蜂の手を握にぎりながら、忌いま々いましそうに叫ぶ。

『テメェらにとってもお仲間だろうが!!　少しは心配とかしねえのかよ!?』

『即応救急なんぞに介かい入にゆうされてたまるか。もっと大事な事があるさ』

　応じるように言ったのは、男の声だった。

　どれだけ効果があるかも分からない『対精神攻撃用』のヘルメットに素顔を隠かくしたまま、挑いどむように、炸薬作動式のパイルバンカーをこちらに向けながら、

『超レ能ベ力ル者５に死を』

　ガシャガシャガシャ!!　という音の洪こう水ずいが、食蜂達を取り囲んだ。

　凶きよう器きよりもなお恐ろしい、人の悪意が檻おりと化す。

『超レ能ベ力ル者５に死を』

　まるで得え体たいのしれないカルトの儀ぎ式しき。

　見る者を圧あつ倒とうする、しかしどこまでも見当違いの道を突っ走る怨えん嗟さの声。




『我らから全すべてを奪うばった超レ能ベ力ル者５に、死を』
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『現在の』食しよく蜂ほう操みさ祈きは、寒々しい風の吹く路地の入口に目をやりながら、思い出す。

　荒こう唐とう無む稽けいに思えるかもしれないが、ライダースーツの全身に車輪をつけて坂道を滑かつ走そうするアトラクションや、インラインスケートと背中のジェットエンジンを組み合わせて時速一〇〇キロ超で爆ばく走そうするオーダーメイドの特とく殊しゆスーツくらいなら街の『外』にも普通にある。

　彼らはそれらを複数組み合わせ、さらに電子制御で高い安定性、操縦性を確保させる事で『簒奪の槍クイーンダイバー』という兵器化を促うながしたのだろう。

　そこから、彼女はさらに赤いライダースーツ達の名を連想していた。

　デッドロック。

　行き止まり、行き詰づまりを意味する英単語を掲かかげる彼らの正体は、言ってしまえば『何かしらの理由で能力開発が頭打ちになった学生達』だった。

　学校も学年もバラバラ。

　生きつ粋すいのお嬢じよう様さまから不良少年まで出身も様々。

　彼らデッドロックを結びつけた思想は呆あきれるほどシンプルで、そして実際に出力された行動はもはや呆れすら通り越していた。

　久しぶりに、その路地へと足を踏ふみ入れてみる。

　普ふ段だんはあまりこういう所は利用しないのだが（そしてびくびくしている所など常盤ときわ台だいの生徒達には絶対に知られてはならぬなのだが）、今日は何な故ぜだかそういう気分だった。

　放置された自転車やゴミ箱なんかは当然なくなっていたが、基本的な位置取りはそう変わらない。

　そして、路地の途中で彼女は足を止める。

　真上を見上げる。

「そうそう、確かここよねぇ」

　細い路地の形をそのまま切り取ったような空が広がっていた。

　そして、その限定的な空をさらに侵しん蝕しよくするように、ボロボロに錆さびた非常階段が取り付けられている。

　一応、階段の出入口の所には格こう子し状じようの小さな扉がついていたが、短いスカートさえ気にしなければ、簡単に乗り越える事はできる。

　一段一段、いつどこで抜けてしまってもおかしくないほど赤あか錆さびた階段を踏ふみながら、食しよく蜂ほう操みさ祈きは非常階段を上っていく。

　途中にある扉に興味はない。

　目指すのは、この小さな雑居ビルの屋上だ。

　その先が、最後の場所になる。

　食蜂操祈と上かみ条じよう当とう麻まが二人で走った、最後の場所に。
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　いくつものビルを飛び越えた。

　屋上から屋上へと飛び移っていった。

　しかし、やはり真新しい夏服の短いスカートをはためかせる食蜂操祈を連れていた事は、上条当麻にとっては大きなマイナスだったに違いない。もう認めよう、自分は確かに運動音おん痴ちだ。今年の四月に行った運動能力テストの際は、あまりの結果に辺り一面所構わず記き憶おくを操作しまくったものだった。幅一メートルにも満たない『崖がけ』を飛び越すのに、いちいちえっちらおっちら覚かく悟ごを決めて助走をつけていれば、あっという間に特とく殊しゆ装備『簒奪の槍クイーンダイバー』を纏まとうデッドロックに追い着かれるに決まっている。

　全周を囲まれた。

　電話か何かで連絡を取り合っているのか、さらに様々なルートを通ってライダースーツ達は増えていった。屋上に集まった数はもはや三〇を超える。たとえ食蜂がリモコンを使って同士討うちを狙ねらっても、上条が右の拳こぶしを握にぎり締しめても……ジェットエンジンの爆ばく発はつに巻き込ませるのを覚悟で一斉に突っ込まれれば、流石さすがに無事ではいられないだろう。

　真しん紅くの『簒奪の槍クイーンダイバー』の一人が、食蜂ではなく上条に言った。

『まだやるのか』

　それは、手を引けばお前は助けてやるという譲じよう歩ほだった。

　だが、

『まだやるとも』

　即答。

　上条当麻の背に守られながら、しかし、食蜂操祈はこの少年が何を言っているのか理解が及およばなかった。

　所しよ詮せんはゆきずりの相手だ。

　一〇年来の幼おさな馴な染じみとか、血を分けた兄妹とか、付き合っている彼女とか、そういう関係性は何もない。なのに、何な故ぜそこで即答できる？　こいつを動かしているものは一体何なのだ。

　その疑問は、ライダースーツも同じだったらしい。

『そこまで言うからには、よほどの能力者か？　だが道具に頼たよる我々を侮あなどるなよ。大レ能ベ力ル者４くらい、こちらの手勢だって珍めずらしくないんだ』

『そんな大おお仰ぎようなものじゃねえよ』

　吐はき捨てるように、やはり少年は即答した。

『ゼロだよ、無レ能ベ力ル者０。……それでも許せねえ事があるんだ。だったら拳こぶしの一つくらい握にぎったって構わねえだろうが』

『なるほど、同類か』

『簒奪の槍クイーンダイバー』は、嘲あざけらなかった。

　むしろ、その声こわ色いろから一切の余裕が消えた。ある意味、無レ能ベ力ル者０の少年と対たい峙じする事は、超レ能ベ力ル者５の少女と対峙するより重たい意味がある。そんな風に考えていそうな響ひびきだった。

　事実、彼らにとってはそうだったのかもしれない。

　血気に逸はやる他の仲間を片手で制し、そのライダースーツはこう語ったのだ。

『君は、おかしいとは思わないのか？』

『何を』

『全すべてさ』

　もったいぶるような、無意味な演出はしなかった。

　それだけ、相手は真しん摯しだった。

　最短コースを通り、『簒奪の槍クイーンダイバー』は問題の核心へと切り込んでくる。




『この絶体絶命な状況で食蜂操祈のために戦うと決めた事自体、すでに彼女の「心理掌握」に操られているとは思わないのか？』
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『現在の』食しよく蜂ほう操みさ祈きは、雑居ビルの四角い屋上で冷たい風に吹かれていた。

　流石さすがに、ビルからビルへ飛び移る気はない。今の自分の運動能力については把は握あくしているし、何より冬服の短いスカートだ。

　だから、その場に留とどまり、まるで過去の自分に置いていかれたような格好で、食蜂操祈は思いを馳はせる。

「……、」

　ＡＩＭ拡散力場、という言葉がある。

　能力者が無意識の内に発してしまう、ごくごく小さな力。発火能力パイロキネシスなら熱、念動能力サイコキネシスなら圧力、発電能力エレクトロマスターなら電気……といった具合にその能力者に応じたもので、せいぜい顕けん微び鏡きようや精密計測機器を使って何とか分かる、くらいの微弱なものでしかない。

　だが、どんなに微弱なものであっても、力は力だ。

　それは確実に放出される。

　そして、食しよく蜂ほう操みさ祈きの能力は何だ？

『心理掌握メンタルアウト』の場合、どんな能力を無意識の内に外界へ放っていたというのだ？

　デッドロックという少年グループが、特に超レ能ベ力ル者５を付け狙ねらい、時に玉ぎよく砕さい覚かく悟ごの突とつ撃げき戦術すら使って抹まつ殺さつを狙っていた動機も、まさにそれだった。

　この世を、都合良く捻ねじ曲げている者がいる。

　おそらくそいつは強大な能力者で、当然ながら、最高位に立っている何者かだ。

　そいつのせいで世の平等は個人の利益によって歪ゆがめられ、そのために理り不ふ尽じんを押し付けられている人間もたくさんいる。

　さらに、極きわめ付けとして。




　世を歪め、不幸や悲劇を量産してでも己の利益を追求している者に、その自覚はない。




　自覚がないからこそ譲じよう歩ほや交渉は不可能であり、当人がやめると言ってやめられるものではなく、世を平等に戻すためにはもはや彼らを抹殺するしか道は残されていない。

　彼らデッドロックは、こう質問を投げかけてきたものだ。

　お前は、自分の人生が都合良く回り過ぎていると思った事はないのか？

　お嬢じよう様さまという出自も、能力者としての成長も、何かを犠ぎ牲せいにしていると考えた事は一度もないのか？

　そう。

　あの時、食蜂操祈のために命を投げ出そうとしていた上かみ条じよう当とう麻まと同じように。
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『あ』

　雑居ビルの屋上で、多くの『簒奪の槍クイーンダイバー』に取り囲まれ、それでも変わらず少年の背に庇かばわれている食蜂操祈は、思わずそんな声を洩もらしていた。

　疑念が不安を呼ぶ。

　不安が恐怖を呼ぶ。

　自分の力が、誰だれかの人生を狂わせていた？

　それどころか、死なせていたかもしれなかった？

　いつの間にか。

　制御もできず。

　路地の入口辺りにあった、殺人事件発生という立て看板が頭に浮かぶ。『民間』の即応救急サービスのサイレンが何度もリフレインする。

　精神系最強の超レ能ベ力ル者５は、自分一人の心も制御できずにただ叫ぶ。

『ああああああああああ！　ああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!?』

　食しよく蜂ほう操みさ祈きは、別に聖人君子ではない。

　自分の能力を使う事に、他人の心を操ってしまう事に、それほど強い忌き避ひ感情は持たない。自分の持ち物を好きなように使って何が悪い、くらいの考えしかない。

　でも、だけどだ。

　それは、食蜂操祈の管理下で、正しく使われなければならない、くらいには思っている。

　もしも、食蜂が操った誰だれかが死んでしまったら、誰かを殺してしまったら、その時はやはり主格たる彼女が裁かれなければならない。その程度の覚かく悟ごと矜きよう持じくらいは持っている。

　そんなものに、何の意味もなかったら？

　すでに彼女は彼女の知らない所で大勢を操っており、その結果、望まぬ形で富を手放したり、未来を閉ざしたり、命を落としている事例が多発しているとしたら？

　そうしてなお、自分は安全でノーマルだなどと嘯うそぶいていたのなら……。

　食蜂操祈は、ぐるりと周囲を見回す。

　皆一様に同じ、赤いライダースーツにフルフェイスのヘルメット。顔のない彼らの人生を奪うばったのは、自信を持って顔を曝さらけ出す可能性さえ剝はく奪だつし、己の成功の糧かてにしてきたとしたら、食蜂操祈という生き物は、なんと形容されるべき存在なのだろう。知らなかった、与あずかり知らぬ出来事だった、だから私は何も悪くない。そんな言葉を吐はいたとして、現実に誰がどれだけ救われるだろう。

『茶ちや番ばんだな』

　なのに。

　食蜂操祈さえ窮きゆう地ちに立たされているのに。

　それでも、ツンツン頭の少年の言葉が、停てい滞たいした空気を一ひと太た刀ちで切り裂さいた。

『自分の失敗を他人に押し付けるのは楽しいか？　検証不能であれば不能であるほど、反論の余地だってなくなるんだ。アンタ達は、まず自分が失敗しても良い理由を作ってから、安心して怠なまけようとしているだけだ。……本当は、挫ざ折せつの原因はこの子のせいじゃないって分かっているくせに』

『かもしれない』

　真っ赤な『簒奪の槍クイーンダイバー』は、そう言った。

　激げつ昂こうする事もなく、冷静に。

『自分でも思う、これで本当に正しいのかって。食蜂操祈という超レ能ベ力ル者５を攻こう撃げきしようと思うたびに、まるで俺自身の良心みたいなものが疼うずく。全すべて我々の弱い心が生んだ怪物の仕し業わざであり、食しよく蜂ほう操みさ祈きなんていう外的要因は一切関係ないのかもってな』

　でも、と彼は言った。

　これまでの全てを否定するために。

『だからこそ、それは怪しいとは思わないか？』

『……、』

『俺が自分の良心だと思っているこの疼き、それ自体が誰だれかの利益のために生み出されたものだという可能性だって否定できないだろう』

　普通なら、ただの妄もう想そうだ。

　自分の心を自分で整理できない人間の世よ迷まい言ごとだ。

　しかし、彼女なら、それができてしまうのだ。『心理掌握メンタルアウト』さえあれば。そして『無意識の内に放たれる力』なんていうのを議題に持ち出されたら、意識的にしか世界と向き合う事のできない食蜂本人には何の保証もできなくなる。

『だから、その怒いかりが間違っているだなんて、俺は言わない』

　ライダースーツは炸さく薬やく作動式パイルバンカーを油断なく肩で担かつぎ、上かみ条じよう当とう麻まを明確な敵とみなしながらも、どこか人間として認めるような調子で言い放った。

『だから、その怒りが正しいと思った上で、どうしてそんな感情が生じたのかを考察するべきなんだ。こんな理由でくたばるなんて間違っている。そう分かっているのに、食蜂操祈のために立ちはだかるなんて、どう考えたって理に適かなわない。なら、理ことわりを歪ゆがめたのは何だ？　誰が、何のために君を奮ふるい立たせているのか考えろ』

　詰つんだ。

　食蜂操祈はそう思った。

　ここでどれだけ冤えん罪ざいだと叫んでも、上条当麻にはきっと届かない。食蜂自身が完全に疑いを払ふつ拭しよくできていないのに、そんな自分が投げかけた言葉なんて誰にも響ひびかない。

　そして、見放されればおしまいだ。

『簒奪の槍クイーンダイバー』達をリモコンで操る事はできる。だが時速二〇〇キロもの速度で三〇もの方角から一斉に突とつ撃げきされた場合、二本の腕でリモコンを振り回すだけで、全てを対処できるか。同士討うちを狙ねらったとしても、多分難しい。相手は操られた途と端たんプログラム制御に移る術さえ持つのだ。

　デッドロックは、『心理掌握メンタルアウト』に打ち勝つためなら玉ぎよく砕さい戦術すら厭いとわない。

　時速二〇〇キロでの正面衝しよう突とつで自分の体がひしゃげようが、ＪＰ５規格の航空燃料の漏ろう出しゆつによって大だい爆ばく発はつを起こそうが、それで超レ能ベ力ル者５に勝てれば価値を示せると本気で考えている。

　だから、これで終わり。

　炸薬作動式パイルバンカーで胴体を千ち切ぎられるか、航空燃料の爆発で黒くろ焦こげにされるか。何にしたって、上かみ条じよう当とう麻まが諦あきらめてしまえば、万に一つの生存の可能性さえ放ほう棄きされる。

　そのはずだった。

　なのに。

『……そんなもん、どうでも良いよ』

　小さな声だった。

　最初、食しよく蜂ほう操みさ祈きは、それが弱い心の生み出した幻げん聴ちようかと思った。

『得え体たいのしれない陰いん謀ぼう論ろんなんざ、一ミリだって関係ねえんだよ。いいか、チンピラ。この想おもいが、自分自身の心から生まれたものだろうが、超レ能ベ力ル者５によって外から引っ張られたものだろうが、俺の本心だろうが、誰だれかに騙だまされて操られていようがな』

『……、ぁ……？』

　思わず、食蜂は掠かすれた声を出していた。

　その少年は、振り返らない。

　食蜂操祈というたった一人の少女を守るため、赤いライダースーツの男の声を聞き届けながらも一歩もその場を動かずに。周囲を無数の凶きよう器きに取り囲まれながらも、強く右の拳こぶしを握にぎり締しめて。これだけの数の差には対処できないと分かって、なお。

　男は、その背中でもってこう語る。




『今にも泣き出しそうな女の子を守る側に立てりゃあ、こっちはそれで本望なんだよ』




　きっと。

　食蜂操祈という少女の中で、何か決定的な歯車が動き出したのは、この瞬しゆん間かんだったのだろう。

　人の心を操る事にかけては最強の能力者が、自分の心の中にはまだこんな感情が眠っていたのかと思い知らされた瞬間だったのだろう。

『くっ』

　対して、赤いライダースーツの男は、笑った。

　嘲あざけるのでも、見下すのでもない。

『ははっ、ははははははははははははははははははははははははははははははははは!!』

　彼は、上条当麻という人間を認めていた。

　自分達には真ま似ねのできない可能性の中で生きる人間に、超レ能ベ力ル者５への怨えん嗟さじみた感情とは違った憧あこがれを見み出いだしていたのかもしれない。

　釣られるように、上条もまた、薄うすく笑っていた。

　その背に庇かばわれている食蜂からも、少年の肩が震ふるえているのは分かった。

　一見すれば、大だい団だん円えんみたいな柔らかい空気。

　冷静に考えれば不自然極きわまるそのムードをぶち壊こわすように、改めて『簒奪の槍クイーンダイバー』は冷れい酷こくに言ってのけた。

『なら覚悟は良いな、ピエロ野郎』

『おうよ。テメェらこそ、死ぬ気でかかってきやがれ』

　轟ごう!!　と。

　全方向、三〇もの角度から炸さく薬やく作動式パイルバンカーを担かついだデッドロックの男女が一斉に殺到してきた。

　相手の度量を認め、しかしなお殺す。

　古い合かつ戦せんにおける、名のある武将同士の一いつ騎き打うちのような。

　そんな戦いの形がそこにあった。
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『現在の』食しよく蜂ほう操みさ祈きは、そこでわずかに息を吐はいた。

「……ふう」

　これで、全部終わり。

　結果として、食蜂操祈も上かみ条じよう当とう麻まも今日まで生きているのだから、デッドロックなる少年グループとの勝敗がどうなったのかは、言うに及およばずである。

　そしていくつかの出来事を経て、二人は別れた。

　未練がないと言えば噓うそになる。

　納なつ得とくできたかなんて問いには意味はない。

（なぁーんとなく、センチな気分になってるわねぇ……）

　自覚はあった。

　しかし、身の内から起こる衝しよう動どうには抗あらがわなかった。

　雑居ビルの屋上を離はなれ、食蜂操祈は学園都市の街並みを歩いていく。途中で地下鉄の駅に入り、列車を使って学区をまたぐ。行き先は決まっている。先ほどまでの思い出の中で、今いる自分が足を運ばなかった場所。

　第二一学区。

　その山の頂上にある、地ち殻かく熱ねつ発電の一部、真円の人造湖。

　あの少年との全すべての始まりとも言える場所で、食蜂操祈の人格全体にとっても、大きな意味を持つ柱の一つだ。

「……どうせなら、コンプリートしてやろうと思ったけどぉ」

　ぐねぐねと曲がる山道を一人で歩きながら、食蜂は呟つぶやいた。

　エレガンスなお嬢じよう様さまらしからぬ事に、すでにその全身は汗だくになっていた。

「ああもう！　なあーんでここまで疲ひ労ろう力りよく全開になっちゃう訳ぇ？　昔の私はこんなとこをとぼとぼ歩いていたのぉ!?」

　何となくの気分で始めてしまった思い出巡めぐりだが、ここまできて引き返すというのもそれはそれで後ろ髪を引かれる。リモコンを使った能力の制御技術といい、何かと『自分ルール』に引っ張られる少女である。もはやヤケクソ気味に山道を徒歩で上っていく。

（まったく、こんな事をしたって、今さら何が変わるって訳でもないくらい、いやってほど分かっているのにねぇ……）

　山頂に到着する頃ころには、すでに日も暮れて夜になっていた。

「ぜえ、ぜえ、はあ、はあ……」

　中腰になり、両りよう膝ひざに手を当てる形で必死に呼吸を整える。すっかりぐったりしてしまった食しよく蜂ほうは、こちらの方が『あの時』と同じで雰ふん囲い気きがある、それが良い、むしろ良い、などと自分を無理矢理に鼓こ舞ぶさせる事にした。

　そうして、ようやく顔を上げた。

　彼女にとっては思い出の場所。

　一発目のフライングは捨て置いて、あの上かみ条じよう当とう麻まと出会った最高のロケーション。

　月を覆おおっていた雲が晴れたのか、闇やみに慣れた瞳ひとみにぶわりと景色が浮かび上がる。

　それを。

　改めて目にして、




「…………………………………………………………………………………………………あれ？」




　背せ筋すじに。

　何か、嫌いやな、とても嫌な……悪お寒かんなどという陳ちん腐ぷなものとは全く違う、形容しがたい感覚がゆっくりと流れていくのが分かった。

　現実が、遊ゆう離りする。

　重力の知覚を忘れるほどの混乱が襲おそう。

　確かに、そこには地殻熱発電の施設があった。

　だけど、それは食蜂操祈の記憶にあるものとは全く違うデザインだった。

（場所を、間違えた……？）

　湖のサイズがずっと大きい。中にそびえる塔とうは、色どころか高さも形も違う。しかし、ぐねぐね曲がる山道は一本道で、途中で迷うような事はない。そもそもここは、たった一つしかない山頂なのだ。どのルートを通ったって、いずれはここに辿たどり着く。間違えようがない。

　だとすると、これは何だ？

　何がどうなったらこんな風景に繫つながるというのだ？

（発電プラント自体、取り壊こわしや建て替えがあった……？）

　可能性を列挙するが、おそらく無理だ。これだけ大規模な施設の解体には、爆ばく破はを含む大掛かりな工程が必要だ。その間、同じ山にあるダムや電波望遠鏡などにも震しん動どうなどで支障が出る。ダムの底に溜たまっていた泥どろや汚よごれが震動で激しく舞い上がれば、通常の浄水プロセスだけでは対処不能になるだろう。だが食しよく蜂ほうの知る限り、街全体が水質汚お濁だくを止めるための大規模な取水制限を行った、という話は聞いたためしがない。

　そして、あらゆる可能性を消去していくと、『最も簡単に説明できる』意見だけが残る。

　それが最後まで残ったのは、きっと、考こう慮りよもしたくなかったからだろう。

　つまり、

「間違って、いた……？」

　呆ぼう然ぜんと、食蜂操みさ祈きは呟つぶやいていた。

「私の記憶の方が間違っていた……？　上条当麻との思い出は、存在しなかった……？」

　恐る恐る口に出してみて、そのおぞましさに身み震ぶるいした。まるでトランプで作ったピラミッドの一番下にある一枚を乱暴に引っこ抜かれたように、『ここから始まった』優しい記き憶おくの連なりが、一斉にガラガラと崩くずれていく。

　違う。

　そうじゃない。

　だって、ありえない。

　彼女は何かを思い出し、慌あわてたように肩にかけていたハンドバッグをガサゴソと漁あさった。能力を制御するために使う様々なリモコンの他に、銀色の塗と料りようが塗ぬられた安っぽい防災ホイッスルが出てくる。

　あの少年から直接手渡しされたものだ。

『ヤバくなったらそいつを使えよ。ひょっとしたら、助けてやれるチャンスも増えるかもしれない』

　そんな言葉と共に。

　この防災ホイッスルがあるからには、やっぱり自分の記憶は正しかったはずだ。

（だけど）

　そう願いたいはずなのに、食蜂操祈は自分の希望を自分で否定してしまう。

（……偽いつわりの記憶と一いつ緒しよに、顔も名前も知らない第三者の手でこれを渡されていたとしたら？　そうなると、もうこの防災ホイッスルは『物的証しよう拠こ』としては成立しなくなってしまう……）

　苦悩は続く。

　形のない記憶の話だからこそ、区切りを設けて結論付けるのはかなり難しい。

　しかし、一方で。

　実際にそんな事が可能なのか。

　彼女の記憶を外部から操り、また、長期にわたってそれに気づかせない、などと。

　食しよく蜂ほう操みさ祈きは精神系最強の超レ能ベ力ル者５『心理掌握メンタルアウト』であり、人の心に関して言えば文字通り、彼女の右に出る者はいない。そんな彼女の記き憶おくをいじくって、なお長期間にわたって異変に勘かん付づかせないなんて、そんな出し抜きを許すはずがない。

　それも、それもだ。

　彼女にとって最も大切な、最も柔らかい所にある……あの記憶をいじくられるだなんて。

（でも）

　自分の記憶と、実際に目の前にある風景。

　そのあまりの乖かい離りにぐらぐらと意識を揺ゆさぶられながら、彼女は疑念と戦う。

（もしも、それを成し遂とげられるとしたら……）

　相手はよほどのゲテモノを使っている。

　そう、今となっては実在したのかも疑わしい、あのデッドロックのような少年グループとは訳が違う。食蜂操祈の知る限り、この街の最も深い闇やみは軍用量産××××に関連した『ドリー』やとある超レ能ベ力ル者５の脳のう髄ずいをとことん肥ひ大だい化かさせた××××計画だが……そこにわだかまる者でさえ、ここまで奇き麗れいに食蜂操祈を出し抜けるとは思えない。

「……わ、たしの」

　だとすれば。

　もしも、本当に、ここにある風景が正しくて、食蜂の記憶が間違っているとすれば。

　知らぬ間に彼女を陥おとしいれていた何者かは、それ以上の力を持っている事になる。

「私の記憶に……」

　自分の頭を片手で押さえつけ、食蜂操祈は胸の内で何かが爆ばく発はつするのが分かった。

　それは、怒いかりだ。

　最も大切な部分に土足で踏ふみ入られ、全すべてを蹂じゆう躙りんされた者の激げつ昂こうだった。

「私の、記憶に、何を」

　その指先を覆おおう手袋を、外す。

　録画レコーダー用のリモコンを取り出し、自分のこめかみに突き付ける。

『物的読心カテゴリ０４４／右手で触ふれた物質から一年以内の記憶情報を抽ちゆう出しゆつ』

　ここは、かつて彼女が歩いた道。

　だが、触れたガードレールからは何の情報も出てこない。

　読心能力を使っても何も浮かび上がってこない。

「私の記憶に、何をしたァァァああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああ!?」

　こうしている今も、ツンツン頭の少年の、あの笑顔は変わらず食蜂操祈の脳裏にちらつく。

　それが温かければ温かいほど、彼女の意識を強く揺さぶる。

　この記き憶おくは、是ぜか否ひか。

　あの日、あの時……本当は何があったのか。




　懊おう悩のうに苛さいなまれる第五位の超レ能ベ力ル者５『心理掌握メンタルアウト』の戦いが始まろうとしていた。

　まだ見ぬ敵を捉とらえて、たった一つの真実を摑つかむために。








行間　一









　そのゴールデンレトリバーは、ペットカフェというものが苦手であった。

　あるいは、木き原はら脳のう幹かんという研究者は、とでも言うべきか。

　建たて前まえこそ『ペットも一いつ緒しよに楽しめる、ペットのためのお食事を多数ご用意いたしました！』的なウェルカム全開なのだが、蓋ふたを開けてみれば人間上位というか、意味もなく動物が格下に扱あつかわれ、おちょくられているような気分にさせられるからだ。

「ほらほら先生っ、低脂肪で糖分も少なめ、それでいてきっちり甘あまぁーいわんこケーキですよう。ほらアーンして、ほらほらアァーン」

『ああん!?　こんな合成甘味料のカタマリが何だというのかね、まったく腹立たしい!!』

　どこからどう見たって犬がナイスミドルな渋い声を放ったので周りの客が驚おどろいた顔になったが、そこはそれ、学園都市である。テクノロジーに対する親和性というか、説得力は世界中のどこよりも高く、もはや信仰の域に達している。『あのしゃべる首輪良いわね』『どこのサイトで売っているのかしら』などと、全く見当違いの世間話に華はなを咲かせてしまう。

　そしてリクルートスーツに白衣の女は全く気に留めなかった。

「ほーらー、犬の身体からだに合わせた優しいわんこケーキを注文したんだから食べてくださいよう。食べ物を粗末にするんじゃないって先生の口くち癖ぐせでしょう？」

『嗜し好こう品ひんなら葉は巻まきでも用意してくれたまえ。キューバ産の一級品以外は認めんがね』

「何でも農業ビルで生産しちゃう学園都市の住人らしからぬ言葉ですねえ」

『唯ゆい一いつ君』

「何ですかー先生、あっ、ブラッシングをご所望ですか!?」

『本題を頼たのむ。男性にとって、こういう店はただでさえ居心地が悪いのだ』

「わんこケーキをちゃんと食べたら……すみません調子乗りました。ええとですね、食しよく蜂ほう操みさ祈きは『気づいた』ようですよ。でもって『蜂はち』の動きをトリガーとみなして、『蟻あり』の方も行動を開始したようです」

『となると、「彼女」の方は』

「雌し伏ふくの時を終えたって感じですかねえ。セクション全体とも連絡は途絶していますし、おそらくは『内側から』乗っ取られたものかと。……今は彼女が女王蟻って訳です」

『さながらサムライアリ、か』

「ですねえ。他の巣を襲おそって奴ど隷れいを作る蟻、でしたっけ？」

『……となると、こいつはしばらく荒れそうだ』

「あはは！　先生の業務にはうってつけじゃあないですか！」

『唯ゆい一いつ君』

　と、ゴールデンレトリバーはここでことさら低い声で告げた。

『これは「木き原はら」には分不相応で無責任な台詞せりふなのかもしれないけどね、私は、そういう、君の「木原らしい」一面が正直に言ってあまり好ましくない』

「……、」

『必要な破は壊かいは真しん摯しな態度で成し遂とげよう。だが不要な破壊を是ぜとするのは虫が好かんと言っているのだ。まあ所しよ詮せん、こんなものは善悪ではなく好こう悪おの問題でしかないのだろうがね』

「先生のこだわりは良く分かりません」

　いやに子供っぽく唇くちびるを尖とがらせながら、木原唯一はそう言った。

　まるで、出来の悪い生徒を演じる事で先生の注目を集めようとする子供のように。

「だって、それ、必要性さえあれば一万人でも一億人でも解かい剖ぼう台だいに横たわらせるって事ですよね？　私達と何が違うっていうんですか」

『だから、これは善悪ではなく好悪なのさ。……そして残念ながら、現実というのは時として、そうした事態に発展する事もある。そのために、私みたいな外げ道どうの席がいつまでも確保されているんだろうな』
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　食しよく蜂ほう操みさ祈きは、細いリボンを取り出した。それを防災ホイッスルの留め具に通し、大きな輪を作って、ネックレスのように首へ掛けていく。誰だれにも見せない宝物のように、制服の胸元へと押し込めていく。

　……これだって、もはや一つも信用はできない。

　だけど、本物にしても偽にせ物ものにしても、これは『夏の日』へ繫つながる唯ゆい一いつの物質でもある。本物ならあの少年との繫がり、偽物なら目的も見えてこない黒幕が残した真相への手がかり。

　どちらにしても、手放すつもりはない。

　スリだのひったくりだの、そういうものに偽ぎ装そうして奪うばわれる訳にはいかない。

「さて……」

　その上で。

　まずは、情報を整理しなくてはならない。

　食蜂操祈の心の根幹を為なしていた『あの風景』は、どこにもなかった。あると思っていた場所には全く違ったデザインの建造物があるだけで、その周辺を読心能力で洗っても、当時の記き憶おくの残ざん滓しは出てこない。

　では、自分の頭の中にある『あの風景』は一体何なのだ？

　そこを起点に広がっている上かみ条じよう当とう麻まとの思い出は？

「……、」

　大前提として、食蜂操祈は学園都市で七人しかいない超レ能ベ力ル者５の第五位、純じゆん粋すいな精神系においては最強の『心理掌握メンタルアウト』の保有者だ。

　どんな能力、どんな技術、どんな機材を使おうが、そんな食蜂を出し抜いて彼女の心を操るなど困難を極きわめるはずである。それは譬たとえるなら第三位の御み坂さか美み琴ことに対し、ハッキングで勝負を挑いどんだり、スタンガンを手にケンカを吹っ掛けるのと同じだろう。

　絶対に不可能、とまでは言わない。

　しかし、わざわざ超レ能ベ力ル者５のフィールドに上がって相手の得意技で戦うなど、よほどの『腕』がなければ自殺行為にも等しい。

　それを、ごり押しできるとしたら、怪しいのは何者だ？

　純粋な『腕』でもって怪物じみた超レ能ベ力ル者５を相手取り、なお不敵に笑っていられそうな人物と言えば……？

「ああ」

　第二一学区。夜の山中において、食しよく蜂ほう操みさ祈きは呻うめくように呟つぶやいた。

「いたわねぇ、そういえば。何の能力も使わないくせに、私とほぼ同じフィールドに立っている統とう括かつ理事会のブレインってヤツが……っ!!」

　これも譬たとえるなら、御み坂さか美み琴ことと初うい春はる飾かざ利りの関係に近いのかもしれない。

　近似値にあり、同時にある種の天敵。

　同じ過去じかんを共有して、かつそれを悪用する具体的な技術を持った人物。

　その名前は、




「雲くも川かわ、芹せり亜あ!!」




　……と、格好良く叫んでみたは良いが、前述の通りここは第二一学区の山中であり、ホームグラウンドの第七学区に戻るためには、まず来た道を自力で引き返さなくてはならない。

「ひい、はあ……」

　どうしようもなく無ぶ様ざまな息を吐はきながら、エレガンスなお嬢じよう様さまは全身汗だくでぐねぐねの山道を降りていく。

　メッキは剝はがれるというか、『変わり果てた風景』を見て全身を震しん撼かんさせたあの恐怖と決意は、単純な疲つかれの蓄ちく積せきによってボロボロに崩くずれようとしていた。

　もうヤケクソ気味に叫ぶ。

「待ってなさいよぉ、ああもう、必ずこの手でぶん殴なぐってやるんだからぁ!!」

　多分。

　いくら黒幕だって、そんな八つ当たりまではサポート対象外のはずである。
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　乳酸。

　……何だかこれだけ耳にするとピンクめいたイメージが去来しかけるが、現実に、全身を疲ひ労ろう感かんに包まれた食蜂操祈はそれどころではなかった。

　学園都市の公共交通機関は完全下校時刻が最終便に設定されている、という簡単な事実をすっかり失念していた彼女は、業務を終えてシャッターの閉じた地下鉄駅の入口を見て途方に暮れる。

　とぼとぼと徒歩で学区をまたぎながら、食蜂操祈はスカートのポケットから携帯電話を取り出した。

　あまりこの手の機器は得意ではないのだが、『とりあえず』で加入するだけ加入しておいたシンプルなＳＮＳにアクセスしていく。

　たった一つの、短い質問を放つ。


『／／蜂はちの女王

　第二一学区の山にある人造湖って知ってる？』






　一分もなかった。

　レスの連なりは呆あつ気けなく三桁けたに届いてしまった。




　食しよく蜂ほう操みさ祈きは名門常盤ときわ台だい中学の中でも最大派は閥ばつを築く『女王』で、かつ学外にさえ様々な横の繫つながりを持っている。

　薦すすめられるままに加入して後はほったらかしなＳＮＳの棺かん桶おけアカウントにさえ、これだけ張り付いている人間がいるのだろう。


『／／しぐにゃん

　ご期待に添えず申し訳ありませんけど、存じませんわね』

『／／まっつー

　グラウンド・ジオとかいう実験用の地ち殻かく熱ねつ発電施設の事ですか？　検けん索さくしたらこんな公式サイトが出てきましたけれど』

『／／ねこつめさん

　課題か何かかしら。これから調べてみてもよろしいですが』

『／／うさぎ44

　はわっ!?　女王、もしかして工場見学女子とかいうヤツに目覚めましたか!?』

『／／万年ビギナーズラック

　それなら第一七学区の工業地帯の方がベタだと思いますけれど』



　・

　・

　・

（……駄だ目めか）

　食蜂は息を吐はいて、携帯電話から目を離はなした。

　大事な場所だったからこそ誰だれにも伝えてこなかったが、それが完かん璧ぺきに裏目に出た。『知らない』か『今検索したら出てきました』ばかりだ。そして彼女達が見つけてきた情報はどれもこれも、食蜂をたった今打ちのめしてきた『記き憶おくとは合致しない』ものばかり。孤こ軍ぐん奮ふん闘とうする彼女をますます追い詰つめるだけだった。

　思い直して、彼女は別の質問を放ってみる。今度は携帯電話で撮影した写真も添付してみた。

　それは銀色の塗と料りようが塗ぬられた、安物の防災ホイッスルだ。


『／／蜂はちの女王

　これってどこのメーカーのものか知ってる？』



　またもや、あっという間にコメント欄らんが埋うめ尽つくされていく。

　蜂の巣をつついたような騒さわぎとはこの事だ。


『／／ジューンブライド

　検けん索さくかけました。ＰＭ総合警備、警棒とかスタンガンとか作っている会社みたいです』

『／／まっかなうそ

　普通に売っているものじゃないみたいですね。警備員アンチスキルとかと提てい携けいして、学校や公共機関で無料配布しているみたいです』

『／／しふぉん

　色んなバリエがあるみたいですよ。カラーだけで全部で二三色もあるそうです。シルバーは第七学区で配られているもので、コンプリート狙ねらいのコレクターもいるんですって』

『／／赤ずきん

　でも口に咥くわえるにしては、あんまり健康に良さそうな塗料ではありませんわね』

『／／笹の葉ぱんだ

　ていうか、女王。これ、うちの職員室にも置いてありますよ。ご自由にお取りくださいって箱の中に』



　・

　・

　・

（これも有益な手がかりはない、か……）

　シルバーカラーは第七学区の学校で配っている、というのは強い意味がありそうだが、一方で、常盤ときわ台だい中学もあの少年の学校と同じ第七学区所属だ。最悪、『自分で手に取った防災ホイッスルを、あの少年からもらったと思い込まされている』可能性もゼロではない。

　安心材料はない。

　食しよく蜂ほうはログアウトして携帯電話をスカートのポケットにしまう。

　余計に疲ひ労ろう感かんが増していく気分だった。

　そんなこんなで、ホームグラウンドの第七学区まで戻ってきた時には心身ともに完全にぐったりしていた。

　公園のベンチに体を預け、全身汗だくでぜえぜえはあはあ荒い息を吐はきながら両手で太ふと股ももの辺りをぐにぐに揉もみ続けるナイスバディの女子中学生……と、傍はたから見ると随ずい分ぶん『アレ』な感じになってしまっている食蜂操みさ祈き嬢じようであったが、背に腹は代えられない。

　運動不足がたたっているのか、太股とかふくらはぎがぴっくんぴっくん不自然に震ふるえている。

「しっ、死ぬ……陰いん謀ぼう力りよくがどうのこうのの前に普通に死ぬぅ……」

　ゆっくりと、二〇分なり三〇分なりかけて、ようやくつるかつらないかの『山』みたいなのを越えた食しよく蜂ほうは、恐る恐るといった調子でベンチから立ち上がる。

「うう……さて」

（雲くも川かわ芹せり亜あは根城を転々と移す事で安全性を高めているはずだけど、今だとまだ、あそこらへんにいるのかしらぁ）

　食蜂の知る限り、能力の使用、不使用に拘かかわらず、『心理掌握メンタルアウト』の持ち主を出し抜いてその心を操れる可能性を持つ者など、雲川芹亜をおいて他にいない。

（当人が黒幕なのか、誰だれかの指示に従っているのか、その技術を教授したか盗ぬすまれたか……。ともあれ、一度話を聞いてみる必要がありそうよねぇ）

　ベンチを離はなれ、公園の出口に向かう食蜂だったが、途中で白々しい光を放つジュースの自販機の横を通り過ぎた。

　いくつか見覚えのある炭酸飲料のボトルがあった。

　ツンツン頭の少年は事あるごとに口にしようとして、そのたびに食蜂が止めていたものだった……と思わず目元を綻ほころばせようとして、ピタリと止まる。

　その思い出の真しん偽ぎすら分からない今、『これ』を拠より所どころにしてはいけない。

　そう結論付け、食蜂操みさ祈きは自販機から離れていく。
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　食蜂は第七学区にある学生寮りよう……ではなく、教職員向けのマンションの一つに足を運んでいた。雲川芹亜が隠かくれ家を見み繕つくろう時に良く使う手だ。

　が、ここでちょっと予想外な人物に横から声を掛けられた。

「女王」

　いつも派は閥ばつの中にいる、ゴージャスな縦ロールの女の子だ。食蜂と同じ常盤ときわ台だい中学のエリートである。

　食蜂は眉まゆをひそめて、

「特に『命令』はしていないはずだったんだけどねぇ……」

「必要ありません。わたくし達にも独自の情報網もうはございますので。大体、三ヵ月以上ほったらかしなアカウントでいきなり意味不明な事が書き込まれたら何事かと思うでしょう？　他にも一〇名ほど『有志』が控えています。詳細を仰おつしやられる必要はございません、全ぜん貌ぼうなど摑つかめなくとも問題なし。……何をすれば良いかだけをお伝え願えませんか？」

「……、」

『命令』される事が嫌いやじゃない。

　そんな奇特な人間というのも、存外あちこちにいるものだ、と食しよく蜂ほうは驚おどろかされる。

　一いつ瞬しゆんだけ、彼女は『もはや自分の記き憶おくの中にしかいない少年』を思い浮かべる。あれは本当にあったのか、なかったのか。分からないまま、食蜂は微かすかに笑う。

「必要な時がやってきたらねぇ。今はちょっと、間が悪いのよ。仲間が多ければ多いほど、かえって操られる危険があるっていうか」

「ふむ、必要な時ですか。とりあえずは学生寮りようを勝手に抜け出している事に対してのアリバイ作りなどでしょうか、女王」

「そればかりは早急にお願いするわ、ほんとのほんとにぃ！」

　本気の懇こん願がんをしつつも、食蜂は『派は閥ばつ』の少女から距きよ離りを取るように一歩動く。

　敏びん感かんに、縦ロールの少女は眉まゆをひそめた。

「女王……？」

「これは、命令じゃなくてお願い」

　食蜂操みさ祈きは柔らかく笑いながら告げた。

「今は一人にして。これから会いに行く相手は、私と同じくらいにヤバい。大人数なら大人数なほど、手玉に取られる危険力が高いからねぇ」

「かしこまりました」

『派閥』の少女は異を挟はさむような無ぶ粋すいな真ま似ねはしない。

「ただ、お気をつけて」

「ありがとう☆」

　食蜂は一人で教職員用マンションへ乗り込んでいく。鍵かぎについては管理人を操ってマスターキーを手に入れた。

　エレベーターで目的階に辿たどり着いた彼女は、一度雲くも川かわの部屋のドアの前で立ち止まり、マスターキーを挿さし込もうとして……ふと思い止とどまる。手袋を外し、その表面を指先でなぞりながら、録画レコーダー用のリモコンを自分のこめかみに突き付ける。

『物的読心カテゴリ０４４／右手で触ふれた物質から二四時間以内の記憶情報を抽ちゆう出しゆつ』

「……やっぱりねぇ」

　呟つぶやくと、彼女はドアから離はなれ、隣となりの部屋の鍵を開ける。

　ベランダに回って火災時に体当たりで壊こわせる簡単な仕切りを乗り越え、ベランダの窓から雲川宅へと侵入していく。

　無人のリビングから玄関の方を覗のぞくと、手に入れた情報通りの光景が広がっていた。

　ドアの内側にいくつかのセンサーが取り付けられている。単なる警報か、部屋ごと吹っ飛ぶかは知らないが、あまり進んで触れてみたいとは思えない。

（さて……ずかずか踏ふみ込んでも音おと沙さ汰たなしって事は留守かしら。それともクローゼットの中に隠かくれて不意打ちでも狙ねらっている？）

　と、彼女の携帯電話が振動を発したのはその時だった。

　電話に出ると、見知った人物の声が聞こえてくる。

『おいおい、いきなりご挨あい拶さつだけど。名門常盤ときわ台だいのお嬢じよう様さまというのはみんなそんな感じなのか』

「どこの、誰だれと、一いつ緒しよにされているかは聞きたくもないんだけどぉ、ここで逃にげ出したって事はやぁーっぱり後ろ暗い事情力があるって受け取っても良いのかしらぁ？」

『無数のリモコン振り回して好き放題する「心理掌握メンタルアウト」相手に、目に入る場所に立ちたいと思う方が理解できんがね、私は』

「……ならどうして私の接近力を予見できた訳ぇ？」

『自宅の周辺に勝手にカメラばら撒まいて自作の防犯網もうを作っているからだけど。……お前、人の心には滅めつ法ぽう強いが機械には弱い人間だからなあ。このままじゃビデオの配線を頼たのむ間抜けな女子大生とかになりそうだけど』

　そこで、次の動きがあった。

　音はなかった。

　ただ、小指の先にも満たないほど小さな……赤い光点が、食しよく蜂ほう操みさ祈きの胸の真ん中をなぞったのだ。

（レーザーポインターっ!?　これについての情報は出てこなかったのに……）

『おいおい、読心なんぞあてにしているんじゃないだろうな。そんなもの、自分の記き憶おくを一時的に上書きした上であちこちペタペタ触さわっておけばいくらでも誤ご魔ま化かしが効くだろうけど』

　嘲あざけるというより、呆あきれるような声だった。

　マンションの外には『派は閥ばつ』のメンバー、つまり常盤台の高レベル能力者達が控えているはずだが、今から連絡をしても間に合わない。引き金にかかった人差し指の方が早い。

　思わず窓の外へ意識を向ける食蜂。

「……あなたに狙そ撃げきのスキルはなかったわよねぇ。まぁた誰か飼ってるの？」

『今のお前と同じように、見当違いの疑いを向けてきた間抜けなグラサン暗殺者がいてな。手放したはずの獣けものが売れ残ってしまったもんで、今は安全な学校生活と引き換えに手て駒ごまにしている。ああ、椅い子すとしての座り心地は最悪の一言だったけど』

　さして楽しそうな様子もなく、雲くも川かわ芹せり亜あは続ける。

『ちなみに玄関のセンサーは塩素ガスを撒き散らす洗剤爆ばく弾だんで、給湯器にも細工がしてあるから指先一つで一酸化炭素が溢あふれるぞ。学園都市第五位とて、これらを一いつ瞬しゆんで全すべて解除する事はできないだろうけど』

　殺すつもりならいつでもできた。

　そう誇示はするが、無警告で実行はしてこない。

「……少なくとも、会話力の余地はある、と？」

『お互たがい様だけど。お前が周りの犠ぎ牲せいを気にせず手当たり次第に手駒を増やしてぶつけてきたら、私だって無事では済まないだろうし』

　雲くも川かわは余裕の態度を崩くずさない。

『では本題に入ろうか。具体的に何を話したい？　……一応、こちらは土足で踏ふみ込まれて苛いら立だっている。内容次第によっては、ここで椅い子すをもう一つ増やす事になるだろうけど』

「一年前の夏」

　食しよく蜂ほう操みさ祈きはそう切り込んだ。

「あれは私と彼の話だったけど、あなたと彼も一部重なっていたはずよねぇ。その辺りについて、改めて話を聞いてみたいのよ」

『……、』

　雲川芹せり亜あは、そこでわずかに沈ちん黙もくした。

　つくづく似たもの同士で嫌いやになる、と食蜂操祈は考える。どんなに完かん璧ぺきで、どんなに力を持っていても、彼が関かかわるだけで簡単に歯車が壊こわれてしまう所とかは特に。

　そして、ややあって、返答があった。




　すっ、と。

　食蜂操祈の真後ろに、新しい影が立つ形で。




「っ!?」

　背後に人の気配を感じて、彼女は慌あわてて距きよ離りを取った。

　雲川芹亜は携帯電話の通話ボタンを切りながら、笑みを消して告げる。

「それなら電話はなしだ。そんな軽い話じゃないけど」

「あ、あなた……私の前には立ちたくないんじゃ……？」

「立ちたくないけど。だが仕方がないだろう、彼の名前を出されてしまったら」

　心の底からうんざりしたように雲川は呟つぶやき、それから付け足した。

「ちなみに、私の様子がおかしくなれば迷わず撃うてと言っている。あいつは私が嫌きらいみたいだから、かなり引き金は軽いけど。私を人質に取った所で効果はないから注意しろ」

「……どうでも良いわぁ。話を聞く『まで』は」

　雲川が手の動きでソファへ促うながすと、食蜂はどかりと弾はずむように腰掛けた。

　部屋の主はその対面へと座りながら、

「で、彼の話というのは？」

「全部。お恥はずかしい事に、私は今、自分の記憶が正しいのかどうかに自信力がない状態になっているんだゾ。だけど同じ過去の時間の中で、同じ彼と行動を共にしていたあなたの証言があれば、私の過去が是ぜか否ひかの参考にはなるんじゃないかしらぁ」

「なるほど、それで私が疑われた訳か……」

　雲くも川かわ芹せり亜あはうんざりした様子で脚を組み、

「だがその質問には意味がないけど。私とお前は、共に彼と同じ過去の時間を共有している。しかし一方で、私達は彼という共通の知り合いを持つだけで、互たがいのプライベートには踏ふみ込んでいないはずだけど」

「……、」

「私の事件をお前は知らないし、お前の事件を私は知らない。なら、答え合わせは成立しないけど」

　食しよう蜂ほうは舌打ちした。

　彼女は細いリボンで首に掛けた銀色の防災ホイッスルを胸元から取り出して、

「これに心当たりは？」

「第七学区ならどこでだって配っているだろう。学校の他にも、図書館とか病院とか……。毎年毎年、防災訓練のたびに渡されるからいい加減にだぶついているけど。ポケットティッシュと似たようなものだが、最初の一つ以外は使い道がない」

　やっぱり、この防災ホイッスルは『物的証しよう拠こ』として機能しない。

　手に入れようとさえ思えば、誰だれでも用意できる。

「……となると、他に頼たよれるのは彼本人しかいなくなるのよねぇ。ただ……」

「まあ、無理だろうな。彼の記き憶おくがどうなっているかは、お前も良く分かっているはずだけど」

　上かみ条じよう当とう麻まは記憶喪そう失しつの状態にある。

　同じ過去を共有する上条、雲川が共にあてにならず、食蜂自身の記憶も怪しくなってくるとなると……もはや、『あの過去』を証明するヒントはどこにもないようにすら思えてくる。

「別の切り口から攻めてみてはどうか」

　と、雲川はそんな風に言った。

「お前の頭が具体的にどういじくられたかは知らないが、学園都市第五位、『心理掌握メンタルアウト』にちょっかいを出して、長期にわたって気づかせなかったほどだ。そこにはよほどのテクノロジーが投入されているはずだけど」

「私は、その正体があなただと思っているんだけどねぇ……」

「お前の頭をグチャグチャにして、私に何のメリットが？」

「彼の独占。もっとも、何かしら私と彼が接触していたらの話だけど」

　食蜂が即答すると、対する雲川はわずかに沈ちん黙もくした。

　見当違いな冤えん罪ざいで怒いかりに身を震ふるわせているとかではなく、

「……そうか、その手があったけど。くそ、何な故ぜ今まで思いつかなかった!!」

「おい」

「ただ、そういう話だけど」

　雲川は自分の頭を手で押さえながら、

「相当なテクノロジーを投入する以上は、それに見合った目的や利害があるはず。捏ねつ造ぞうされたのはどんな記き憶おくで、お前をどういう風に誘ゆう導どうして、誰だれにとってメリットのある行動に繫つながってきた？　それが分かるだけでも、随ずい分ぶん的まとを絞しぼれると思うけど」

「メリット、ねぇ……」

　記憶の中の上かみ条じよう当とう麻まはどこまでも甘ったれで、優しくて、食しよく蜂ほう操みさ祈きの支えになってきた。

　上条当麻の力になるように、誰かが仕向けてきた？

　当然、彼自身にはそんな高度なテクノロジーはない。だとすると、『人的資源アジテートハレーシヨン』計画同様、第三者が食蜂や上条をコントロールしようとしているのか。

「そして、他のヒントと言えば、やはり使用されているテクノロジーそのものだろうな。能力にせよ、技術にせよ、機材にせよ……お前を騙だましおおせるとしたら相当専門的なものだけど。何か痕こん跡せきがあれば、そこから出所を洗えるかもしれないんだが」

　食蜂は片手をひらひら振って、

「能力はないわねぇ。そっちで私が出し抜かれる事はありえないわ」

「ま、だろうな。……そしてお前には決定的な弱点というか、死角がある事を先ほど指摘した訳だが、覚えているか？」

「はい？」

　きょとんとした顔の食蜂操祈だったが、直後に雲くも川かわはこう言い放ったのだ。




「だから、お前は人の心に強い代わりに、機械系には滅法弱いだろうけど。人の心を操る機械を使われた時はどうなるんだ？」




「……、」

　虚きよを、突かれた。

　啞あ然ぜんとする食蜂操祈に、雲川芹せり亜あはどこか呆あきれたような息を吐はきながら、

「いるんだ。基本スペックが高い能力者になると、力のごり押しで大抵何とかできてしまうもんだから、自分の能力の細かい抜け穴のチェックを怠おこたるヤツが。彼にボコボコにされるパターンだな」

　言うだけ言うと、雲川はソファから立ち上がった。

　何な故ぜだか食蜂にも立つように促うながす。

「ほら、手伝ってやるからお前も来い」

「何なのよぉ？」

「だから、機材関係ならそれこそお前の身体からだのどこかに痕跡があるかもしれないけど。体内に何か埋うめられているとか、皮ひ膚ふに何か注入した傷口みたいなものがあるとか。ほらほら、バスルーム貸してやるから徹てつ底てい的てきに調べるぞー」

「ちょっ、バスルームって!?　待って待って一人でできる待ってってばぁ!!」

「頭の中をいじくられている今のお前じゃ、異変を目にしても素通りするようプロテクトをかけられているかもしれないだろう。ったく、私だってお前の裸なんか見たい訳じゃないんだけど」

　食しよく蜂ほうの胸の真ん中を狙ねらい続けていた赤い光点が、ふっ……と消失する。

　それと同時に、ずるずるずるずるー、と雲くも川かわ芹せり亜あは意外に強い力で食蜂操みさ祈きを引っ張り、脱衣所へと連れていく。

　ドアが内側から閉められる。

「念のために尋たずねておくけど、私に脱がされるのと自分で脱ぐのはどちらが良い？」

「ああもう！　自分で脱ぐからあっち向いてなさいよぉ!!」

　顔どころか全身くまなく真っ赤にさせて食蜂操祈は叫ぶが、雲川は応じない。

　半ばヤケクソになるような格好で、食蜂はブレザーを脱いでいく。白いブラウスの辺りで手が止まりそうになるが、今は記き憶おくの謎なぞを追う方が大事だ。そう決めて一気に脱ぎ捨てていく。

　白い（レースの蜘く蛛もの巣刺し繡しゆうで割とギリギリな）ブラ全開にプリーツスカートとなった食蜂は、そこで素そ朴ぼくな質問をしてみた。

「す、スカートも……？」

「徹てつ底てい的てきに調べると言っただろう。というか、顔も見えない誰だれかさんに身体からだの中いじくられていて、その痕こん跡せきが残っているかもしれない方がよっぽど気味悪いと思うけど」

　サイドにあるファスナーを下ろし、ストンとスカートを床に落とす。

　ついに下着と長手袋、ニーソックスだけになった食蜂は、

「……あの、したぎ……も……？」

「はいはい、それじゃあまずはそのラインで勘かん弁べんしてやるか。ただし一通り調べて何にも出てこなかったらそいつも脱いでもらうしかないけど」

　どういう訳か、相手は上から目線だった。

　下着姿になった食蜂操祈は何な故ぜだか片手で髪をかき上げながら、遠い目でどこかを見やっていた。

「ふう……。いっそ輝かがやき過ぎる美び貌ぼう力りよくを使ったアートだと思えば、一周回ってこんなの何ともないわぁ」

「良い感じに頭の線が焼き切れているようだけど。ほら、ひとまず私は背中の方を調べるから、前はそっちで勝手にしろ」

「分かったわよぉ」

「それにしても……お前、本当に中学生なのか？」

「デジタルに処理してもらえますぅ!?　色々変な熱がぶり返しそうなのよぉ!!」

　絶叫しながらも、食蜂は何とかして『事務的な作業』を行う。

　具体的には、自分の身体からだに改めて目を落とし、両手の掌てのひらであちこちぺたぺた触さわって違和感がないかを確かめていくだけなのだが、

（これと言って……ないわよねぇ）

「ふうむ。予想よりも肌は磨みがいているようだけど」

「んっ、ちょ」
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「何を使っているんだ、これ。オイルじゃないな……やっぱり泥どろ系か……？」

「待っ、背中を変な風になぞるなっ!!」

　激げつ昂こうして振り返ろうとした食しよく蜂ほう操みさ祈きだったが、そこで首元を強く押さえつけられた。目を白黒させる第五位を放ほうっておいて、雲くも川かわはこう告げる。

「あったぞ」

「な、何が？」

「首の後ろだ。何かが張り付いているけど……いや、これは刺さっているのか？」

　動くなよ、とだけ言って、雲川が何かを摘つまんだ、気がした。

　刺さっているのか。

　そんな言葉が出てきた以上、てっきり、食蜂は虫の脚とかＩＣの端たん子しとか、とにかく小さなツメのようなものが肌に食い込んでいるのかと想像していた。

　だが。

　ずるずるずるずるずるー……と、その後に続いた奇き妙みような感覚は、彼女の背せ筋すじを凍こおらせるには十分だった。

　長い。とにかく長い。

　まるで首の後ろから髪の毛でも潜もぐり込んでいるかの如ごとく。

「取れた」

　雲くも川かわがそう言ったのを確かめてから、食しよく蜂ほうは振り返った。

　彼女が、親指と人差し指で摘つまんでいたもの。

『本体』と呼ぶべき部位は、せいぜいプラスチックでできた数ミリの塊かたまりだった。

　だが、その下に眠っていたもの。

　たった一本の、髪の毛よりも細い繊せん維い状じようの『何か』は、ざっと見積もっても二〇センチ以上あった。首の後ろから、上へ伸びたのか、下へ伸びたのか。どちらへ想像を重ねても恐怖は軽減されない。

「服を着ろ、みっともない」

　指で摘まんだ奇怪な『異物』へ目を落としたまま、興味なさげに雲川はそう告げた。彼女はそのまま脱衣所を出ていこうとする。

「ち、ちょっとぉ！　それは私の記き憶おくの謎なぞを解く大事な手がかりなんだからねぇ!!」

「だから、『統とう括かつ理事会のブレイン』の力で調べてやると言っているんだけど。大体、お前にここから何ができる。素人しろうと丸出しでネット検けん索さくか？　それとも知恵袋に質問でも書き込めばすぐに正しい答えがやってくるとでも？」

　言うだけ言うと、雲川芹せり亜あは本当に出ていってしまう。

　すぐにでも追い駆けたかった食蜂だが、格好が格好だ。急いで制服を身に纏まとうと、体当たりするように脱衣所のドアを開け放つ。

　すでに雲川はリビングのパソコンに携帯端たん末まつを繫つなげて何かしらの認証作業を済ませており、一般人には閲えつ覧らん不可能なデータベースへアクセスを始めていた。

「自信満々に言ったんだから、何か分かるんでしょうねぇ」

「現場に持ち込まれるのは大抵イリーガルな改造品だけど。登録品の武器で人を殺せばすぐに足がつくからな。だけど、基幹となる技術は必ずどこかにある。素材、外見、機能、そうした項目に共通項の多い研究内容を洗っていけば……」

　得意げに語る雲川は、映画に出てくるハッカーのように忙しく一〇本指を動かしたりはしない。何かしら、プログラム的なエージェントの力を借りているらしい。冷静に考えれば学園都市は大小無数の研究機関の集合体であり、その特許や論文の数も膨ぼう大だいになる。ただ溜ため込むだけでなく、効果的に活用するためには素早い検索や割り出しを行う専門のシステムが別に必要なのだろう。

「ほら、出てきたぞ」

　オートメーションで並べられていく論文は、それでも三〇以上あった。

　見当違いなものを一つ一つ弾はじいていき、最後の最後に残ったものを大きく表示させる。

「おそらくこれだ。『ストロビラ』……ハチクラゲの成長過程の一つから名前を取っているらしいけど。能力開発に強く関係する脳をいじらずに、それでいて人間の精神を高精度で操るための基礎研究理論」

「……ああ、そういう事ねぇ」

「人の心は脳だけで成立するものではない。いわゆる脳内物質の他、五ご臓ぞう六ろつ腑ぷから分ぶん泌ぴつされる各種ホルモンの影えい響きようを如によ実じつに受ける。『ストロビラ』の場合、心臓の刺激によって各部から分泌されるホルモンの量を調整する形で、脳に一切触ふれずに精神を操る、とあるけど。……だとすると、さっきの繊せん維い、お前の心臓に届いていたのか」

　論文の末尾には、暴走能力者に対する新しい拘こう束そく具ぐや、少年院での効率的な犯罪者の管理方法のため、などと書き込まれていたが、こちらについてはおそらく後付けのお題目だろう。基本的に、研究者という生き物は予算を捻ねん出しゆつする時以外は社会と折り合いをつけようなんて一ミリも考えないものだ。

「ほら見た事か、私じゃなかったけど」

「いつも陰でコソコソしている方が悪いのよぉ。『彼』だって謎なぞで不ぶ気き味みで気味が悪い脂肪の塊かたまりの化粧臭くさい年とし増ま女だって言っていたしぃ？」

「ガーン!!　い、いやっ、違うか、騙だましたな!!　今のお前の記き憶おくはあてにならないはずだけど!!」

　普ふ段だんなら考えられないほど簡単に涙目へ陥おちいる雲くも川かわ芹せり亜あ。

　束つかの間まのショックから回復した彼女は、画面を睨にらみながら得え体たいのしれない機材のスペック解説を再開させる。

「こ、この『ストロビラ』を直接開発した研究機関周りか、そのデータを盗み見る事ができる人物を洗っていけば、小細工を弄ろうした下げ手しゆ人にんに辿たどり着く事もできるだろうけど」

「そうねぇ。それについては純じゆん粋すい力りよくで感謝しているわ」

　食しよく蜂ほうはそう言った。

　ただ、その声こわ色いろにはやるべき事を見つけた覇は気きも、こんなものに振り回されてきた事への怒いかりも、乏とぼしい。

「……でも、実際に私の体にこいつが取り付けられていたっていう事は……」

「ああ。あまり、こういう事を言う趣しゆ味みはないけど」

「良いわよ」

「『ストロビラ』かその亜種が実際に装着されていた以上、お前の記憶や言動の信用度はかなり怪しいと見るべきだけど」

「はぁ」

　食しよく蜂ほう操みさ祈きは、わずかに後ろへ下がった。

　片手で頭を押さえる。

　結局、自分は何を求めて真実を突き止めようなんて考えていたのか。それは、気味の悪い黒幕を暴き出して制裁を加える事ではない。上かみ条じよう当とう麻まとの、あの少年との思い出はやっぱり正しくて、食蜂の中にある温かいものが是ぜだという結論を導きたかったのではないか。

　その道は、途絶えた。




　胸の中にしまっていた思い出は、全すべて噓うそだった。

　上条当麻との過去なんて、欠片かけらも存在しなかった。




　黒幕は見つかって、陰いん謀ぼうは明らかになって、事件を潰つぶして、人の思い出へ土足で踏ふみ込んだ者達に地じ獄ごくの苦しみを味わわせる事はできるかもしれない。

　だが、それが何になる？

　それで晴れるほど、代替できてしまうほど、自分の想おもいは軽いものだったか？

「どうする？　一方で、『ストロビラ』が外れた以上、お前はすでに黒幕の思おも惑わくの外にいる。この先も狙ねらわれるかは別問題だけど、当面最大の危機は脱しただろう。進むか、引き返すか。自分で選んでみたらどうだ」

「そうねぇ」

　気だるそうに。

　何かがしぼんでしまったような調子で、食蜂操祈はそう答えた。

「これから先の事は、自分で決めてみるわぁ」




　　　　４




　食蜂操祈は雲くも川かわ芹せり亜あの暮らしている教職員用マンションから外へ出た。

　もうそろそろ、深夜と呼んで差し支えない時刻である。

「はあ」

　先ほどから、ため息が止まらない。

「女王」

　すっと、音もなく『派は閥ばつ』の一人が声を掛けてきた。

　例の縦ロールだ。する時が来たら協力をお願いする、とだけ言っていたのに、結局こんな時間までずっと待ち続けていたらしい。

「お顔が優すぐれませんが、いかがなさいました……？」

「いえ、大だい丈じよう夫ぶよ」

「何かトラブルがございましたら、わたくし達に一言、やるべき事だけを仰おつしやってくださいませ」

「そうねぇ。生あい憎にく、今は一人がベストの選択なの。本当に必要になったら、その時は遠えん慮りよなく『命令』するからそのつもりでねぇ」

　それだけ言って、食しよく蜂ほうは夜の街へと一人消えていく。

　自分を支えていた一番の思い出は、実は誰だれかの思おも惑わくによって作られたものでしかなかった。この先、確実にリスクが上昇していくであろう真相究明にのめり込んだ所で、食蜂が一番欲しいものはきっと入らない。全部肩かた透すかしで終わる。

『ストロビラ』についても、雲くも川かわ芹せり亜あに預けたままだった。

　きっとあの女は、それだけで食蜂操祈が燃え尽つきつつあるのに気づいていたに違いない。

（……これから、本当に、これから、どうしようかしらぁ）

　その質問は、直近の行動だけに対するものではない。

　これから。

　あまりにも大きな枠わく組ぐみとして、自分をどこに向けていくか。存在のしない『上かみ条じよう当とう麻まとの思い出』を引きずって生きていくか、それとも……。

（それとも？）

　肩から細い鎖くさりで提さげたハンドバッグが、大量のリモコンを詰つめた彼女の武器庫が、ずしりと重たい感触を返してくる。

　存在しない記き憶おくなら、保持する理由もないではないか。

　誰かが作った記憶に振り回されるだけなら、いっそ捨ててしまえば良いではないか。

　リモコンのボタン一つで。

　拳けん銃じゆう自殺に似た動作でこめかみへ押し付けて。

　丸ごとリセットするように。

「…………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………」

　どうしようもなく。

　絶望的に冷たい風が、体の中を透とう過かしていったような、そんな錯さつ覚かくがした。

　立ち尽くす食蜂は、今度こそ、今度の今度こそ、全すべてを見失いそうになる。自分を支えていたもの、最大の基準点がなくなった今、何を基に取捨選択をして良いのかも分からなくなってくる。

　もう、良いんじゃないか？

　あれが噓うそなら、全部噓だって良いんじゃないか？

　もしもあれを捨てられるなら、あれと比べてこっちのこの記憶だけは絶対に失いたくないって言えるものなんか、何かあるのか？

　常盤ときわ台だいの女王も、最大の派は閥ばつも、精神系最強の能力も、『ドリー』も、かつての××××計画も、この街に来る前の事も、自分が生まれてきた事さえ。

　あったとして、それだって、何かのきっかけさえあれば今回と同じように捨て去れる程度のものでしかないのではないか？

　だとすれば、記き憶おくを保つ必要なんてどこにある？

　いっそ、『不要なもの』の枠わくに入った全部を一斉に消してしまった方が、気が晴れるのではないか？

　……普ふ段だんなら一笑に付してしまう事が、否定できない。

　そのための材料が、ない。

「……、」

　いつまでも、いつまでも、食しよく蜂ほう操みさ祈きは立ち尽つくしていた。

　どれくらいそうしていたかは、もう、当の本人さえ把は握あくできなかった。

　だから、変化は外からやってきた。

　ギャリギャリギャリ！　とタイヤが地面を嚙かむ音も荒々しく、食蜂のすぐ近くに白しろ塗ぬりのステーションワゴンのような車が停車する。ただ、屋根には赤いパトランプが取り付けられており、本来なら荷物を出し入れするはずの背部ドアが真上に跳はね上げられると、白衣を着た男達がストレッチャーを押して表へ出てきた。

　その様子は、まるで、

（救急車……？）

「常盤台中学在ざい籍せきの、食蜂操祈さんでよろしいですね」

　ぼんやりとそれらの動きを目で追っていた食蜂に、白衣の一人が声を掛けてくる。

「『即応救急』の山やま川かわと申します。ご自分の状況と、我々の職務についてご説明させていただく必要はありますでしょうか？」

「……『即応救急』……？」

　食蜂は、一度反はん芻すうするように呟つぶやいてから、

「ああ、民間の救急車って話だったわよねぇ。くだらない通報で一一九がパンクしちゃうから、処理能力を拡大させるために導入されたサービスとか何とか。ここ最近は保健室だけで対処できなくなった暴走能力者の搬はん送そうとかにも手を広げていたかしら。何しろ、一一九に通報しなければ公的記録に残さずに病院へ送れるんだしぃ」

「我々は暴走という単語は用いません。ただでさえ思春期でホルモンバランスの崩くずれている中、薬物、電極、暗示、様々な方法で脳に干かん渉しようして能力開発を行う以上、常に一定数は発生してしまう事は織り込み済みですので」

　山川と名乗った男は機械的に言葉を紡つむいでいく。

「あなたの場合は出動するか否いなか判断に迷う所でしたが……扱あつかう能力の種類と規模を考えますと、安易に放置しておく訳にいかないと思いまして。学校の方にはとりあえず連絡させていただきますが、『学まなび舎やの園その』内部の施設へ搬はん送そうするよう調整はいたしますので、ご安心ください」

「……ちなみに、決定打は？」

「住居不法侵しん入にゆう。他にもいくつかの徘はい徊かい行動に危険な兆ちよう候こうがありましたが」

　そう言われてしまえばお手上げだ。

　加えて言うと、ひょっとしたら雲くも川かわ芹せり亜あがこちらの変調に気づいて手を回した可能性もありえる。

「とにかく車内へ。……できれば、ベルト付きのストレッチャーに固定させたくはありません」

「お気遣いどうも」

　どのみち、『ストロビラ』に植え付けられた記き憶おくについてはどうにかしなくてはならない。

　それがリモコンを使った自殺めいた消去行動にせよ、専門家の『即応救急』の手を借りて高度な治ち療りようという形に任せるにせよ。

　もう、別れるべきだ。

　潮時だ。

　存在のしない思い出を引きずって、根こん拠きよのない憧あこがれを抱いだき続けられるほど、彼女はロマンチックな心を持っていない。

　そんな風に思って、促うながされるままに白いステーションワゴンに乗り込もうとした。

　その一いつ瞬しゆん手前の事だった。

「……山やま川かわさん、と言ったわねぇ？」

「はい、何でしょう」

「確か決定打は住居不法侵入、それから数時間前に私が行ってきた徘徊行動、という話だったけど」

「それが？」

「でも、それだとおかしいのよ」

　食しよく蜂ほうは顔を俯うつむかせたまま、そう告げた。

「住居不法侵入があった事を摑つかんでいた、つまりあなた達は当初から私がどこを移動しているのか、その位置情報を摑む把は握あく力りよくがあった。だけど、私はあいつの部屋に忍しのび込んでから、実際に出ていくまでには、何時間も調べものをしていたはずなんだゾ。ほら、今はもう深夜って呼べる時間なのだし」

「食蜂さん」

「そうなると、あなたはもっと早く駆けつけていないとおかしいんだゾ☆　そうならなかった以上、実は住居不法侵入が引き金になったんじゃないんじゃないかしらぁ。そう、例えば」

「食蜂操みさ祈きさん。陰いん謀ぼう論ろんや被害妄もう想そうはありがちな症例です。私達は、本当に、あなたを見み世せ物もののようにベルトで固定したくはない。どうか、気を落ち着けてくだ」

「例えば、ここ。首くび筋すじに埋うめた『ストロビラ』の信号が途絶したのを知って、慌あわてて駆けつけてきたんじゃないかしらぁ？　治療と称して新しいのを埋め込むために」




　ゴン!!　という轟ごう音おんが発せられた。




　いつの間にか、食しよく蜂ほう操みさ祈きの背後に迫せまっていた白衣の一人が、長めの懐かい中ちゆう電灯を警棒代わりに振り上げ、彼女の首の後ろの辺りを思い切り強打した音だ。

　……と、彼らは信じていただろう。

「ガッ!?」

　実際に昏こん倒とうさせられたのは、当の山やま川かわという男だった。

　人物を誤認させた。

『即応救急』と名乗った四、五人の男達全員には、それぞれバラバラの人間を食蜂操祈と思い込ませるように仕向けた。

　食蜂はリモコンをくるくると回しながら、呆あきれたように呟つぶやく。

「ま、楽はさせてもらえないわよねぇ」

　小麦の詰つまった袋をバットで殴おう打だするような音の連続と共に、彼らは勝手に数を減らしていく。誰だれも動かなくなるまでその様子を観察し、周囲に増援などがいないのも確認すると、食蜂はハンドバッグの中に手を突っ込む。

（こういうヤバいヤツの頭にいきなり潜もぐり込むのもアレよねぇ……。まずは『外』から聞いてみるか）

『標的誤認カテゴリ０８１／食蜂操祈は直近にいる上位人物Ａである』

「起きなさい、ほら、起きるの。早く」

　ゆっくりと、低く抑えた声でそう告げるだけで、山川（仮）は無理矢理に自分の目をこじ開けた。路上から起き上がる事もできず、呻うめきながらも、しかし食蜂と明確に目を合わせようと努力している。

　彼の『上司』はよほど徹てつ底ていした教育を施ほどこしているらしい。

「そこで何をしているの？」

「すっすみ！　すみませんっ、食蜂は……くそ、対象はどこに……!?」

「よそ見をしている場合かしら。『私』が『あなた』に課した目的は何？　言ってごらんなさい」

「はい。『私』が承うけたまわったのは、食蜂操祈と速すみやかに接触し、機能停止した『ストロビラ』の替えを装着させる事にあります」

「それは何のために？」

「分かりません。知る必要はないと、『あなた』がそう仰おつしやられましたので」

　……やり取りをしているだけで、虚むなしくなってきた。

　やはり、上かみ条じよう当とう麻まとの思い出は存在しない。深く探れば探るほど、下げ衆すな思おも惑わくが浮かび上がってくるだけで、それはどんどん彼との美しい思い出から離はなれていく。

　こんな事に、何の意味がある？

　胸の内に苦いものが募つのり、思わず中断してしまおうとした……まさに直前だった。

「ただ、『あなた』から貸与された『ストロビラ』には奇き妙みような点があったのですが、あれでよろしかったのでしょうか」

「何が？」

　何となく、流れ作業のように食しよく蜂ほうは尋たずねていた。

　対して。

　山やま川かわと名乗る何者かは、いきなり爆ばく弾だんを投下してきた。




「『ストロビラ』の中には何のデータもありませんでした。あのままでは、仮に装着させても機能しないと思われるのですが」




「………………………………………………………………………………………………………な」

　今度こそ。

　今度の今度こそ。

　状況が、食蜂操みさ祈きの想像の範囲を飛び越えた。

『即応救急』に偽ぎ装そうした山川達に与えられた『ストロビラ』には、何のデータも入っていなかった。仮にこれをこっそり仕掛けた所で、食蜂の精神や記き憶おくがいじくられる可能性はない。

　では、雲くも川かわ芹せり亜あの手で引っこ抜かれた方は？

　……こいつらの目的は『状況を元に戻す』事だったはずだ。つまり、あちらに細工があって、こちらだけ空からっぽなんていうのは筋が通らない。だとすると、雲川が回収した方の『ストロビラ』も元々空っぽだった、と見るべきだ。使い物にならない『ストロビラ』を取りつける事で、『状況は元に戻る』と考えられていたのだ。

　しかし、そんな事に何のメリットがある？

　何の変化も及およぼさない小細工のために、どうして連中は身分を偽装してまで食蜂に接触してきたというのだ？

「ち、ちょっと待って、待ちなさい！　それはどういう事なの？　どうして『ストロビラ』の中にはデータが入っていないのよぉ!?」

「えっ、あ、やはり何か重大なミスでしたか!?」

「事実だけを、簡潔に！」

「はっ、はい。『あなた』から貸与された『ストロビラ』は、予備も含めていずれもデータは入っていない状態でした。これでよろしいのかと質問状は出させていただいたのですが、回答が来る前に作戦決行時刻となってしまい……」

　データが入っていないのは一つだけではなかった。

　質問に対する答えもなかった。

　だとすると、

（人じん為い的てきなミスじゃない。初めから、そうなるように手を回している……？）

「そうか」

　そこまで考えて、食しよく蜂ほうは思わず額に手を当てた。

　ある種の確信と共に、質問を変える。

「『ストロビラ』を使って食蜂操みさ祈きを操るこの計画……実際の所、成功の見込みはどれくらいあったの？　単純な機械の力で、『心理掌握メンタルアウト』を完全に操る事はできるのかしら」

「『私』は、『あなた』のご命令であればたとえ」

「正直に」

「……試算では三〇％未満。仮に成功した場合でも、長期間の継続は困難という計算結果も出ています」

（やっぱり……）

　自分の体から滲にじみ出た膿うみの塊かたまりでも吞のまされるような顔で、食蜂は結論付けた。

（『ストロビラ』はデコイで、その狙ねらいは私に『偽にせ物ものの記き憶おく』と思わせた情報を、私自身の『心理掌握メンタルアウト』を使って消去させる事。それだったら、精神系最強の能力者の頭の中をいじくる事ができる。データのない『ストロビラ』を埋うめ込む理由なんて、それ以外に考えられない）

　敵の狙いが分かった事なんて、どうでも良い。

　もっと大事な事が目の前にある。

　つまり。




（やっぱり、上条当麻との思い出は本物だった。そうでなければ、誰かがこんな小細工を弄してまで、私自身の手で抹消させようとするはずがないんだから!!）




　ふつふつと。

　食蜂操祈という一人の少女の胸の中心で、何かが沸わき起こった。それは最初、小さな小さな光点のようなものに思えたが、あっという間に、爆ばく発はつ的てきに広がっていく。少女自身にも制御が利きかなくなるくらいに。

　最初、食蜂は自分の顔の筋肉が不自然に震ふるえ、弛し緩かんするのを感じた。

　その震えが背骨を伝って全身に広がろうとするのを、彼女は両腕で自分の体を抱だき締しめて押し留とどめようともした。

　しかし結局はどうにもならず、最後には地面に寝そべってゴロゴロと身体からだを右へ左へ転がすようなみっともない結果になった。

「ふふ☆」

　まるで。

　片かた想おもい中の女の子が、自室のベッドでぬいぐるみを抱かかえたまま身み悶もだえるように。

「ははは、あははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははは!!」

　細いリボンを使ってネックレスのように掛けていた銀色の防災ホイッスルを、胸元から取り出す。その安っぽいプラスチックの感かん触しよくを掌てのひらで包み、確かめる。

[image: ]

　これもまた、あの少年から手渡されたものだった。

　困った事があれば使ってみろと、そんな言葉もきちんと現実に存在してくれた。

　心というものに、形はない。

　純じゆん粋すいな物理現象だけを追求すれば、心の充足なんて単なる電気信号と化学反応に過ぎないのかもしれない。

　だけど、人間はこんなもののために死力を尽つくす。

　そういう事に、意味を見み出いだせる生き物なのだ。

「さあて、大前提が二回ひっくり返って三六〇度元通りになっちゃったわねぇ♪　となると、これって一体どういう事なのかしらぁ……」

　そして。

　今まであった全体図そのものがガラリと変わる。

　そもそも問題となっていたのは、思い出の場所であるはずの第二一学区の山頂にある地ち殻かく熱ねつ発電所の塔とうや真円の人造湖と、自分の頭の中にある風景とがあまりに乖かい離りしていた事だ。

　あれだけの巨大施設はそう簡単に建て替えたり取り壊こわしたりはできない。同じ山にあるダムや天文台にも多大な影えい響きようを及およぼす。自然と食しよく蜂ほうは、自分の記き憶おくの方が間違っていて、上かみ条じよう当とう麻まとの思い出だって存在しなかったんじゃないか、などと考えていた。

　だけど。

　もしも、食蜂操みさ祈きの記憶の方が正しかったとしたら。

　上条当麻との思い出はきちんと存在するものだとしたら。

（間違っているのは、今現在広がっている人造湖の方になる）

　そこにどんな意味があるかは不明だ。

　だが、食蜂操祈を巡めぐる陰いん謀ぼうの全すべてが、あの不自然極きわまる発電所と人造湖に直結しているような気がする。

　食蜂は山やま川かわと名乗る白衣の男に向けて、

「『私』は誰だれ？」

　質問を飛ばす。

　対して、山川はこう即答した。

「『私』は『あなた』の名前を知りません」

「？」

「『あなた』は一体どなたですか？」

「ちょっと待って、『私』は『あなた』の直近の上司で、毎日顔を合わせているはずじゃ」

「『あなたたたたたたたたたたああああああなななななななななななああああああああああａａａａａａａａａａａａａａａａａａａａａａａａａａａａａａａａａａａａａａａａ」

「ああもう!!」

　言語が壊れたのを見て、食蜂は慌あわててハンドバッグの中からテレビやエアコンなど、複数のリモコンを取り出して路上に並べた。

　彼女は、自分が操った人間の面めん倒どうは見る。それを自己に規定している人間だ。

　思わず、その首の後ろに目をやってしまうが、山川には『ストロビラ』は取り付けられていなかった。とはいえ、あの不自然な対応を見るに、どうやら特定のキーワードに反応して作動する、何かしらの『爆ばく弾だん』が埋うめ込まれていたのは間違いない。

　機材でないとすると、

（……私と同じ、能力系かしら。こういう汚お染せんされた頭を覗のぞくのってあんまりオススメできないんだけど）

『読心潜行カテゴリ００５／該がい当とう人物に敷ふ設せつされた「爆ばく弾だん」の位置を特定する』

　……一〇秒間ほど、精神の表層をなぞるように人の心を読み取り、

『幼児退行カテゴリ４０１／該当人物の精神状態を「爆弾」作動直前に戻す』

　……パソコンのリカバリのように壊こわれた精神を修復して、

『気絶昏倒カテゴリ０３０／該当人物を二四時間ほど昏こん倒とうさせる』

「う、あ？　なんっ、おまえはっ、食ほっ……あぐあっ!?」

「ハイお疲つかれちゃん」

　……その上で、後遺症の出ないよう安全に昏倒させる。

　この圧あつ倒とう的てきな出力と応用性こそが『心理掌握メンタルアウト』最大の武器であり、また、リモコンなどの『自分ルール』で細かく枠わくを区切らないと本人さえ全容を把は握あくできなくなるという『強すぎる弊へい害がい』でもあった。

「感謝のされない人助けって虚むなしいわよねえ」

　相手の頭にどれだけ汚お染せんが進んでいるか分からない以上、深く潜もぐって黒幕の名前などを調べ上げるのは避さけておいた。

　能力による調査はあてにならなかったが、それでも、知識と経験則からある憶おく測そくが食しよく蜂ほうの脳裏によぎった。

　山やま川かわ……いいや、『即応救急』を名乗った全員が、ひょっとしたら『誰だれか一人』に全すべて操られていたのかもしれない。偽いつわりの身分を与えられ、偽りの命令を受けて、偽りの行動を起こす。

　だとすると、山川が語った『「ストロビラ」には何のデータも入っていなかった』という情報そのものの信しん憑ぴよう性せいも白紙に戻る事になる。

　それでも、先ほどまでとは世界が変わって見えた。

　相変わらず状況は五〇対五〇。『上かみ条じよう当とう麻まとの思い出』が存在するのか否いなかはギリギリのラインだが……どちらにせよ、詳しく調べてみるべきものを見つけた。

（第二一学区の、地ち殻かく熱ねつ発電所。真円の人造湖）

　明確に、目的を定めて。

　改めて、食蜂操みさ祈きは前を見み据すえる。

（全ての歪ゆがみの中心。私の記憶が正しいのなら、あの人造湖の方に何かしらの仕掛けがあるはず。逆に人造湖に何もなければ、私の記憶が間違っているのが証明されるんだゾ。とにかく、そこを調べれば、今度こそ、今度の今度こそ、白黒はっきりつくはずだもの）

　全てを使う。

　死力を尽つくす。

　食蜂操祈はそれだけ考え、携帯電話を取り出した。

　掛けた相手は『派は閥ばつ』の一人。ゴージャスな縦ロールの少女は、こんな深夜だというのに声こわ色いろに嫌いやな調子を少しも載せずにこう質問してきた。

『必要な時は来ましたか、女王？』

「ええ」

　蜂はちの女王。

　学園都市第五位の怪物は、躊ちゆう躇ちよなくこう言い放つ。

「今から一〇〇％完全な私欲のためにあなた達を操らせてもらうわ♪　駒こまになる覚かく悟ごのある者だけ集めてくれるぅ？」




　それだけだった。

　たったそれだけで、各おの々おのが甚じん大だいな殺傷力を持つ『群れ』が、静かに動き出す。








行間　二









　グラウンド・ジオ概がい要よう書しよ（外部広報用資料）




　分類、実験用地ち殻かく熱ねつ発電所。

　出力二〇二万七〇〇〇ｋＷ、大深度地下溶岩送熱方式。

　第二一学区新造山所属。




　原子力発電の出力を大きく上回る当施設ですが、そのエネルギーは地下深くにわだかまる溶岩から直接取得するため、環境に影えい響きようを与えない極きわめてクリーンな仕様となっております。

　動力の取得方法は山頂から垂直方向に一〇〇〇メートル級の送熱ロッドを埋まい設せつし、ロッド内部を走る液体へ溶岩から熱を伝えて取り出す、といった、すでに机上では考案されていた方法が用いられております。

　当たり前の事を当たり前に完かん遂すいする。これを設計と施せ工こう上の高い信しん頼らい性せい、と受け取っていただければ幸いです。

　弊へい害がいとして、人間には体感不能な極めて微弱な地じ震しんを誘ゆう発はつさせる事が確認されておりますが、日常生活に影響を及およぼす事はないでしょう。

　地中深くに送熱ロッドを延ばす計画は将来的な軌き道どうエレベーター実現のための前実験という意味合いも強かったのですが、ある意味でそれ以上の利益をもたらしたと断言できます。




　当施設最大の特徴は極めて高度なコンピュータ制御であり、通常業務は全すべてオートメーションで実行されております。

　もちろん施設の各部は三万二〇〇〇のセンサー群によってモニタリングされており、わずかな異常であっても即時送信されるようにはできております。

　ですが、すでに三年以上無人状態で稼か働どうを続けている事は、それ自体が高い柔軟性を証明しているのではないでしょうか。




　送熱ロッド方式を用いれば従来までの不安定な活火山に敷ふ設せつするしかなかった地熱発電と異なり、平野の都市部や海底などにも施設を築く事もできます。

　学園都市で主流となっている風力発電方式と同じように、自由に施設を点在させる事も可能であり、その応用性はまさに無限に……
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　またあそこに戻るのか。

　食しよく蜂ほう操みさ祈きは、第二一学区の山間で、てっぺんにある発電所と人造湖までの道のりを思い描きながらうんざりしていた。一いつ瞬しゆん、本当に一瞬だけ、なりふり構わずに二〇人くらい一気に操って豪ごう華か絢けん爛らんミサキ神み輿こしにでもまたがってやろうかと本気で考えかけたが、すんでのところで思い止とどまる。彼女にも歳とし相応の恥はじという概がい念ねんは存在するのだ。

　ぐねぐねと曲がる真っ暗な山道をぜえぜえ言いながら歩く彼女は、携帯電話を耳に当てていた。相手は雲くも川かわ芹せり亜あだ。

『あれから色々調べてみたが、例の発電所「グラウンド・ジオ」はお前が見た通りで間違いないけど。建築図面や概要書に添付された画像、挙げ句誰だれも読まないようなお役所の機関紙まで全すべて。少なくとも公的な記録にはそういう風に記載されている』

「？　……もって回った言い方ねぇ」

『私の調べられる範囲で検けん索さくをかけて出てくる資料は全て、更新日時が改ざんされていたけど。実際に差し込まれたのは最近の事らしい。これについてはどう思う？』

「さあねぇ」

　半日前の自分なら、喜んで喰くいついていたかもしれない。

　ほら見た事か、データに改ざんされた痕こん跡せきがあるのは自分の記き憶おくが正しい証しよう拠こだ、と。

「日付の改ざんができるなら、あなたの言っている『実際に』だって確定とは呼べないんじゃないかしら。はるか過去の人間が、未来の時間に設定してデータを埋うめ込んだ可能性だってあるんだゾ☆」

『だろうな』

「そもそもデータの改ざんは事実の改ざんと同じとは言い切れない。そいつは、単に正しいデータを全く同じ正しいデータで上書きしただけかもしれないんだゾ。改変力の痕跡を見つけた私に、『じゃあこのデータは間違っているんだ』と思い込ませるためにねぇ」

『ストロビラ』に『即応救急』。

　敵の正体や規模の全ぜん貌ぼうは未いまだに不明だが、今回の相手ならそれくらい考こう慮りよした方が良い。

　裏の裏の裏の裏の裏の裏の裏の裏の裏の裏の裏の裏。

　それは果たして表か、裏か。

『ともあれ、改ざんされた資料の秘ひ匿とく性せいはランクＳ……一般に知られる最高機密の、さらにその先を超えた域まで平気で手が届いているけど。明らかに、統とう括かつ理事会への忠誠をぶっちぎってる。これが真実かブラフかは読み取れないが、お前の敵は布ふ石せきの一つとしてここまでやれる力と覚かく悟ごを持った人間だ。気をつけた方が良い』

「分かってるわよぉ」

　食しよく蜂ほうはお上品にハンカチで額の汗を拭ぬぐいながら答えた。

「……そもそも、私とあの人の事件を正確に把は握あくして事を仕掛ける人間がいる事自体、すでに私の予測力の範はん疇ちゆうを超えているもの。ここまできて相手を下に見るヘマはしないわよん」

『別にお前の事はどうでも良いが、「彼」は人の死を許容できるほど強くはないけど。だから勝手にくたばるな。死ぬ時は私が上う手まく装飾してやるから連絡を入れろ』

「そいつはお互たがい様ねぇ☆」

　軽く笑って、食蜂操みさ祈きは通話ボタンを切った。

　それから虚こ空くうに目をやり、心の中で呟つぶやく。

（……あの女、いつの間にツンデレなんて小こ癪しやくな技を身に付けたのかしら？）

　考えても答えは出ないし、そもそも年上で巨乳のツンデレなんて大人になりきれない未熟なババアに絡からまれるようで薄うす気き味み悪い。これ以上思し索さくに没ぼつ入にゆうしても益やく体たいはないと判断し、そこで意識を切り替える。

　例の人造湖と塔とうが見えてきた。

　あまりにも巨大で、覆おおい隠かくす事が困難なほどに肥大した施し設せつ。普通に考えれば、だるま落としのようによそへ一切影えい響きようを及およぼす事なく抜き取るなど不可能なもの。それでいて、『食蜂操祈の過去』からはあまりにもかけ離はなれた威い容ようを見せつける、彼女のパーソナルな謎なぞと矛む盾じゆんの特異点。

　無数のカメラやセンサーで常時モニタリングされているとの話だったが、傍はたから見れば真円の人造湖を囲むような鉄てつ柵さくと、鎖くさりと南ナン京キン錠じようで戒いましめられた扉があるだけだった。

　そもそも、形が変わっていようが何だろうが、過去の食蜂がふらっと迷い込んで大の字で寝っ転がれるようなものでしかなかったはずだ。

　ミニスカートも気にせず、扉ごと乗り越えて、その敷しき地ちへ入る。

　そのままコンクリートで固められた湖こ畔はんへと歩を進ませる。

「……、」

　こうしているだけで、すでに記き憶おくと現実の間に強きよう烈れつな齟そ齬ごがあった。

　どこかが違う、ではなく、同じ箇か所しよを見つける方が難しい。

　それはこの人造湖に限った話ではなかった。ふと後ろを振り返り、『山頂』近くから風景を見下ろしてみれば分かる。黒々とした森や山の地形そのものが狂っているのが───あるいは、彼女の記憶こそが、かもしれないが───簡単に見て取れた。盛り上がった岩肌や、一ひと際きわ高い木の位置などが明らかに違う。

（……もっとも、自然の風景なんて土ど砂しや崩くずれや開発なんかで簡単に変わるものだから、こっちについては記き憶おくと違っていても不思議ではないんだけどぉ）

　手袋を外して指先で地面などをなぞっても、『あの日』に繫つながる情報は何も出てこない。読心系統の力も彼女の心の慰なぐさめにはならない。

　それでも、食しよく蜂ほうは向き直る。

　コンクリートで固められた真円の人造湖。その中に立つ金属製の塔とう。

　ここは、食蜂操みさ祈きが大の字になって寝転がっていた位置だ。

　上かみ条じよう当とう麻まという少年と出会った座標だ。

　そして。

　やはり、ここもまた。

「……狂っているわねぇ」

　思わず、食蜂はそう呟つぶやいていた。

　少なくとも、目に見える範囲にある全すべてが記憶と合致しない。ここまで徹てつ底ていされると清すが々すがしいほどに一致する点がない。

　試しに、あの日と同じように寝転がってみる。

　人造湖や森どころか、星空の配置までが記憶の中とズレていた。

（ま、あの日は夏で今は冬なんだから、星座が違うのは当然力なんだけどぉ）

　食蜂は簡単に判断した。

　それで、結論付けた。

　何かが違うとして、違うからには理由がある。何の理由もなく記憶と現実が食い違う事などありえない。間違っているのが彼女の記憶なのか、現実に広がる風景なのか、その原因は人じん為い的てきなのか、偶ぐう発はつ的てきなのか。それはさておいて、必ずこうなった原因はどこかにある。

　食蜂は、その場でむくりと体を起こした。

　ハンドバッグとは別に、ディスカウントストアの安っぽいビニール袋から、急場しのぎで調達した必要な物品を取り出していく。

　一二本ワンセットのドライバーセット。

　各種のプラスやマイナスの他、枠わくが余っていたのか千枚通しみたいなものまで混ざっている。それをケースから引っこ抜く。

　先ほどまで彼女が寝転がっていた辺りを、掌てのひらでさする。

　感触はどこまでも硬いコンクリートのそれで、真夜中の山の冷気を吸い取り、生命に必要なぬくもりを拒きよ絶ぜつするようだった。

　そこへ。




　がつんっ!!　と。

　食しよく蜂ほう操みさ祈きは、鉄の杭くいでも打ち込むように千枚通しを振り下ろした。




　普通であれば、膨ぼう大だいな水量を押さえ込むために作られた、コンクリートで固められた人造湖の表面には刺さらない。たとえ金かな槌づちで底を思い切り叩たたいたって、安物のドライバーの方がへし折れてしまうだろう。

　だが。

　ボロッと崩くずれるような、異質な感触が食蜂の手首に返った。

　きつく固めた砂が形を失うような感触に似ていた。

「やっぱり……」

　学園都市第五位の超レ能ベ力ル者５は、思わずそう呟つぶやいていた。

　……実際にはものの見事に騙だまされて錯さく乱らん状態にまで陥おちいったのだから、やっぱりもクソもないのだろうが、騙されるとしたらこの手しかないと考えていたのが『これ』だった。

　食蜂は崩れた砂を親指と人差し指で挟はさみ、すり潰つぶすようにして感触を確かめながら、改めて真円の人造湖全体を見渡した。

　巨大なコンクリート構造物。およびその周辺に広がる黒々とした森や山。

　その全すべて。

「ああ。ここから見えるもの全てを、こいつが上から覆い尽くす事で風景全体を書き換えていたのねぇ」

　どんな技術にも規格競争というものは存在するが、テレビの業界でもたびたびそうした事があった。

　有機ＥＬと戦い、ひっそりと表舞台から消えた技術が一つある。

　磁性制御モニター。

　一般的にテレビはブラウン管だろうが液えき晶しようだろうが、光彩のＲＧＢ、あるいは黒を別べつ枠わくで加えた四色で構成される。これに対して、件くだんの磁性制御モニターは画材のＣＭＹＫを基き礎そに据すえて画面を構築するテレビだ。

　理り屈くつとしては単純で、原色系の色を付けた微細な粉末を『超ちよう薄うす型がたの水すい槽そう』に混ぜ込み、磁力を使って操る事で画面を作る、といったものである。

　その方式の関係で、ブルーライトを出さない、水彩や油彩などを映し出す場合は従来のテレビよりもずっと『本物に近く』できるので芸術紹介系の教養番組では他を圧あつ倒とうする可能性を秘める、などのメリットがあったのだが、一台当たりのコストが高過ぎた事、そしてテレビ周りの生産や流通の関係者は従来通りの『光彩のＲＧＢ』の方が馴な染じみが良かったなどの理由により、テレビの規格競争では敗北してしまった。ところが、この『未知のテレビ技術』は後日、全く違った分野で応用される事になる。

　いわゆる軍用迷彩。

　テレビのようにリアルタイムで模様を切り替え、かつ、液えき晶しようのようにバックライトを光らせる事もなく鮮明な色を表現可能な、次世代のハイテク欺ぎ瞞まん効果として、だ。

「……それを一面、風景を見渡す限り」

　半ばうんざりしたように、食しよく蜂ほう操みさ祈きは呟つぶやいた。

　人造湖はおろか、周辺にあったガードレールなどに読心関係の能力を使っても『あの日』の情報は全く出てこなかった。あれも、事実が異なったからではない。この磁性制御モニターの粉末が上から覆おおい尽つくしていたからだ。

　それにしたって、たとえ大規模な工場で量産インフラを確立させたとして、なおテレビ一台で一〇〇万を超えてしまうと危き惧ぐされた夢の商品だ。それを、人造湖自体を覆うどころか、ここから見える山々全体にまで波は及きゆうさせているとなると……。

「たかだか小娘の記き憶おく一ついじるために、とことんやってくれるわねぇ。ま、そこまで第五位に価値力を見み出いだしてくれているっていう事なんでしょうけど」

　ともあれ、彼女の記憶は間違っていなかった。

　人造湖はやはり記憶通りの形をしていて、その上から大規模な迷彩物質を使って上書きする事で、人造湖の形は違うものだと思い込まされていただけだった。

　だけど、これは自然には起こらない。

　やった者は確実に存在する。

　そして、『そいつ』は食蜂操祈が真相に辿たどり着いた事を良しとするか。




　答えは絶対にノーだ。

　ここからが本番。向こうもなりふり構わずに接触してくるはず。




　　　　２




　食蜂操祈の予想通り、動き出す影があった。

　学園都市第五位の少女は時折『中学生には見えない身体からだの持ち主』などと揶や揄ゆされる事があるが、その影もまた、全く同じ言葉を使われる事がある。

　ただし、食蜂とは正反対の意味で、だろう。

　ぜひゅー、ぜひゅー……という、掠かすれた吐と息いきが車内を満たしていた。

　大型トレーラーが引きずっている四〇フィートコンテナは決して狭せまいとは言えない。欧米ではこれを改造して自分の住居に作り替えている者だって珍めずらしくない。第二一学区山中、地ち殻かく熱ねつ発電所『グラウンド・ジオ』とその周辺一帯を常時監視するための設備が取り付けられているとはいえ、それを押してなお、強きよう烈れつな圧あつ迫ぱく感かんを与えるのは、その少女の外見のために違いない。

　体重は三〇〇キロに届きかねない。

　常盤ときわ台だい中学の制服は内側からパンパンに膨ふくらみ、今にも破れてしまいそう。

　顔と首の区別どころか、顔と肩の区別さえ曖あい昧まいなそのシルエット。

　呼吸音が苦しそうなのもまた、自みずからの肉によって気道が潰つぶされようとしているからだ。

「くすくす、どぅふふ……。あーあ、とうとう最後のラインを割っちゃったわね。そこを超えたら、もうこっちも退ひくに退けなくなるっていうのに……」

　時折、欧米の珍めずらしいニュースなどで、あまりにも太り過ぎて自力で歩けなくなったり、家のドアから外へ出られなくなった人がレスキューに救出される、といったものがある。

　彼女の場合も、それが当てはまってしまいそうだった。

　ぺちゃぺちゃと湿った音を立てながら、少女の形を失った誰だれかは己の唇くちびるを舌で湿らせる。誰が首を絞しめている訳でもないのに苦しそうな息を吐はきながら、それでも彼女は自前の肉に押し潰されそうな笑みを浮かべている。

　彼女は傍かたわらにあったヘッドセットを汗ばんだ手で摑つかみ、片耳だけを当てる。古い時代のＤＪみたいな仕草だが、これもまた、一般的な装備では彼女の頭に収まらないため、こうする以外に方法がなかったからだ。

「ひゅ、ひゅー……『ＯＳ』の同期はどうなってる？」

『滞とどこおりなく』

「もう一機は？」

『何なに分ぶん、キャプチャーまわりが急ごしらえなもので。各種のセンサーに競合が発生しないかのテストに、もう少し時間がかかります』

「正確に、げふっ、ごほっ」

『最大で四〇分と見積もっていただければ』

「なら、えほっ、大だい丈じよう夫ぶね。予定を繰くり上げてごり押ししましょう」

　言って、彼女はヘッドセットを放ほうり捨てる。

　コンテナの壁かべ際ぎわに並べられた無数のモニターの内、その一つに着目する。

　食しよく蜂ほう操みさ祈き。

　おそらくは今、まさにこの瞬しゆん間かん。自分の人生を取り戻して、世界が一番輝かがやいて見えているだろう一人の少女に。

「……『私』は、まだ奪うばわれたまま」

　ぼそり、と。

　低く低く……潰れかけた声帯を使い、可か聴ちよう域いきの外にはみ出ていそうなほど低い声で、彼女は呟つぶやいていた。

「だから報むくいは受けてもらうわあ、蜂はちのお嬢じようさん」
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　最初。

　その違和感を覚えた食しよく蜂ほう操みさ祈きが考えたのは、そよ風が吹いたという可能性だった。まるで見えない風が一面の麦の穂ほを撫なでたように、風景全体がほんのわずかなウェーブを描いたからだ。

　だがおかしい。

　ここは麦の穂で埋うめ尽つくされた畑ではなく、分厚いコンクリートで固められた人造湖の湖こ畔はんだからだ。風が吹いた程度でウェーブは発生しない。

　そして視覚に訴うつたえかける『当たり前の常識』が、ここでは一切通用しない事に、食蜂の知識は一いつ瞬しゆん遅おくれて思い出した。

　厳密に言えば、風景全体は磁性制御モニターの粉末によって固められている。見渡す限りの全すべてが一枚の巨大画面であり、そこにはどんな映像を上書きする事だってできるのを。

「……っ!!　早さつ速そく、来たわねぇ!!」

　思わず、一歩、二歩と後ろに下がりながら、食蜂操祈はドライバーセットを放ほうり捨て、肩にかけたハンドバッグの中へと手を伸ばす。中にある無数のリモコンを、指先の感触だけで選えり分ける。

『相手』は応じた。

　ばぢっ!!　と火花が散るような音と共に、風景の一部が弾はじける。食蜂操祈のすぐ正面、ほんの一〇メートルもない距きよ離りに、あまりにも巨大な肉の塊かたまりとでも呼ぶべき誰だれかが佇たたずんでいた。

　おどけるように、彼女は言う。

「ばあっ」

　直後。

　食蜂操祈は躊ちゆう躇ちよなくハンドバッグからリモコンを抜いた。

　西部劇の早はや撃うちのように、親指を使ってオーディオセット用のボリュームダイヤルを親指の腹で回す。

『呆然自失カテゴリ３３０／該がい当とう人物は六〇分間、時間の経過を認識できなくなる』

　だが、




「効かないよん☆」




　声が、あった。

　しかも、食蜂操祈の真後ろから。

「な、ん……っ!?」

（こいつ、前から接近してきた影は映像だって事ぉ!?　粉末をすり合わせて、鈴すず虫むしの羽みたいに音や声も作れるのかしらぁ!?）

　慌あわてたように振り返る食しよく蜂ほうの視界いっぱいに、女性らしい皮下脂肪に包まれた肉の塊かたまりが広がっていた。

　距きよ離りが近い、だけが理由ではないだろう。

　二〇〇……いや、ひょっとしたら三〇〇キロに届くのではないかという規格外の肉体。自力での歩行能力さえ疑われるその体で、自分と同じ常盤ときわ台だいの制服を纏まとっているようだが、油性ペンで落書きを描いた後に風船を膨ふくらませるのと似ていて、最初、内側からはち切れようとしているその衣服が、自分の着ているものと同じものだというのが理解できないほどだった。

　ここまで目立つ風ふう貌ぼうなら、たとえクラスが違っていても、いいや学年が違っていたとしても、話くらいは耳にするのではと思う。

　だから自然と、食蜂はこう呟つぶやいていた。

「……あなた、本当に中学生？」

「うふふ、そいつはお互い様ではないのかしらあ？」

　その体形に似合わない、奇き妙みように甘ったるい口調が自分を真ま似ねているような気がして、食蜂の全身に嫌いやな感覚が走り回る。

　慣れない足さばきで、そのまま数歩後ろへ下がる。

　思わず距離を取ってしまう。

　結局、こいつは何なのだ。

　学園都市第五位の少女は、改めてオーディオセットのリモコンを標的に突き付けようとして、

「だから、効かないって言っているのに」

　小こ馬ば鹿かにするような、その声を聞いた。

「効くと思っていたら、わざわざ自分から顔を出すはずがないでしょう？」

　静電気が集まるような、ブラウン管の古いテレビにスイッチを入れるような、そんな奇怪な音が響ひびいた直後だった。

「な……？」

　食蜂操みさ祈きの右腕が、肩の辺りまで変色していた。

　手袋も、冬服のブレザーもお構いなし。まるで粘つく重油を垂らしてマーブル模様を描いたように、てかてかと輝かがやく黒い紋もん様ように埋うめ尽つくされている。

　連動して、『それ』はやってきた。

　ブゥン!!　という低い唸うなりのような音は、先ほどの静電気に似たものとは違う。

　大量の虫の羽音。

　それも軽々と人を殺し、巣を守るためになら大型の熊くまにさえ集団で襲おそいかかる、スズメバチの群れだ。一〇〇〇匹、あるいはそれ以上の塊は、砂すな嵐あらしのような密度でもって一気に食蜂操祈の……正確にはその右腕目がけて飛来する。

「知ってる？　えふっ、ごふっ、スズメバチは黒いものに集まるっていうのは子供でも分かる豆知識だよねえ？」

「こいつ……!!」

「そして『心理掌握メンタルアウト』は人間専用。軍用犬だの虫の群れだのには通用しない。だよねえ？」

　そうこうしている間にも、親指ほどもある蜂はちの群れは食しよく蜂ほうを丸まる吞のみしようと迫せまる。

　直後。

　ボッ!!　と、真夜中の人造湖にオレンジ色の閃せん光こうが迸ほとばしった。

　虚こ空くうに巻き起こり、蜂の群れを迎げい撃げきしたのは極きわめて強力な炎の塊かたまりだった。一いつ瞬しゆんにして焼き尽つくされた虫の死し骸がいが、火の粉のようにちらちらと瞬またたきながら落ちていく。

　しかし、たとえ食蜂の『心理掌握メンタルアウト』でも、リモコン一つで全く異なる能力を発現させる事はできない。

　では何が起きたのか。

「どぅふふ……。森に一人、みーつけた」

　けたけたと笑う肉の塊が、告げる。

　その視線に合わせ、夜風に揺ゆれる木々の隙すき間まへ滑すべり込むように何者かが身を隠かくそうとしたが、直後に黒い森の一点が蛍けい光こうピンクへと変色する。直径五メートル規模の、正確な真円。まるで画材を使ったスポットライトかマーカーだ。

「確か、食蜂操みさ祈きが一度に精密操作できる人間の限界は一四人程度。おそらく、侍はべらせている駒こまは全部強大な能力者でしょう？　さあて、後はどこに隠れているのかしら。手足を全すべて失えば、後は頭しか残らない。地を這はう力もなくした脳のう髄ずいしか……」

『呆然自失カテゴリ３３０／該がい当とう人物は六〇分間、時間の経過を認識できなくなる』

　無視してリモコンのダイヤルを回した。

　がくんっ！　と丸く巨大な黒幕の頭が左右に揺れた。

　しかし、

「だから」

　声が、続いた。

「効かないよん、って言っているのにねえ☆」

「う、そ……？」

（今度は磁性制御モニターで描いた映像力じゃない。本当に本物の本人へ向けてリモコンを操作したはず。なのに、こいつは、やっぱり、私の能力が、効かない……っ!?）

　思考がまとまる前に、次の異変が襲おそいかかってきた。

　ざざざざざっっっ!!!!!!　と、足元から首元まで、一気に食蜂の全身を細かい虫の群れが駆け上ってくる。指先から背せ筋すじに掛けて、言いようのない嫌けん悪お感かんがせり上がってくる。

「いや、これはそういう風に描かれたペイント……っ!?」

「ご明察う。でも、世の中には分かっていても回かい避ひのしようがない、原始的な恐怖ってものがある。まあ、禁断症状系の幻げん覚かくの証言を参考にすれば、全世界全人類共通の『恐怖の雛ひな形がた』っていうものを分析できるんだけどねえ」

　告げる肉の塊かたまり、その全身が奇き妙みように揺ゆらいだ。

　直後に、膨ぼう張ちようした肉の上へ浮かび上がったのは、象徴化された巨大な眼球だった。

　ギンッ!!　と、その視線に貫つらぬかれた直後、食しよく蜂ほう操みさ祈きは己の呼吸が止まりそうになる。冗じよう談だん抜きに、ただの精神攻こう撃げきで横おう隔かく膜まくの動きが明確に鈍にぶっていくのが分かる。

「ぁ……かァ……っ!?」

「女の子ならみんな大好き、星占いでお馴な染じみのギリシャ神話に、メデューサっていうのがいるじゃない。ほら、石化の瞳ひとみで有名な蛇へびの女怪の」

　作為的に『変わり果てた』何者かが、薄うすく薄く笑いながら言う。

「だけど、実はあれ、元々は不思議な力を持った眼球の話じゃなかったみたいなのよね。神様の呪のろいを浴びた元美人のメデューサさんは、見るも恐ろしい顔に豹ひよう変へんしたんだって。その顔を見た者は恐怖のあまり石のように固まったという。……これじゃあつまらないから、石になる瞳の話へ変化していったのね」

　恐ろしい顔の女性、あるいは美人が髪を振り乱して怒いかり狂う様子。これもまた、世界中で見られる『恐怖の雛形』の一つだ。例えば日本でも、伝統芸能の能で使う仮面の一つに般はん若にやというものがある。あれは『怒りに染まった美人が放つ、ある種独特の艶あでやかな恐ろしさ』を表現しているのだ。

　その、極きよく致ち。

　誰だれもが共通で思い抱いだく視覚的恐怖を図面化し、標的の心に叩たたき込む技術への突然変異。

「……ぜっ、ひゅ……っ!?」

「くふふ、はははは!!　やっと私と同じような言葉遣いになってきたわねえ、蜂はちのお嬢じようさん？」

　嘲ちよう笑しようも無視して、食蜂は体をくの字に折った。

　奥歯を食いしばり、覚かく悟ごを決める。

　ズドンッ!!　という轟ごう音おんが直後に炸さく裂れつした。

　一帯を……食蜂も黒幕の女も全すべて巻き込んで、凄すさまじい衝しよう撃げきが襲おそいかかる。

　足の爪つま先さきから駆け上がるように、全身の骨から周囲の肉へ広がるように、震ふるえを伴ともなう激痛が走った。それは電気だ。束つかの間ま、磁力によって操られる磁性制御モニターの粉末の制御を失わせる。バラバラバラバラ!!　という砂袋の中身をばら撒まくような音と共に、全身を這はう虫も巨大な眼球も、全ては消失していく。

「ぎゃう!?　くっ、ふふ。でもこれで二人目……」

　小刻みに振動しながら、それはぺちゃぺちゃと音を立てて呟つぶやいた。

　風景の一部が、またもや不自然な蛍けい光こうピンクに着色される。

「全部であと何人？　場所さえ分かれば潰つぶしに行ける。傍ぼう若じやく無ぶ人じんに人を操る第五位だけど、操った人間が死ぬところまでは耐たえられないでしょう……。さあさ、あなたはいつまで駒こまを持ち続けていられるかしらあ？」

「……っ!!」

「あらあ。指示を出して一斉に退ひかせたって顔をしているわねえ。それならそれで、私としても手間が省けるというものなんだけど」

　何なんだこいつは、と食しよく蜂ほう操みさ祈きは疑問に包まれていた。

　ここまでやられてなお、彼女には黒幕の正体に心当たりがなかった。

　様々なテクノロジーを借りているとはいえ、学園都市第五位の『心理掌握メンタルアウト』相手に心理戦で出し抜くなど普通の事ではない。食蜂の知る限りそれができるのは雲くも川かわ芹せり亜あだけで、だからこそ、その動きには常に気を配っていた。ここまでできる人間が普ふ段だんどんな生活をしているか知らないが、日常的にその力を使っていれば絶対に食蜂の網あみにかかっていたはずだ。

　いいや、それ以前にこいつは食蜂操祈のパーソナルな過去や能力の抜け穴に詳し過ぎる。単なる熱ねつ烈れつなストーカーか、そうでなければ……、

「……あなたは、どこかで私と関かかわっているのかしらぁ……？」

「ふふふははっ!!　げほっ、ごほっ、当たり前でしょう。ぐふふ、そうでなければあなたを恨うらむ理由なんて生まれないんだからあ!!」

「でも、私はあなたなんて見た事もない。あなたなんて知らないわぁ」

「どぅふふ!!　それもまた、当たり前でしょう。出会っていれば、我が慢まんできずにもっと早く私はあなたを殺していたでしょうしい」

　互たがいの人生に深く関わっているのに、一度も顔を合わせた事はない。

　一度も出会った事はないのに、これ以上ないほど憎にくしみを募つのらせている。

　情報を整理して、そして食蜂はこう結論付けた。

「あなた、本気で狂っているわぁ」

「ぎィやはははははははははははははははははははははははははははははははははははは!!　それこそっ、それこそよお蜂はちのお嬢じようさん！　私みたいなのが、私達みたいに平気で人の心を操る連中がっ!!　まともな人の心を保っているなんて誰だれが証明できるのかしらあ!?」

　それ以上は、拘こう泥でいしなかった。

　食蜂操祈は、効かないリモコンを手にしたまま、真正面から肉の塊かたまりのような少女へ向かっていく。

　当然、相手は見越している。

　だから余裕の表情で周辺一帯の磁性制御モニターを操ろうとする。

　その前に。




　ガヅンッ!!!!!!　と。

　勢い良く、食しよく蜂ほうは手にしたリモコンを肉の塊かたまりの顔に向けて投げつけた。




「なっ、あぶぅあっ!?」

「何を驚きよう愕がく力りよく丸出しになっているのかしらぁ？　こういう使い方もできるって、私とあの人の過去に土足で踏み込んだあなたなら分かっていたでしょうにぃ!!」

　言いながら、食蜂はさらに近づいていく。

　近づきながら、ハンドバッグの中に手を突っ込む。次のリモコンを取り出す。投げる。……実を言うと食蜂はペットボトルをゴミ箱に投げ入れるのさえ難なん儀ぎするのだが、今回ばかりは違った。的の方が大き過ぎるのだ。

　ゴツッ!!　ガッ！　ガン!!　ゴンッ!!　と。

　鈍にぶい音が連続する。短い悲鳴を上げながら、肉の塊は両手を使って自分の顔を庇かばおうとする。それは、戦せん闘とうのプロから見れば呆あきれるほどにくだらない戦いだったかもしれない。だが食蜂は知っている。人の心を操って楽をしようとする人間が、自分の体を鍛きたえる努力なんか耐たえられない事に。だからその間に、食蜂操みさ祈きは完全に距きよ離りを詰つめられた。

　やるべき事は分かっている。

（一見して不思議な事だって、不思議なまま漠ばく然ぜん力りよくでは起こらない。この真円の人造湖が磁性制御モニターで塗ぬり替えられていたのと同じように、こいつに私の能力が通用しなかったのにだってきちんとした理由があるはずだゾ……）

　相手の体重は三〇〇キロに届きかねない。あらゆる格闘技が体重を基に階級を算出している事から分かる通り、体格差は時に凶きよう器きの有無よりも重要な意味を持つ事もある。だが、食蜂は臆おくしなかった。おそらく目の前の敵、膨ふくらみ過ぎた少女は、それ故ゆえに自分の体重を壊こわす力へ転化する術すべを持っていないだろう。

（そして私はすでに見ているわぁ。私の『心理掌握メンタルアウト』に、成功率は低くても、抵抗の可能性くらいは示し唆さできるテクノロジーを）

　狙ねらうは肉の塊に埋うもれた首。

　正確にはその後ろ。

　まるでクラゲの幼生のように張り付くプラスチックの小さな点を、食蜂操祈は正確に指で摘つまむ。




「『ストロビラ』。あなたはこれを使って、私を罠わなにかけようとしていたのよねぇ!!」




　一気に引っこ抜く。

　端たん子しは心臓に直結しているらしいのだが、自分も全く同じ目に遭あっている。だから相手に対する配はい慮りよはなかった。

　そして。

『自白強要カテゴリ０１１／該がい当とう人物は聞かれた質問に全すべて正しく答えなければならない』

「あ、がう!?」

　短く、そして太い叫びを放つのが、そいつの限界だった。

　直後に肉の塊かたまりが直立不動になる。

　瞳ひとみが死ぬ。

　今度こそ。今度の今度こそ……未いまだに名前も知らない黒幕が『心理掌握メンタルアウト』の術中に落ちたサインだった。
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　くるん、と。

　食しよく蜂ほう操みさ祈きはテレビのリモコンを手の中で回していた。

　目の前で棒立ち状態になっている、体重三〇〇キロに届く少女。その黒幕の前を小刻みに行ったり来たりしながら、食蜂は頭の中を少しでも整理しようとする。

　しかし、考えはまとまらなかった。

　そもそも、こいつの言っている事は全般的に支し離り滅めつ裂れつが極きわまっている。

「さあて、それじゃ分からないところはぜーんぶネタバレしてもらおうかしらぁ☆」

　手の中で回していたリモコンをピタリと止め、改めて突き付ける。ボタンを押しながら、彼女はこう尋たずねた。

「あなたが黒幕？　それとも、まだ奥に誰だれかいるのかしらぁ？」

「いいえ。私が最深部です、私の他に、えっふ、誰かが指示を出したりはしていません」

　どうやら咳せき込むのは演技ではなく、地でそうらしい。

「あなたの力のバックボーンは？」

「完全な個人です。有益な地下組織、研究機関、名門学校などの人材から使えそうな者を適時操り、組織のような形態に偽ぎ装そうしていただけです」

「操る、それはどうやってぇ？」

「ファイブオーバーＯＳ」

「……具体的に」

「ファイブオーバーは純じゆん粋すいな工業技術を用いて超レ能ベ力ル者５の力を再現する軍事技術の事ですが、ＯＳはアウトサイダー、つまり主流を離はなれた技術となります。平たく言えば、根底となる技術は超レ能ベ力ル者５と全く違うものの、結果として出力される現象は超レ能ベ力ル者５に酷こく似じしているもの、という扱あつかいでしょうか」

（なるほど……。この大規模な磁性制御モニターは、方式の異なるもう一人の私、といったコンセプトなのかしらぁ）

　食しよく蜂ほう操みさ祈きは、人間の脳を、その内部構造をダイレクトに操る。

　しかし一方で、『人格』という大きなくくりの中にある『知能』は、未知の環境に応じて適応していくもの、と定義される。何もない真っ暗な密室に人間を閉じ込めると、ものの数日で人格が崩ほう壊かいする、といった真しん偽ぎ不明の都市伝説じみたレポートの存在も、だ。

　あれは、食蜂とは真逆のプロセス。

　心の内側を操るのではなく、その外側を徹てつ底てい的てきに装飾する事で、『心の方が間違っているのではないか』と思い込ませて精神攻こう撃げきを放つ技術体系だったのだ。

　食蜂自身、この人造湖で経験したのと同じように。

「あなたは何のためにこんな事をしたのぉ？」

「復ふく讐しゆうのため。『私』を奪うばわれた代だい償しようを払わせるためです」

「具体的に」

「『私』を取り戻せるとは思いません。これは、心を満たすための戦いです」

　回答は抽ちゆう象しよう的てきにぼやけてしまった。

　だが、当人が本当にそう信じているのであれば、これ以上は情報を引き出せない。

　そしてそもそも、一番大事な質問を忘れていた。

「あなたは誰だれ？」

「私は」

　この時。

　食蜂操祈の術中にはまっている黒幕は、与えられた質問に対し全すべて正しく答えなければならない状況にあった。それは意思の力で曲げられるものではない。小細工の『ストロビラ』もすでに抜き取っている。

　だから、噓うそをつく事はできなかった。

　なのに。




「私は食蜂操祈です。私は、私を奪ったあなたに復讐するためにやってきました」




　　　　５




　意味が。

　分からなかった。




　　　　６




　ぐらぐらと。

　食しよく蜂ほう操みさ祈きの足元が、意識が、揺ゆれる。

　目の前で棒立ちになっている、三〇〇キロ近い巨体の少女。彼女は自分を食蜂操祈と呼んだ。似ても似つかない、一〇〇人に質問すれば一〇〇人が『ふざけてんのか？』と返すような発言だったが、彼女が噓うそをついていないのは誰だれよりも食蜂自身が強く理解している。

　であれば、これは、何だ？

　今、自分は、どんな答えを耳にした？

「待って、ちょっと待って！　あなたが、食蜂操祈？　本当にそう思っているのぉ？？？」

「はい」

「じゃあ私は一体誰？　みんなが食蜂操祈と信じている人物の正体は何者？」

「分かりません。化けの皮を剝はいでやろうと思っていました」

「でも、だって、あなたが食蜂操祈な訳がない。食蜂操祈は、もっと、こう美人で、可愛かわいくて、誰もが羨うらやむスタイルで、爪つめの先までピッカピカに輝かがやいているはずなんだからぁ！」

「私は望んでこうなったのではありません。第三者の悪意によって、この外見に作り替えられてしまったのです」

「……、」

　質問が、消失してしまった。

　これは、何だ？

　……質問に全て正しく答えろ。それが、こいつに課せられた絶対のルールだ。だから噓はついていない。噓ではないが、真実から大きくかけ離はなれた妄もう想そう。その妄想を強く信じ切っているとでも言うのか？

　あるいは。

　あるいは？

（いや、待って。待て待て私！　惑まどわされるな、というか、妄想に吞のみ込まれるな。こいつが、こんなのが、変わり果てた食蜂操祈なんて誰も許さないんだゾ。大体、私には『心理掌握メンタルアウト』がある。学園都市第五位の超能力レベル５、量産不能の研とがれた力。これがある事自体、私がほんもので、うたがうよちのないことクライアキラカジャナイ）

　だけど、本当に？

　例えばこいつの首くび筋すじに埋うまっていた『ストロビラ』は、食蜂の攻こう撃げきを防ぐためのものではなく、自分自身の能力を第三者に封じられた『手て錠じようの代わり』だとしたら？

　それに、『ストロビラ』やファイブオーバーＯＳによって、超能力レベル５に頼たよらなくても高精度で人の心を操る術は証明されたようなものだ。

　自分の知らない所で、自分の知らない技術が暗あん躍やくしていたとしたら？

　いいや。

　自分自身が技術の術中にあり、人を操っていると思い込まされているだけだったら？

「…………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………」

　何だ？

　結局、答えは、何だ？

　どちらが本物の食しよく蜂ほう操みさ祈きなのだ。この場にいる二人だけで、それを客観的に証明する方法なんてあるのか。当然、彼女は自分こそが食蜂操祈だと揺ゆるぎなく信じているが、人の心を自在に操る技術の前に、そんな『想おもい』だの『記き憶おく』だのにどれくらいの価値がある。もしも……もしも全すべての前提がひっくり返ったとしたら、『私』は一体どこの誰だれになるんだ？

　そんな風に。

　気味の悪い浮遊感に襲おそわれている『誰か』の耳に。

　ありえない声が、届く。




「……なんつってね」




　ゾンッ!!!!!!　と。

　棒立ちのままの肉の塊かたまりから、嘲あざけるような声が響ひびいた。

　それだけでも常識を覆くつがえしているというのに、気がついた時には何か太くて長い、それでいてロープとは明らかに異なるものが、食蜂操祈の胴体に強く巻き付いていた。

「な、んっ!?」

「あははははははは!!　げふっ、げへっ。だから、だーかーらー！　言ったじゃない、あれだけさんざん言ったじゃない。あなたの能力は効かない、ってさあ!!」

　みしみしめきめきっ!!　と凄すさまじい圧あつ搾さくが食蜂の内臓を搾しぼり上げた。

　呼吸の詰つまる彼女は、そこで目もく撃げきする。

　三〇〇キロに届く少女の手首の辺りから、その肉を割り裂さくようにして何かが飛び出していたのを。それは全体的にはクリーム色に近い。そしてタコやイカの触しよく腕わんのように、表面を無数の吸きゆう盤ばんで埋うめ尽つくした、関節のない軟体性の機械の腕マニピユレーターだった。




　Five_Over（Out_Sider）.
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　クリーム色の側面に刻まれた文字列を見て、食しよく蜂ほうの顔が凍こおりつく。

「デザイナーズゲル。……人工的に再デザインされた脂肪の事を言うの」

　食蜂操みさ祈きは、今の今まで忘れていた。

　ファイブオーバーＯＳ。

　そういう技術が使われている以上、駆動鎧パワードスーツのような基幹となる個体が存在する事を。

　それが、必ずどこかに隠かくれている事を。

「今まで私の指示に従って『墨すみ』を吐はいていたのもこの子なのよお？」

　そして。

　ずるずるずるずるずるうーっっっ!!!!!!　という粘質な音と共に、三〇〇キロもの少女から、何かが明確に分ぶん離りした。それは、黄色がかったクリーム色の物体。人の背丈をはるかに超えるサイズ。全体としては巨大な球体の下部から無数の触しよく腕わんを伸ばした、タコに近い外見をした人工物だった。

　ファイブオーバーＯＳ、モデルケースメンタルアウト。

　丸い頭のようにも見える胴体表面には、象しよう形けい文字のような目玉が大きく描かれている。それも磁性制御モニターの恩恵なのか、描写された目玉はギョロギョロと蠢うごめき、瞬まばたきまでする。

　その触腕の一本に胴体を拘こう束そくされたまま、しかし、食蜂は異形のテクノロジーよりも別のものに注目していた。

　極きよく端たんに肥ひ大だいした……いや、そのように人工的な脂肪を着こなしていた少女を。

「んっ、ふふう」

　サイズの合わない常盤ときわ台だい中学の制服は、そのままストンと足首まで落ちていた。その下にあったのは、薄うすいゴムを人のシルエットに整えたような、競泳水着にも似た特とく殊しゆな衣装だ。

　だが、それを除けば。

　そこに立っているのは食蜂操祈、だった。蜂はち蜜みつ色いろの長い髪、中学生とは思えない豊満な胸に、くびれた腰回り。すらっと伸びた手足も、何もかも、毎朝鏡の中に現れる自分自身と変わらない。

　啞あ然ぜんとして眺ながめる食蜂の目の前で。




　その顔が。

　どろっと、何の前まえ触ぶれもなく溶け落ちていく。




　まるで、巨大なヒルやナメクジの集合体が、無理矢理に人の顔を作っているようだった。ぼとぼとぼとぼとと生々しい音を立てて崩くずれ落ちていく己の福笑いを間近で見て、ついに食蜂操祈は叫ぶ。

「っ!!　あなたはっ、一体、どこの誰だれなのよぉ!?」

「……まだ分からない？」

　声と共に、グロテスクな肉の滝たきがピタリと止まった。

　直後に、体の表面に張り付いていた磁性制御モニターの粉末が、バンッ！　と一いつ瞬しゆんにして弾はじけ飛んだ。

　今度こそ、真の顔が露あらわになる。

「あ……？」

　食しよく蜂ほう操みさ祈きは、不思議な声を上げた。

　そこにいた少女は、食蜂とは似ても似つかない。綿わた菓が子しみたいにふわっとしたチョコレート色の髪全体も、蜂はち蜜みつ色いろのストレートである食蜂とは全く異なるものだ。スタイルについては、胸については食蜂の方が勝っている。だが足回りは向こうの方が美しい。単純に長い細いの話ではなく、流線形のラインそのもので負けていると、食蜂は素直に考えた。

　総じて言えば、全くの赤の他人。

　なのに。

　にも拘かかわらず。

　……食蜂操祈は、今まで見てきた誰だれよりも、この少女が自分に近い何かを持っている事に気づいてしまった。

　それは言語化できないけど。

　自分でも何を摑つかんだのか把は握あくできていないけど。

「あなたは、近い」

　食蜂は、どうしようもない違和感を、そのまま口に出していた。

「どうしようもなく、近い」

「それはそうよお」

　対して。

　黒幕の少女は、うっすらと笑ってこう答えた。

「私の能力は、『心理穿孔メンタルステインガー』。今は強能力レベル３止まりだけど、本来だったら超能力レベル５まで育つはずだったんだから」

「え……？」

「『素養格付パラメータリスト』っていう秘密のファイルがあるの。研究のため、利害のため、人類の発展のため、大人の事情のため、誰を育てて誰を切り離はなすかを記した、えこひいきに使う内部資料。知っているかしら」

　食蜂は、彼女が言った言葉を思い出していた。

　一度も会った事はないけど、殺したいほど憎にくんでいる相手。

　実際に出会ったらその場で殺してしまうため、出会う事ができなかったという。

「私はね、蜜みつ蟻あり愛あ愉ゆ。蜂はちになれなかった蟻あり」

　それは、こういう事だったのか。

　たとえ廊下ですれ違う事も、一目見る事もできなくても。それでも誰だれかの人生を奪うばう事がある。アイドルのオーディションの敗者や、宝くじでわずかに当せん番号から外れた者達が味わうように。

　彼女もまた、そういう事情に巻き込まれた人間だったのか。




「そして、あなたを育てるために時間割りえだから切り捨てられた、もう一人ひとつの精神系の頂点きのみだったのよお？」
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行間　三









　Confidential.

　統とう括かつ理事会各位。




　食しよく蜂ほう操みさ祈きと蜜みつ蟻あり愛あ愉ゆについて、中間報告が上がりましたので提出させていただきます。

　従来までの主流派であった『生体電気操作説』は誤りであった事が判明、どうやら彼女達は水分を操る事により、種々の現象を引き起こすのが分かってきました。

　主としては対象人物の脳内物質の分ぶん泌ぴつ、血液や随ずい液えきなどの配分の制御。生体電気についても電気そのものを操るのではなく、電気を通す触しよく媒ばいである液体を制御する事によって伝導効率を変更する、といった方が正しいようです。

　従って、例えば発電能力者エレクトロマスターなど、ダイレクトに生体電気を操る術を持つ能力者相手には、その力が有効に働かない事例もあるようです。ただしこちらについては、彼女達の能力が上昇する事によってごり押しも可能であると推測しております。

　読心関係など他者の脳に依い存ぞんしないものについても、おそらくこの水分が関係しているかと。

　遺伝子情報やスクールカウンセリングなどを見る限り、肉体と精神ともに、両者の素地に共通点は見られません。ですが、発現した能力の基幹となる理論や規模はほぼ同程度で、どちらも超レ能ベ力ル者５にまで上り詰つめる可能性があると、『樹形図の設計者ツリーダイアグラム』も弾はじき出しております。

（※重要、この点に関しては、脳の研究によって能力開発を実行する、という根幹を覆くつがえす可能性を秘めております。脳は必須であるものの、『それだけ』ではないのかもしれません。特に慎しん重ちように扱あつかっていただけますと幸いです）

　一方で、非常にユニークな状況ではありますが、通常通りの『時間割りカリキユラム』に組み込んだ場合、彼女達は二人とも強能力レベル３辺りで頭打ちとなってしまうでしょう。

　剪せん定ていによって切り離はなし、片方に注力する必要があります。

　決定時期については、ホルモンバランスの揺ゆらぎが著いちじるしい第二次性徴が始まる前にレールを切り替え、その才能を潰つぶさないよう事前対処しておくのが最良と判断します。

　食蜂操祈と蜜蟻愛愉、どちらを選択するかは別紙の『素養格付パラメータリスト』を参考にしてください。

　なお、どちらがマスターとして選ばれるにせよ、もう片方もスレーブとして残すのが望ましいと進言させていただきます。仮にマスターが死亡した場合、彼女に集中していた機材や資金をスレーブへ再投入すれば、全く同じ条件の超レ能ベ力ル者５を確保し直すチャンスを……。








第四章　邂逅＞＞謁見の間　Duel_in_the_Mind.
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　蜂はちと蟻あり。

　共に女王を軸に備えた、高度な社会性を構築する昆虫として知られるが（まあ、実際には単体で活動する蜂も多いのだが……）、実は種としても極きわめて近い位置にある昆虫だ。正確な定義では、膜まく翅し類るいという大きなくくりの中で、蟻以外のものを全すべて蜂と分類する。

　だからと言って、両者が共存する事はない。

　蜂の中でも獰どう猛もうな種は地上を歩く蟻を襲おそい、狡こう猾かつな種は地中の巣に自みずからの卵を産み付けて台無しにする。一方で蟻は力ちから尽つきて地に落ちた蜂へ容よう赦しやなく群がり、その死し骸がいを巣の中へと運んでいく。

　すでに分かたれた二人も、似ていたのかもしれない。

　人工的な脂肪分、デザイナーズゲルの一種を使って構成された『ファイブオーバーＯＳ』、クリーム色の巨大なタコにも似た『身に纏まとう兵器』の触しよく腕わんによって食しよく蜂ほう操みさ祈きの胴体を正確に捕らえたまま、蜜みつ蟻あり愛あ愉ゆと名乗った少女はこう告げた。

「白しら井い黒くろ子こと結むす標じめ淡あわ希きの関係性に近しいかしらあ」

　ニタニタと、その容よう貌ぼうからは不釣り合いな笑みを浮かべながら。

　彼女はカードマジックのように、掌てのひらサイズのスマートフォンを取り出す。

「あなたの能力を弾はじいたのは、『ストロビラ』や『ファイブオーバーＯＳ』の効力じゃない。私の力が、劣おとっていてもあなたと同じ力が、あなたの能力による干かん渉しようを阻そ害がいした。そういう話だったのねーん☆」

　言っている間に、スマートフォンの数がゴロゴロと増える。

　まるで食蜂操祈が扱あつかうリモコンの群れのように。

「……だから、私を憎ぞう悪お力りよく全開で恨うらんでいるですってぇ？」

　小型の自動車くらいなら丸めたティッシュのように潰つぶしてしまえるのではないかと思えるほどの巨大な触腕に胴体を押さえつけられながら、呻うめくように食蜂は言った。

「『素養格付パラメータリスト』とかいう訳の分からないファイルで全部取捨選択されて、私達の未来は大人の都合で決定されて、あなたは被害者で私は加害者ですってぇ？」

「だとしたら？」

　もしも、逆の立場だったらどうだろう、と食蜂操祈は考えた。

　名前も知らない、顔を見た事もない。そんなヤツの人生の踏ふみ台にされて、自分の可能性を横から取り上げられたら。

　自分の才能を、なかった事にされてしまったら。

　名門の常盤ときわ台だい中学に入れなかったら。

　超レ能ベ力ル者５でなかったら。

　思いを馳はせ、そして、食しよく蜂ほう操みさ祈きという一人の少女はこう告げた。




「バカじゃないの？　そんなもん、犯はん罪ざいに走った自分への言い訳でしかないじゃない」




　蜜みつ蟻あり愛あ愉ゆは、笑顔のままだった。

　笑顔のまま、こめかみと言わず頰ほおと言わず、顔中の皮ひ膚ふの裏側を小さな虫が走り回るように不ぶ気き味みに蠢うごめいていた。

　無視して食蜂は続ける。

　無視できてしまう。

「成功を横から奪うばわれた？　才能力はあったのに正しい舞台に立たせてくれなかった？　……そんなもの、世の中に出ればどこにだって転がっている事じゃないかしらぁ」

「……、」

「オリンピックの参加国はみんな同じ資金と同じ設備を選手に与えていると思うの？　宇宙旅行に憧あこがれたとして、実際に宇宙開発に手が届く国はどれだけあるの？　現実の競争なんて、実力以外のものが勝敗を左右する事なんか珍めずらしくない。全く同じ環境で全く同じ条件を整えて平等に戦いましょうなんて、そんなのは、それこそ大人が用意した子供のための生ぬるい箱庭、実生活じゃ何の役にも立たない学校の中の実力テストくらいのものくらいだゾ」

　突き刺すように。

　道を踏み外した者を嘲あざ笑わらうように。

　食蜂操祈は明確に告げる。

「だけど、それでも勝つのが人間なのよぉ。順当なレールに乗っかっても勝てないなら、勝ち組の二倍でも三倍でも努力する。誰だれもやらないような思い切った方法で自分をアピールする。それが、結果として最新ジムで体を鍛きたえるエリート選手に、荒野を駆けて体を鍛えた選手が打ち勝つ瞬しゆん間かんへと繫つながるんだゾ。宇宙に出かけたければ、生まれた国を飛び出してでも現実的な発射場を目指すのが彼らの常識なの。……大人の戦いっていうのはね、いつだって先人が決めつけたレース予想と、そいつを大きく覆くつがえして大番狂わせを成し遂とげてやろうって気き概がいを持った、子供みたいな目をした大人達のせめぎ合いを意味するものなんだゾ」

　だって、引け目に思う必要は何もない。

　選ばれたからには、それだけの理由があった。

　蜜みつ蟻あり愛あ愉ゆが言っているのは、お前は宝くじに当たったんだから何か奢おごれよと厚かましく迫せまる人間の所業と何も変わらない。それも昔からの知り合いではなく、顔も名前も知らなかった全くの他人のくせに、だ。

　こんなヤツに毟むしり取られてたまるか。

　たった一回可能性を取り上げられた程度で腐くさって、大人みたいな目をした子供になりたがるような甘ったれに、学園都市第五位の『心理掌握メンタルアウト』を手中に収めたその重圧に耐たえられる訳があるか。

「それに、私は知っているのよぉ」

　ギリギリと腹部を締しめ上げられながら、しかし挑いどみかかるように食しよく蜂ほうは言った。

「無レ能べ力ル者０だろうが何だろうが、それでも腐らずに己の道を突き進んだ『お兄さん』をねぇ。あの日、あの時、私を庇かばって背中で語ったあの人は、明らかに超レ能ベ力ル者５なんていう陳ちん腐ぷ力りよく丸出しな肩書きを持つだけだった私を凌りよう駕がしていた。実際の実力なんか関係ない。冷静な数値計算の話なんかどうでも良い。たとえどれだけ理論武装しようが、地平線の向こうからあの人が歩いてきたら、それだけでもう負けを認めるしかない。そういう無レ能べ力ル者０を、私はようく知っているんだゾ☆」

　比べて、蜜蟻愛愉のなんと輝かがやかない事か。

　超レ能ベ力ル者５になれなかった？

　そんなものが、当人の人間性まで否定する事には繫つながらない。

　大の大人に可能性を奪うばわれた？

　そこで諦あきらめる程度のヤツが、そもそも本当に自分で努力をしたのか。

　だから自分はどんな罪つみも許される？

　それは、強能力レベル３以下の人間は全員犯はん罪ざい者しや扱あつかいすると言っているのか、この野郎。

「あなたは、弱い」

　総じて、食蜂操みさ祈きはそう宣告した。

「自分の生きてきた道を犯罪の言い訳にしか使えなかった時点で、自分で自分の人生をどうしようもなく貶おとしめた。それに気づかなくて、気づくのが怖くて、気づきのきっかけになりそうな要因を壊こわして回ろうとするあなたが、尊敬力を集めるなんてありえないのよん。たとえ、あなたが超レ能ベ力ル者５の立場にいたとしても」

「く」

　そこで。

　今の今まで話の聞き役になっていた蜜蟻愛愉は、明確に、声を立てて笑った。

　これまでの、狂ったような表情とは違う。

「ふふふ、うふふふ、ふふふふはは。ああ、ああ。素す敵てきな人と巡めぐり合ったようねえ、蜂はちのお嬢じようさん。ひょっとしたら、締めの言葉にはこんなものを取り出すつもりだったのかしら。『もしもあなたがあの人と出会っていれば、違った道も開けたかもしれなかったのに』とかって」

「……？」

　それは、計算された表情だ。

　自己のアイデンティティを全否定され、怒いかりに狂う女にできる事ではない。

　まだ何かある。

　こいつの、蜜みつ蟻あり愛あ愉ゆの根底には、核たる何かが別にある……？

「でも、それは通用しないのよお」

　彼女は。

　蜂はちと並び立つ蟻あり。もう一人の女王は、ゆったりと笑って、最後のカードを提示した。




「何な故ぜならねえ、私だって上条クンとはようく話し合った仲ですもの」




「…………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………あ？」

　今度の。

　今度の今度こそ。

　食しよく蜂ほう操みさ祈きの思考に、明確な空白が生まれた。それは、自分の記き憶おくを否定された時よりも、その心を支える根幹にある『心理掌握メンタルアウト』が大人達の都合で取捨選択された結果だったと知った時よりも、なお大きくて深い空白であった。

「ねえ、だから言ったでしょう」

　そいつの顔から、笑みが消える。

　自身の存在、その人生の歩みを否定されても笑い続けた女の顔から。

「私は、あなたに奪うばわれたものを取り返すために復ふく讐しゆうするって。……逆の立場だったらどう思う？　あなたのご自じ慢まんのあの人が、顔も名前も知らない誰だれかに奪われたとしたらあ」

「……、」

「あの日、あの時、私だってあそこにいたのよお」

　言いながら、蜜蟻愛愉は胴を戒いましめられた食蜂へと近づいていった。左右の手にそれぞれスマートフォンを持ったまま、彼女の両の側頭部をやんわりと摑つかむ。

　液えき晶しよう画面の冷たい感かん触しよくが、食蜂の意識を苛さいなむ。

　そして、決定的な言葉を聞いた。

「あなたの中では美しい過去の世界で、でも、私は上かみ条じようクンに救ってもらえなかった。だから、あなたに全すべてを奪われたって言っているのお。あなたさえいなければ、上条クンは私の最後に間に合ったんじゃないかなあって……」

　間近で、目の焦しよう点てんが合わなくなるほど近くに鼻先を合わせ、蜜みつ蟻ありは言う。

　直後だった。

　ギリギリギリギリッッッ!!　と、食しよく蜂ほうの頭の中でおかしな違和感が走った。まるで頭の中にある見えない線を束にまとめて、眉み間けんの辺りから一気に引っこ抜かれるような奇怪で気味の悪い感かん触しよく。

　こつん、と。

　額と額を押し当て、二台のスマートフォンで食蜂の頭を挟はさむ少女は、ピクリとも笑わずにこう告げた。

「『心理穿孔メンタルステインガー』よ。……私の場合は、カメラと指先で標的を設定するんだけどお」

「ァ……くっ!?　同系統の能力の場合は、力の強弱に拘かかわらず干かん渉しようは弾はじかれるってぇ……っ！」

「それは、お互たがいが拒きよ絶ぜつした場合の話」

　頭の違和感を中心に、食蜂の視界が上下左右の端はしからじわじわと狂っていく。

　極ごく彩さい色しきが乱舞する。

「では逆に、私が全すべてを受け入れたらどうなると思う？　わざとポートを開いて、全く同じ形式のパケットをやり取りしたとしたらあ」

「これは……あなたの能力じゃ、ない」

　食蜂は、ようやく気づいた。

「私の『心理掌握メンタルアウト』を暴走させるための、イグニッションにした訳ぇ……っ!?」

「ご明察。あなたはあなたの能力でもって、私の頭の中へと引きずり込まれる。ようこそ、絶望と諦てい念ねんしかない人生へ。全てを奪うばったあなたも、同じものに吞のまれると良いわあ」




　その言葉と同時だった。

　食蜂操みさ祈きの五感が、現実世界で表現可能な限界点を軽々と飛び越えた。




　　　　２




　少女は、地ち殻かく熱ねつ発電所の真円の湖こ畔はんにぽつりと立っていた。

　他人の心の中に意識を引きずり込まれた。そういう話だったが、子供が寝る前に絵本を読み聞かせるのと同じように、直近の蜜蟻愛あ愉ゆの記き憶おくを中心に映像が構築されているのかもしれない。

　ただし。

　ゾゾゾゾゾゾゾゾゾゾゾゾゾ!!　と、その質感が大きく変わっていく。蓄たくわえられている膨ぼう大だいな水は明るい緑色のメロンソーダに、黒々とした山は生クリームの塊かたまりに、鬱うつ蒼そうと茂る木々はトランプの形をしたクッキーに、大量の水を蓄える真円のコンクリートの塊自体、圧あつ倒とう的てきな量のチョコレートの塊かたまりへと置き換えられていった。

　まるで、お菓子の国。

　蜂はちと蟻ありが、この人造湖にわだかまる思い出という名の蜜みつを巡めぐって闘とう争そうする。そんな大舞台として、『彼女』はこのようなものを連想していたのかもしれない。

　むせ返るような甘ったるい匂においはもはや食欲を飛び越え、吐はき気を刺激するほどだった。

　塩も砂糖も必要なものだが、度が過ぎれば体を害するのと同じ。

『彼女』の想おもいもまた、もはや致死量に達しているのか。

『……私はね』

　声は、真後ろから。

　振り返る食しよく蜂ほうは、常盤ときわ台だい中学の制服を纏まとう蜜みつ蟻あり愛あ愉ゆを見た。ただしその制服は、季節を無視した夏服だ。

『ここで死んだの。服の中にたくさん、たくさん、大きな石を詰つめて。このコンクリートの縁から、人造湖に向けて、プールの飛び込みみたいに両手を揃そろえて、沈んだの。あなたが能天気な顔して自分の記き憶おくをぶっ飛ばそうとした、わずか三日前の出来事よ』

　突然の話だった。

　だが、食蜂は笑い飛ばせなかった。

　突っぱねる事を、自分自身の記憶が拒こばんでいた。

　この人造湖で『彼』と出会った時。大の字に寝転がり、拳けん銃じゆう自殺のようにリモコンを自分のこめかみに押し付けたあの夜。その情景が、全く違った風に塗ぬり替えられていく。

「ちょっと待ってぇ。それじゃあ……あの人が……深夜の発電所なんかにやってきたのは……」

　おかしいとは、思っていた。

　街中でたまたま出会う事なら、あったかもしれない。

　だけど第二一学区は彼らの暮らす第七学区から離はなれていて、しかも大部分は深い山になっている。『グラウンド・ジオ』はその山頂だ。何の意味もなく、ただ漠然と、ふらりと夜の散歩でやってくるような場所ではない。

　なら、上かみ条じよう当とう麻まは何な故ぜあそこにいた？

　どうして、食蜂操みさ祈きと出会う事ができたのだ？

『彼は、間に合わなかった』

「だから、それを悼いたんで自殺の現場へやってきた……？」

　雲くも川かわ芹せり亜あは、言っていたではないか。

　上条と食蜂、上条と雲川はそれぞれ同じ過去の時間にいた。だけど、少女達は上条という共通の知り合いを持つだけで、お互たがいのプライベートには踏ふみ込まなかった。

　雲川は食蜂の事件を知らない。

　食蜂も雲川の事件を知らない。

　……もしかしたら。

　ひょっとしたら、上かみ条じようと雲くも川かわが追い駆けていた別の事件と、別の人物が、同じ時間の軸に存在したとしたら……。




『別にお前の事はどうでも良いが、「彼」は人の死を許容できるほど強くはないけど。だから勝手にくたばるな。死ぬ時は私が上う手まく装飾してやるから連絡を入れろ』




　雲川のそんな悪態に、全く違った意味が込められていたとしたら？

『そこで、彼はまたしても少女を見た。間に合わなかった誰だれかと同じ常盤ときわ台だい中学の制服を着て、何をしようとしているかは知らないけど、とにかく自じ暴ぼう自じ棄きになっている年下の少女を。だから、声を掛けずにはいられなかった。同じ失敗を、繰くり返さないために』

　食しよく蜂ほう操みさ祈きは、思い出す。

　あの真円の人造湖での一件以来、たびたび学園都市のあちこちで顔を合わせては、一いつ緒しよに過ごした少年の事を。

　その記き憶おくは覗のぞかない、と自みずからに課していた。

　純じゆん粋すいな偶然以外の、些さ細さいな奇き跡せきにつまらない理由や思おも惑わくがあるのを見たくなかった。無意識の内に、そう選択していたではないか。

　上条当とう麻まは、食蜂の事が心配だったのかもしれない。

　しかもそれは、誰か別の顔を重ね合わせていたのかもしれない。

『ねえ、何で彼は間に合わなかったと思う？』

「なん、ですってぇ……？」

『彼には何の能力もない。超人的な体力もない。格別に頭が良い訳でもない。……でも、彼の行動力は何な故ぜだか誰よりも多くの人を救う。私もそう思うよ。なら、どうして、私の場合だけ奇跡が成立しなかったと思う？』

「……………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………ま、さか」

『何の理由もなく、歪ゆがんだ結果は起こらない』

　言葉とともに、お菓子の国が崩くずれた。

　メロンソーダのような湖面全体が、大きな画面のように揺ゆらぐ。そこに映し出されたのは、学園都市ならどこにだってありそうな、ありふれた交差点だった。

　意識が。

　食蜂操祈の意識が、ぐらぐらと揺れる。

　見覚えが、ある。

　この真円の人造湖で出会う以前、まるでフライング気味に上かみ条じよう当とう麻まと遭そう遇ぐうしてしまった、あの交差点。ただぶつかり、ろくな会話もしないで、そのまますれ違っただけの、何かの間違いのような本当の出会い。

　しかし、あの時、他にも何かがあったはずだ。

　部外者の食しよく蜂ほうには分からなかったが、当人達には絶対に見過ごせない事が。

「彼の、荷物が紛まぎれていた……」

　呆ぼう然ぜんとしたように、食蜂は呟つぶやいていた。

「安物力全開の携帯電話。彼から渡された荷物の中に、私の知らない物が……」

『そう』

　蜜みつ蟻あり愛あ愉ゆは、表現の難しい顔で認めた。

　それは怒おこっているようでもあり、泣き出しそうでもあり、やっと真実を聞き届けられた安あん堵どさえ混ざっているように思えた。

『だから彼は、最後の最後で間に合わなかった。些さ細さいな連絡の不備が、手の届く場所にあったはずの救いを、すんでの所で取り逃にがしてしまった』

　そして、蜜蟻はこの人造湖から飛んだ。

　その理由だって、

『「素養格付パラメータリスト」に苦しめられていたのは、私だけじゃなかったのよ』

　彼女は、そう言った。

　すでに終わった事を、食蜂が見てきたものを、思い出させるように。

『あなたもあなたで、別の事件の中心にいたでしょう。……デッドロック。超レ能ベ力ル者５を理り不ふ尽じんに恨うらみ、ＡＩＭ拡散力場のせいで自分達が頭打ちになった。そんな風に信じていた、哀あわれに行き詰づまった学生達を』

「……、」

『でも、本当の理由はそこじゃない。恨む相手は正しくても、殺した所で自分達が元のレールに乗っかれる事なんて、なかった。彼らも私と同じ、大人達が決めつけた「素養格付パラメータリスト」のせいで枝から切り落とされて、地面に叩たたきつけられた木の実だったのよ』

　本当に窮きゆう地ちに立たされた人間の前には、二つの選せん択たく肢しが並べられるという。

　外向的破は滅めつと、内向的破滅。

　自分の失敗を社会や周囲のせいにして、復ふく讐しゆうと称して通り魔まや銃じゆう乱射に走ってしまうか。

　自分の失敗を全すべて自みずからの責任と思い詰め、その命を絶ってでも『ここではないどこか』に憧あこがれてしまうか。

　一つの可能性が、デッドロックなる襲しゆう撃げき者しや達だった。

　そこに合流しなかった別の可能性が、蜜蟻愛愉という一人の少女だった。

「ああ……」

　だとすれば。

　食しよく蜂ほう操みさ祈きにとっての輝かがやかしい思い出が、全く別の色彩で塗ぬり潰つぶされていく。

　真円の人造湖での会話が脳裏に浮かび上がる。




『……交差点の食パン激突男』

『食パンは咥くわえてねえよ。そういや、俺のケータイ、警備員アンチスキルに届けてくれたのってお前だったのか。おかげで助かったよ』




　その時。

　本当は、彼はどんな風に思っていただろうか。

　あんな言葉が出てきた以上、上かみ条じよう当とう麻まは知っていたはずだ。一番大事な時に携帯電話はよそへ消えていて、そのせいで人の命を守れなかった事を。

　偶然だろうが何だろうが、一人の少女を救えなかった事実を作り出した、その元げん凶きよう。そいつが、よりにもよって自殺の現場で猿さる真ま似ねのように破は滅めつ願望を抱いだいている様を見て。どんな想おもいが胸中にあったのだろう？

　ふざけるなと叫んでも良かったはずだ。

　殴なぐり飛ばされても文句は言えなかったはずだ。

　……なのに、どうして彼はそれを隠かくした？　それを隠して、食蜂操祈の心配なんてできた？

　どこまで。

　一体どこまで、底抜けにお人ひと好よしだというのだ。

『私はね、救ってほしかったの』

　蜜みつ蟻あり愛あ愉ゆは、そう言った。

　自分の願望を、端たん的てきに。

『自みずから命を絶っておいて、何を無責任ではた迷めい惑わくなと思うかもしれないけれど。それでも、私だって、本当は救ってほしかったのよ』

　自殺という単語が、蜜蟻の中でどこまで本気だったのかは分からない。

　本当に死ぬつもりだったのか、それを見せて誰だれかに心配してほしかったのか。

　彼女だけのヒーローを、待っていた。

　だけど、何にしたって上条当麻はやってこなかった。

　これなかった。

　だから。

　一人ぼっちの少女は、世界に置いてきぼりにされた命は、もう、真っ暗な水の底に向けて飛ぶしかなかった。

（……、ああ）

　全すべてを奪うばった食しよく蜂ほう操みさ祈きに復ふく讐しゆうすると、蜜みつ蟻あり愛あ愉ゆは言った。

　たった一度も出会った事はないけど人生の全てを歪ゆがめられ、一度でも顔を合わせれば思わず殺してしまうから接せつ触しよくは避さけていた、とも。

　ようやく、その全てが繫つながった。

　同じ過去の時間を共有しておきながら、接点はない。

　それでいて彼女の自殺の原因の『素養格付パラメータリスト』も、最後の最後のきっかけである携帯電話も、そして自殺後の上かみ条じよう当とう麻まの隣となりという居場所も、その全てにおいて食蜂操祈が関与していた。

　逆の立場だったら、どうだろう。

『素養格付パラメータリスト』の件なら、まだ吞のみ込めたかもしれない。

　だけど、携帯電話をなくすきっかけとなった事は？

　何も知らずに背中を押した上、のうのうと少年の隣を歩いているとしたら？

（多分、これは許せない。他に何があろうが、これだけは絶対に許せない……）

　結局。

　蜜蟻愛愉は現実の脅きよう威いとして迫せまっている以上、その自殺は失敗に終わったのだろう。そして目を覚ました後に、全てを知ったのだろう。だから、壊こわれた。一つの復讐のために学園都市の深い闇やみに身を堕おとし、『ストロビラ』や『ファイブオーバーＯＳ』に接触できるほどの力を蓄たくわえてきた。

「一つだけ、正直力で答えなさいよぉ。蟻ありの女王」

『一つで良いの？　蜂はちのお嬢じようさん』

「……あなたが『ファイブオーバーＯＳ』を纏まとっていたのは何な故ぜ？　デザイナーズゲルで作られた個体だからって、分ぶん離りさせておいても動かせるんでしょう。そうすれば、あんな、三〇〇キロ近い巨体に膨ふくらむ必要なんてなかったはずなのにぃ」

『人は下から見た方が本音が見えやすいのよ。だから、私は作さく為い的てきに自分の容姿を崩くずして……』

「そんな話じゃないわぁ」

　食蜂操祈は、最後まで聞かずに断ち切った。

　蜂と蟻は近い。

　この質問は答え合わせ。すでに食蜂は蜜蟻の答えを正確に浮かべている。

　それを知ったのか。蜜蟻は観念するようにこう言った。

『だって、見せられる訳がないじゃない』

　真っ黒な憎ぞう悪おの泥どろに埋うめ尽つくされた人間。

　その隙すき間まからわずかに覗のぞく、過去の時代にいたであろう少女の片へん鱗りん。

『私はね、人の役に立ちたいと言ったのよ。あなたと同じ時間、あなたの知らない場所で、確かにそう言ったの。なのに、それなのに、結局こんな道しか選べなかった。そんな蜜蟻愛愉が、変わり果てた残ざん骸がいとしてまだ生きているなんて、あの人に教えられる訳がないじゃない』

　聞いた。

　確かめた。

　核を摑つかんだ。




　だから、こいつはもう見捨てられない。

　ようやく、食しよく蜂ほう操みさ祈きはそう思えるものを、一つだけ見つけられた。




　認識が切り替わる。

　視界を埋うめ尽つくす色彩に、明確な差異が生じる。

　……実際の所、蜜みつ蟻ありがやった事は変わらない。学園都市暗部にどっぷり浸つかり、種々の資料を改ざんし、『即応救急』に擬ぎ態たいした部下を使って食蜂を襲しゆう撃げきし、『ストロビラ』や『ファイブオーバーＯＳ』を使って彼女の記き憶おくや人格の破は壊かいを促うながし、こうして今、その命まで奪うばい取ろうとしている立派な犯はん罪ざい者しやだ。

　だけど。

　それでも、食蜂操祈の中で、確実に何かが変わっていた。

　ひょっとしたら、あの少年も同じだったのかもしれない。食蜂は少女の自殺の原因を作った。食蜂は最後の最後で少女の背中を押した。その自殺の現場さえも穢けがした。でも、それなのに、彼は能天気な食蜂操祈の中に、何かを見つけてくれたのかもしれない。

　たった一つでも良い。

　こいつを殺したくないと思ってくれるような、何かを。

「ねえ、蜜蟻愛あ愉ゆ」

『なあに』

「もう手て遅おくれかもしれないけど、今さら何をしたって現実力なんか何も変わってくれないかもしれないけどぉ」

　改めて。

　挑いどみかかるように、食蜂操祈はこう宣言した。




「それでも私はあなたを救うわあ♪　あの人だったら、きっとそうするように」




　そんな風に、彼女も助けてもらった。

　少年の選択があったから、彼女は今日ここに立つ事ができた。

　であれば。

　どんなにちっぽけでも、どれだけくだらなくても、他の人には何の意味もなくたって。

　食蜂操祈だけは、その救いを否定する訳にはいかない。

　絶対に。
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　大前提を考える。

　食しよく蜂ほう操みさ祈きと蜜みつ蟻あり愛あ愉ゆが立っているのは、景色の全すべてが生クリームやメロンソーダで構成された、お菓子の国のような真円の人造湖。実際には第五位の『心理掌握メンタルアウト』を軸に、蜜蟻の精神世界へと食蜂の意識が引きずり込まれた、といった形に近いらしい。

　だけど。

（……いくら方法論が確立されているからって、私は精神系最強の超レ能ベ力ル者５。誰だれだって、自みずから進んで自分の心を曝さらけ出したいとは思わないはずよぉ）

　強く。

　深く。

　食蜂操祈は、些さ細さいな違和感から勝利への布ふ石せきを探り当てていく。

（それなら、無理力を押してでもこの戦術を取った理由が必ずある。例えばこうしている今、ほったらかしにされている私の身体からだはどうなっているのぉ？　『ファイブオーバーＯＳ』があらかじめプログラムされた通りに動いているとしたら、身体をそのままどこかに連れ去ったり、身体の中に何かを埋うめ込んだり、どんな事だってできるはずだゾ）

『うふ。書いてあるわよ』

　指摘され、慌あわてて食蜂が振り返ってみれば、生クリームでできた山々に溶けたチョコレートインクを使って食蜂の考えている事が全て網もう羅らされていた。

『それに、もう作業は終わっている。ここからもがいた所で、あなたが逆転できる可能性はどこにもないわ』

「そうかしらぁ」

　告げた瞬しゆん間かん、甘ったるい山々に食蜂の声が書き殴なぐられた。

　まるで映画の字幕のように、彼女の口と文字列が奇き妙みようにシンクロしていく。

「そんなに時間的な余裕があったとしたら、あなたは自分の恥はずかしい過去を並べ立てる必要なんかなかった。私にとっては有益力だけど、あなたにとって意味のある行こう為いじゃなかったもの。……だとすれば、考えられるのは時間稼かせぎ。状況は、あなたが思っているほど順調には進んでいないはずだゾ」

『だけど、何も変わらない』

「いいえ、変えてみせるとも」

（『ファイブオーバーＯＳ』で何をしようとしているのかしらぁ。無抵抗のまま私を殺害する事？　いいえ、それだけなら自動車でも潰つぶせそうな触しよく腕わんに任せるだけで良いんだゾ。私の能力は機械には通用しないんだから、プログラム任せにしておけば『心理掌握メンタルアウト』も怖くない。何より、体と心が分ぶん離りした今なら痛みを感じない。復ふく讐しゆうのために殺すと言った蜜みつ蟻あり愛あ愉ゆの思考と状況は合致していない）

　外に思考が洩もれている事など気に留めず、食しよく蜂ほうは高速で頭を回す。

　すでに一面の山々はチョコレートインクの文字列で埋うめ尽つくされ、ついには金こん平ぺい糖とうをちりばめたいやに明るい夜空にまで侵しん蝕しよくを始めていた。

（だとすれば、それ以上）

　自みずからの心の声に埋め尽くされるような格好で、しかし、食蜂は揺ゆるがない。

　正確に、蜜蟻の世界を見み据すえていく。

（単純に殺すより、なお酷ひどい制裁方法。そんなものを、蜜蟻愛愉は設定しているんだゾ。でもそれは何？　『ファイブオーバーＯＳ』をどう使えば、『素養格付パラメータリスト』から始まって彼女の代わりに救われる立場力を奪うばう形で終わった『最悪の過去』に決着をつけられると考えられるのぉ？）

『答えは出ないわよ』

　思考を乱すような、声。

　だが食蜂は気づく。今の一言は、明らかに不要だった。空回りを続ける食蜂には、新しい情報を与えないのが敵として最良の選択のはずだ。

　にも拘かかわらず、蜜蟻は余計な言葉を放った。

「ひょっとして、時間の経過と共に私の言葉がチョコレートインクで暴ばく露ろされるようになっていったのと同じで、あなたも自分の心の中では噓うそをつけなくなっていくとかいう制約あるのかしらぁ？」

『そうよ。そして、どっちみちあなたは間に合わないわ。もう、あれが来たから』

「……来るから、じゃない。来たからぁ？」

『だからあなたは間に合わなかった』

　再びの過去形。

　直後に、ズン!!　という衝しよう撃げきが走った。生クリームやチョコレートで作られたお菓子の国の人造湖が、強きよう烈れつな太陽光でも浴びせたようにドロドロと形を崩くずしていく。

（まずい……こいつ、自らの手で心の檻おりの破は棄きにかかった。となると、もう私の心を留とどめておく理由力はなくて、現実世界に置き去りにされている私の身体からだは本当にチェックメイトを決められたのぉ……っ!?）

『私の望みは、あの過去を私だけのものにする事』

　自身も甘ったるい奔ほん流りゆうに吞のみ込まれながら、しかし表情を変えずに蜜蟻愛愉はこう告げた。

『だから、あなたの記き憶おくは不要なの。「ファイブオーバーＯＳ」を使ってでも改ざんできないなら、もっと上の機種を持ってくるしかないじゃない』

「まさか」

　ファイブオーバーＯＳ。

　対象の周囲にある外界全すべてに手を加えて風景を書き換える事で、歪ゆがめられた情報を眺ながめる対象の記き憶おくや精神状態を間接的にいじくり回す悪あく魔まの機材。

　さらに、その完全なる上位機種。

　という事は、

「まさか……ッ!?」
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　それは蜂はちに似ていた。

　とはいえ、普通に思い浮かべるミツバチやスズメバチといった『巣を作り、集団で生活する蜂』とは違う、一いつ匹ぴき狼おおかみのような種類の蜂だ。

　ヒメバチ。

　カトンボのような異様に長い六本の脚と、細い腹部。最大の特徴である針は、体長全体の三倍以上もの長さを持った微細なチューブとなっていた。本来なら、木の中を食い破る虫の幼虫の身体からだに針を突き刺し、卵を植え付けるためのものだった。

　その奇怪な寄生蜂を模した兵器は、本体だけで四メートル、薄うすい羽を広げれば倍に届かんとするほどの巨体だ。腹部は半はん透とう明めいの機材となっていて、中には粘性の高い液体が満たされている。見る者が見れば、まるで棺ひつぎのようだと譬たとえたかもしれない。明らかに、人間を詰つめ込むための機構が集約していた。

　ファイブオーバー、モデルケースメンタルアウト。

　ＯＳと違い、基幹となる理論も含めて、超レ能ベ力ル者５の引き起こす現象を純じゆん粋すいな工業技術だけで完全に再現し、さらには出力面においてオリジナルの本人を超えるとされた機体。




　それが。

　蟻ありが蜂に挑いどむため、最後の最後まで隠かくしていた切り札の名前だった。
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　ゾゾゾゾゾゾゾゾゾゾゾゾゾ!!　と。

　全てが溶けて混ぜ合わさり、マーブル模様のようになった世界の中で、何か巨大な影が屹きつ立りつしていた。

　蜂……というイメージからはかけ離はなれた、むしろカトンボの細部を蜂に似せてきたような、奇怪なまでに細長いデザインの兵器。

　そんなものが出てきたのも、噓うそをつけない世界で食しよく蜂ほうと蜜みつ蟻ありの双方が『答え合わせ』をしたからだろう。

「ファイブ、オーバー……」

　呆ぼう然ぜんと、食蜂操みさ祈きは呟つぶやいていた。

「どっかの間抜けな第三位のモデルが量産されたっていう話を耳にした事はあるけど、私のものも作られていただなんてぇ。『心理掌握メンタルアウト』については、研究者の間でも作動方式で意見は大きく分かれていたというのに……」

『くすくす。実はこれ、反則技のカタマリなのよね。普通だったらこんな図面を具体化しようなんて言っても、絶対に上は承認しないと思うわ』

「？」

『だって、結局、超能力者の力を工学技術で再現する機構を搭載していないんだもの。ファイブオーバーと呼ぶには大きな齟そ齬ごがあるわよね』

　何だ、それは？　と食蜂は思った。

　そうなると、あれはただ昆虫の体構造を取り込んだ飛行型駆動鎧パワードスーツという事になってしまうではないか。

　そこまで考え、食蜂は自みずから否定した。

「いいや、ここまできてそんな半はん端ぱ力りよくな出来損ないが出てくる事なんてありえないわぁ」

『ご明察。……より正確には、「心理掌握メンタルアウト」の大おお雑ざつ把ぱな作動方式は理解できたけど、厳密な配分となるとサッパリ分からなかった、という所かしら。冷蔵庫の中に食材がぎっしり詰つまっていたって、レシピがなければレストランの味は再現できない。そういう話よ』

　ドロドロに溶けていく世界で、蜜蟻の声が響ひびく。

『だから、私はあなたそのものを機械の中に取り込む事にした』

「……、」

『本ほん末まつ転てん倒とうという感じよね。だけど、これが唯ゆい一いつの正解。あのファイブオーバーの中には、八〇〇〇方式の出力子をびっしりと並べてある。あなたを組み込み、あなたに作動させる事で、どの出力子をどう動かすのかをモニタリングする。たった一回、本物の超レ能ベ力ル者５からサンプルデータを取り出すだけで、後は無む尽じん蔵ぞうの工業量産化が進んでいくでしょうね』

　食蜂操祈は、一いつ瞬しゆんだけ考えた。

　自分の能力。『心理掌握メンタルアウト』がその辺のショップで安売りされている携帯電話のように溢あふれ返った世の中を。

「……カンッペキに狂っているわぁ」

『ははっ！　自分が持つのは許せるのに、他人が持つのは許せないという話？　そんなものでは誰だれも耳を貸してはくれないわよ』

　蜜蟻の声には、先がない。

　こいつはきっと、三日後の世界の行ゆく方えすら考えていない。

『それに、今さら驚おどろかれても。こんな試作は随ずい分ぶん昔から行われてきていたんだから』

「なん、ですってぇ？」

『また過去の話をしましょうか。「デッドロック」。逆さか恨うらみではないものの、間違った理由であなたを襲おそった少年グループ。ライダースーツの形をした彼らの突とつ撃げき武装「簒奪の槍クイーンダイバー」には、ある特徴があったでしょう？　……そう、脳波の推移によってプログラムの制御に切り替わる、「対精神攻撃用」のヘルメットが』

「別の機能もあったって訳ぇ？　あれは、私が操った人間の脳構造を徹てつ底てい的てきにスキャンして情報力を送信するためのものだった……？」

『結局、そこからはファイブオーバーへの道は開けなかった。単なる技術的な問題なのか、計画を主導していた「大人達」が不自然極まる爆発事故で粉々になったからなのかは知らないけど』

　蜜蟻の口振りは他ひ人と事ごとだった。

　おそらく『大人達』は彼女にとって特段深い人物ではないし、爆ばく発はつ事故とやらにも関かかわっていないのだろうと、食しよく蜂ほうは判断する。

『だから残された人達はね、今度はみんなでこう考えた訳。被害者のデータを何万人集めても意味はない。加害者当人からデータを集めなくては真のファイブオーバーには届かない。だから電極でも何でも使って、あなたから能力を引きずり出す仕組みが必要だって』

　現在とは、過去の積み重ねなくして成立しない。

　だけど、何もかもに『あの日』が絡からみ合っていた。まるで、過去そのものが食蜂を巨大な腕で引きずり込もうとしているかのように。

『私は、あなたのファイブオーバーを完成させる』

　それが、蜜みつ蟻あり愛あ愉ゆの復ふく讐しゆうなのか。

　世界を『心理掌握メンタルアウト』で埋うめ尽つくし、食蜂操祈の価値を暴落させる事が。

　いいや。

　違う、と食蜂は考えた。

　こいつの心の軸は、食蜂との比較ではない。別の所にある。

『未来なんかない。現在なんか誰だれのものでも良い。だけど、それでも。……過去だけは、「あの日」だけは私が主役だった。だから、それを取り戻す。あなたなんか、私とあの人の思い出の中に必要ない。だから、消し飛ばす。あなたの思い出を、あなたの「心理掌握メンタルアウト」で、粉こな微み塵じんに削除する』

　復讐。

　そもそも、それは誰に向けて放たれた言葉だったのだろう。

　食蜂操祈か、あの少年か、それとも学園都市や、世界全体そのものか。

『「あの日」は、私だけのもので良い。あなたなんか、いらない』

　気がつけば。

　蜜みつ蟻あり愛あ愉ゆはどこにも見えなかった。

　このドロドロに崩くずれていく風景は彼女の心の世界だ。蜜蟻自身、風景の中に溶けるようにして、混ざり合ってしまったのかもしれない。

　食しよく蜂ほうには、もはや狙ねらうべき標的の存在すらも把は握あくできなくなる。

　ただでさえ許容しがたいほど甘ったるい匂においが、さらに混ざる。

　マーブル模様の中で、蜜蟻の声だけが響ひびく。

『だから、これでおしまい。あなたは、自分の身体からだを指一本動かせないまま、ただファイブオーバーへと格納される。全身に電極を貼はり付けられて、無理矢理に能力を搾しぼり出されて、それで全すべてが終わる。それまでこの溶けた世界で溺おぼれていると良いわ』

「……させると思う？」

『あなたには何もできない。体と心を切り離はなされ、心の方を私の頭へ引きずり込まれたあなたは、現実の肉体を動かせない。瞬まばたきの一つさえも。それに、アウトサイダーとファイブオーバーはプログラム制御で勝手に動く。ＯＳの触しよく腕わんに囚とらわれた今のあなたは、たとえ手足を動かせたとしてももう振りほどけない。ただオートメーションで格納されていくだけよ』

　それを聞いて。

　絶望的なチェックメイトを心の中で咀そ嚼しやくして。

　しかし、食蜂操みさ祈きはこう告げた。




「本当にぃ？」




　ズン……ッッッ!!!!!!　と、マーブル模様の甘ったるい世界に、凄すさまじい衝しよう撃げきが走り抜けた。

　滑なめらかに溶けていく今までの流れとは明らかに違う。

　それでいて、この異質な風景な蜜蟻愛愉の心の世界。であれば、そこで起こる異変は彼女自身の異変を示していると言っても良い。

『な、ん……？』

「早く『戻った』方が良いと思うわよぉ☆」

　食蜂は、嘲あざけるように言った。

「手加減の余裕力なんてなかったのよん。だから下へ手たをすると、今のであなた、死んじゃっているかもしれないからぁ」

『ざ、ザザ!?　これは、がりガリガリ！　何が、あなた、一体どんな手を使って……っ』

「さあ、何だと思う？」

『どんな手を使って、外の世界にある私の身体を攻撃したというの!?』

「何だと思う？」
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「がはっ!!」

　蜜みつ蟻あり愛あ愉ゆは、身体からだからの危機的なサインによって無理矢理引きずられるように、深夜の人造湖の湖こ畔はんで身を起こした。

　内臓がおかしい。どこもかしこも痙けい攣れんしていて、まともに呼吸一つできない。

　異変の正体を探るため、彼女は自分の腹部へ目を落とした。

　そして、気づいた。

「Ｏ、Ｓ……？」

　黄ばみがかった白、クリーム色をした巨大なタコの触しよく腕わんのようなものが、蜜蟻の腹の真ん中へボディブローのようにめり込んでいたのだ。

「あ、ぐっ!?　どうして、どうしてファイブオーバーＯＳの制御が……」

　かろうじてこみ上げる吐はき気を抑え込みながら、蜜蟻はのろのろと視線を上げる。

　その先に。

　今まで胴を締しめ上げられ、いつ口から内臓を噴き出してもおかしくなかった第五位。彼女が、するりと太い触腕から抜け出しているのを目もく撃げきする。

　それどころか、逆にアウトサイダーの巨体が彼女を守るように立ち位置を変えた事さえ。

「……あなたに、乗っ取られている？　そんな、馬ば鹿かな……。あなたの『心理掌握メンタルアウト』は、純じゆん粋すいな工業製品には通用しないはずなのにい……っ!!」

「そうよねぇ♪」

　食しよく蜂ほうはくるくると手の中でテレビのリモコンを回していた。

「それじゃあ、ここで問題。あちこちに隠かくしていた私の護衛をあなたは色んな方法で炙あぶり出した。無関係な能力者を死なせるのを防ぐため、私は彼らに退去するよう命令を出したんだゾ。……では、退去した強大な能力者達は、具体的にどこへ向かったでしょうかぁ？」

「……まさか」

「考えてみれば、おかしいものねぇ？」

　第五位のお嬢じよう様さまは、顔に激しい疲ひ労ろうの色を浮かべながらも、なお笑う。

「ファイブオーバーが量産されない理由は分かるんだゾ。何な故ぜなら核たる『心理掌握メンタルアウト』を実装できなかった半はん端ぱ者もので、現段階では量産力のめどが立っていないから。……でも、ファイブオーバーＯＳは？　すでに高い効果を実証され、詳細な設計図も提出されているのに、量産態勢が整わないのはどうしてぇ？」

　つまり。

　それはつまり。

「ファイブオーバーＯＳは試作品で、まだまだ解決しなくてはならない問題点が山積されていた。例えば、あなた一人の『視点』だけでは広範囲にパーフェクトな景色を上書きする事ができない、とか。……だって、そうよねぇ。磁性制御モニターを使って発電所一つ、いいえ、ここから見える風景全体をリアルタイムで書き換えているんでしょう。本当に違和感なく景色を書き換えるためには、様々な角度から標的一帯を眺ながめて異変がないか確かめないといけないものねぇ」

　蜜みつ蟻ありは自分のスマートフォンに目をやり、

「だから、あなたはそちらを追った……？　ファイブオーバーＯＳの『視点』協力者の位置を特定し、襲しゆう撃げきし、彼らの所持しているレンズを奪うばうために!?」

「大当たりぃ☆」

　くすくすと食しよく蜂ほうは微笑ほほえみ、

「ねえ。周辺一帯、それこそ学区をまたいだ超広範包ほう囲い網もうを形作る全員のレンズを奪って『私達』が掌しよう握あくしたとしたら？　異常がないかどうか調べるレンズ全すべてに悪意を込めてフィードバックを返したら？　それは、操り人形の糸を一本一本引っ張るように、あなたの大切なオモチャの制御を乗っ取る事には繫つながらないかしらぁ？」

「……、」

「そもそも、私とあなたは表裏一体。あなたは私と同じように、人の心には滅めつ法ぽう強くても、純じゆん粋すいな機械には弱いはずだゾ。ファイブオーバーＯＳだって、実際には細こま々ごまとコマンドを送っている訳じゃあないんでしょう？　あちこちから送られてくる種々のデータを統合して、あなたの指先一つで大おお雑ざつ把ぱに指示を出して、後は機械に任せてしまう。……だったら、『異変』に気づいたところで、今さら機械音痴のあなたにリカバリーができるって事もないわよねぇ？」

「できる訳ない……。『視点』協力者は街中三九ヵ所に一般人として完全に溶け込ませてあるもの。それを瞬しゆん時じに割り出して襲撃・制圧を実行し、私に何も気づかせずにＯＳの制御を乗っ取るだなんてえ……」

「で・も」

　もったいぶったように、彼女は言う。

「それができるから、『私達』は常盤ときわ台だい中学最大派は閥ばつなのよぉ☆」
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　その時。

　ザザザザザザザザザザ!!　と、黒い髪をツインテールにした少女が木々の隙すき間まを恐るべき速度で走り抜けていた。曲がりくねった峠とうげ道みちを無視して、少女は深い森の急な斜面をスポーツカーのような勢いで突き抜けていく。

「制圧完了。次の標的を教えてくださいませ」




　その時。

　遠く離はなれた一室で、目を瞑つぶったおかっぱの少女が地図の上で人差し指を走らせていた。

「次。第七学区、地下鉄西せい部ぶ山さん駅のＡ２出口。ベンチに腰掛けているニット帽の男性です」




　その時。

　街中に溶け込んでスマートフォンをいじくっていたニット帽の男の背後に、ボリュームのある縦ロールの少女が静かに立っていた。

「了解。これより制圧行動を実行いたします」




　それが操られているかどうかなど、もはや少女達にとってはどうでも良い。

　中心に立つ一人のためになれば構わない。

　確かに、彼女達は学園都市第五位や第三位と呼ばれるほどの力はないかもしれない。

　エースや女王と呼ばれるほどではないかもしれない。

　だが忘れるな。

　常盤ときわ台だい中学のお嬢じよう様さまという時点で、彼女達が端は役やくで終わるはずがない。

　ただの一人でさえも。

　蜂はちの群れには『女王ちゆうしん』がいるかもしれないが、その本領はむしろ周りを飛び交う兵隊蜂にこそあるのだ。
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「それじゃ」

　食しよく蜂ほうの声と共に。

「あなたのオモチャを、いただこうかしらぁ♪」

　風景の全すべてが切り替わる。テレビのスイッチを切ったように、灰色で殺風景な深夜の人造湖へと変質していく。食蜂操みさ祈きの記き憶おくの中と同じ、あの景色が浮かび上がってくる。

　そして。

　ぐぁばっ!!!!!!　と、巨大なタコのようなアウトサイダーの触しよく腕わんが、一斉に蜜みつ蟻ありへと差し向けられた。

「さあ、楽しませてちょうだいねぇ!!」

「……っ!!　ファイブオーバーッ!!」

　蜜みつ蟻あり愛あ愉ゆが叫んだ直後、ヒメバチにも似た真正のファイブオーバーが、紛まがい物のＯＳへと正面から激突した。

　兵器の行ゆく方えなど、二人の少女は目で追いもしない。

　彼女達はそれぞれ、テレビのリモコンとスマートフォンのレンズを互たがいの顔へと突き付ける。

　騙だまし合いのカードはもうない。

　いい加減に、これ以上の真実も隠かくれていない。

（……単純な力のごり押し、能力の撃うち合いなら上位互ご換かんの私の方が有利。それは、コンプレックスにまみれた向こうの方が強く実感力しているはずだゾ。つまり相手は絶対にそんな戦い方はしないわぁ！）

　ゴッ!!　という鈍にぶい音が炸さく裂れつした。

　ヒメバチのようなファイブオーバーと、タコのようなアウトサイダーはこうしている今もぶつかり合っている。そうしながら、ヒメバチの産卵管にも似た太くて長いチューブのようなものが、鞭むちのようにしなったのだ。それは真後ろから蜜蟻の背中を思い切り叩たたく。

　衝しよう撃げきに息を詰つまらせながら、彼女の体が大きく前方へ弾はじき飛ばされる。

　宙を舞う蜜蟻の目が、明確な闘とう志しを伴ともなって食しよく蜂ほうの顔を捉とらえる。

（心理戦を無視した肉弾戦!?）

　かつて、食蜂を追い詰めた『デッドロック』もそうだったではないか。

　リモコンが間に合わないほどの速度で一気に接近し、操られる前に殺す。それを極きわめるために『簒奪の槍クイーンダイバー』なる特とく殊しゆ装備まで用意していたではないか。

　蜜蟻は自前のスマートフォンを強く握にぎり込み、その拳こぶしでもって食蜂の顔を狙ねらう。

　突き込む。

「……っ！　このぉ!?」

　両腕でもって無理矢理に蜜蟻の拳を防ぎながら、食蜂は叫ぶ。

　改めてリモコンをその頭へ突き付けようとするが、手首の辺りを摑つかまれて腕全体を外側へ追いやられる。

　返す刀で、今度こそ。がら空あきの顔目がけてスマートフォンを握り込んだ拳が放たれようとする。

『痛み』は分かりやすい放心効果を生む。

　スタングレネードは閃せん光こうや音おん響きようで目を晦くらませる非殺傷兵器……として知られるが、厳密には説明が足りない。許容不可能な知覚情報を叩き込む事によって、数秒から数十秒の間、呆ぼう然ぜん自じ失しつとさせる効果も持つ。『顔に拳』も似たような系統の現象を生む事がある。

　そして食蜂自身、『痛み』に慣れるような生活は送っていない。

　強能力レベル３と超能力レベル５。差は歴然であっても、一いつ瞬しゆんだけ生まれた『空白』へ突き込むように能力をぶつけられたら、どうなるかは想像がつかない。

　だけど、

（こっちの戦力が、このリモコンだけと思っているなら大間違いよぉ！）

「アウトサイダー!!」

　機械にではなく、正確には風景変更の参考に使う大量のデータを送る四〇台近いスマホを全すべて強ごう奪だつした『派は閥ばつ』の少女達へ声を放つ。

　直後に、象しよう形けい文字のように記号化された巨大な眼球が、食しよく蜂ほうの全身へと貼はり付けられていく。蜜みつ蟻あり自身が使った手だ。文化や地域の異なる人々でも共感できる『恐怖の源泉』の一つ、髪を振り乱して怒いかり狂う美女の顔。そこから抽ちゆう出しゆつした人間の感情を極きよく端たんに揺ゆさぶるエフェクトだ。

　これで躓つまずかせて、動きが鈍にぶった所でリモコンを使う。

　そう思っていた食蜂だったが。

　眼前の蜜蟻は、自分の目線を隠かくすように掌てのひらのスマートフォンを横にかざした。

　彼女は肉眼ではなく、カメラ越しに、何かしらのフィルターを挟はさんで景色を凝ぎよう視しする。

「あ」

　蜜蟻愛あ愉ゆがこの戦法を使った際、メデューサの話を引き合いに出した事を思い出した。

　そして、あの絵本のような話の中では、鏡のように磨みがかれた盾たてを使って『視線を迂う回かいさせる事』が弱点ではなかったか、と。

「あなたが」

　逆の手で、蜂はち蜜みつ色いろの髪の毛を摑つかまれた。

　そのまま強い力で真下に引っ張られる。首全体を真下に……自分の服へと向けられる。

「浴びなさい！　デジタルな石化を!!」

「しまっ……」

　バシィ!!!!!!　と、食蜂操みさ祈きの全身が硬直した。

　直後に、スマートフォン側の握にぎり拳こぶしが飛んできた。

　頰ほおに刺さり、頭が揺さぶられ、突然の苦痛と三さん半はん規き管かんへの振動が意識にわずかな空白をもたらす。

（ま、ず……）

　蜜蟻愛愉は、こちらにスマートフォンのレンズを突き付けていた。

　小さな顔いっぱいに、不ぶ気き味みなくらい血管が浮かび上がっている。彼女もまた、ＯＳが放った『恐怖の源泉』から完全に逃のがれる事はできなかったのだろう。

　蝕むしばまれ、なお鎖くさりを引き千ち切ぎるように手足を動かし続けた。

　その執しゆう念ねん。

　未来はなく、現在は悲劇にまみれている。それでも過去だけは独占すると願った少女の根幹にある、間違ってはいるが純じゆん粋すい極きわまるその心性。

　それが、束つかの間ま。全すべてを追い越した。

　蜜みつ蟻ありの、スマートフォンを操る指先が、動く。




　ぶつんっ!!　と。

　食しよく蜂ほう操みさ祈きの視界が、一いつ瞬しゆんで真っ黒に落ちる。
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　自分がどこにいるのか、前後に何が起こったのか。

　しばしの間、食蜂操祈は理解できなかった。

　寝ぼけた時の頭のように、認識能力が極きよく端たんに落ちている。論理的な思考どころか、直感的な五感、重力の感覚さえもふわふわにぼやけていた。自分の周囲の全てが揺ゆらめいていて、暑さ、寒さの感覚もなくなっている。

　数秒。

　時間の経過と共に、急速に意識が鮮せん明めい化かしてきた。そして自分があやふやだと考えていた五感の情報が、実は何の間違いもなかった事に気づかされた。

　ヒメバチにも似た巨大な戦せん闘とう機械、ファイブオーバー、モデルケースメンタルアウト。

　その細長い、透とう明めいな棺ひつぎのような腹部へと身体からだを詰つめ込まれつつあったのだ。

　視界がぼやけていたり、重力や温度の感覚が曖あい昧まいになっていたのは、棺の内部を薄うすい赤色の粘ついた液体が満たしていたからだ。

　蜂はちの背側から棺は開かれ、すでに食蜂は頭の先まで粘液の中に漬つけ込まれていたが、不思議と呼吸には支障がないようだった。

　ごぼんっ、という泡立つような音を交えて、奇怪な水面の向こうで揺らぐ蜜蟻の声が耳に届いてくる。

『あなた、やっぱりすごいのねえ』

　言葉はあったが、賞賛の感情はない。

『あれだけお膳ぜん立だてして、偶然まで働いたっていうのに、結局できたのは意識を落とすだけ。それも、たった三秒後にはすでに目を覚ましていた。もう少し自失から回復するのが早ければ、また髪の毛を摑つかんで殴なぐり合いになる所だったわあ』

「……、」

『でも、これでもうおしまい』

　ざぶざぶと音を立てて、蜜蟻の両手が赤い粘液の中へ沈み込んできた。

　食蜂の体のあちこちへと伸びてくる。上着をめくられ、スカートの中にまで手が伸びる事もあったが、第五位の少女にはもはや手足を動かす力は残されていない。

　理由は単純だった。

『くそ、指先が痺しびれるわねえ。伝導体にはどうしても軽度の麻ま酔すい効果が必要なのは分かるけど、なーんでスーツを貫通しちゃうのかしらあ』

　蜜みつ蟻あり愛あ愉ゆが食しよく蜂ほうに取りつけているのは、有線の医い療りよう用よう電極だった。

　伝導体なる液体の中に食蜂を沈める事で、体と心の抵抗力を奪うばった上で、電極で具体的な指示を出して彼女の能力を引っ張り出す。

　これだけでも『心理掌握メンタルアウト』を人工的に生み出す機器としてだけなら、ある程度は成功したと言えるかもしれない。

　だが、彼女の目的は違う。

　およそ八〇〇〇方式の出力子を食蜂がどういう風に操るかをモニタリングし、人の心を操る詳細なレシピを手に入れる事。それを機材にフィードバックする事で、純じゆん粋すいな工学技術だけで第五位の力を再現する事。

　奪った力で上かみ条じよう当とう麻まとの思い出を完全消去させる事。

　食蜂自身の力で、食蜂自身の核を潰つぶす事。

『できた』

　やがて、蜜蟻は赤い粘液から両手を引き抜いた。

　満足そうに言うその声で、食蜂は自分の身に何が起きたのかをゆっくりと把は握あくした。

『さあ、くだらない復ふく讐しゆうに幕を下ろしましょう。あなたは全すべてを失い、あらゆる記録も改ざんされ、「あの日」を証明できるものは何一つ残らない。思い出なんて、私一人の胸にあれば良い。宝石箱は、蓋ふたを閉じるためにあるものなのだからあ』

「……、」

　確かに、そうだろう。

　食蜂操みさ祈きは、敗北したのだろう。

　負けた以上は全てを奪われ、自分が何を奪われたのかも分からないまま虚うつろな日々を過ごしていく以外に選せん択たく肢しはないのだろう。

　そう。

　もしもこの世界に、食蜂操祈と蜜蟻愛愉の二人しかいなければ。

「……まったく、困っちゃうわよねぇ」

　液体の中に沈められた自分の声が、果たして水面の向こうにいる蜜蟻まで正確に届いたかどうかは謎なぞが残る。だが食蜂の表情や唇くちびるの動きから、何かを読み取る事はできたのかもしれない。

「こんな時、こういう場面で。誰だれがどう考えたってチェックメイトで、もう当の本人が敗北力を認めているっていうのに、それでも、負けを認めさせてはくれない誰かがいるっていうのはぁ☆」

『何を……言っている、の？』

「だからぁ」

　手足は動かない。

　だが液中にあった彼女の胸元から、何かが浮かび上がった。それは細いリボンでネックレスのように繫つながれた、安っぽい銀色の防災ホイッスルだ。

　液中では、笛なんて咥くわえても音は出ない。

　そもそも、たとえ音が出たとしても誰だれにも届かない。

　分かっていて。

　なお、食しよく蜂ほう操みさ祈きは過去へと繫がる一品を小さな唇くちびるで挟はさみ込む。

『ヤバくなったらそいつを使えよ。ひょっとしたら、助けてやれるチャンスも増えるかもしれない』

　そんな言葉を、思い出す。

　舌先にさえ痺しびれるような痛みを感じながら、それでも食蜂は棺ひつぎの中で笑う。

「『間に合わなかった』あなたには覚えがないのかしらぁ。こんな時、こういう場面になったら。泣き出す事も忘れて、ただ破は滅めつ力りよくの前に立ち尽つくすしかできない女の子の前に、必ず駆けつけてきてくれる誰かの事を」

　逆に、音を立てなかったのが不思議なほどに蜜みつ蟻ありの顔が歪ゆがんだ。

『助けなんか、来ない』

「来るわぁ☆」

『だって、前ぜん兆ちようがない！　ここに辿たどり着くための情報がない!!　そもそも、あの人はすっかり記き憶おくを失っていて、それは私達の能力でもどうにもならなくて、蜜蟻愛あ愉ゆも食蜂操祈も知らない。覚えていない！　顔も浮かべられない!!　だからっっっ!!!!!!』

「それでも、来るのよぉ」

　食蜂は、そう告げた。

「相手が顔見知りかどうかなんて、関係ない。そこにどんな利害があるのかとか、順当なコースを辿って一つ一つの伏線を踏ふんでいかなきゃならないとか、そんな話はどうでも良いのよぉ」

　彼には、ずば抜けた運動能力がある訳ではない。

　彼には、人の頭を超越した天才的な知力や技術がある訳ではない。

　彼には、国を動かすような財力がある訳ではない。

　彼には、安あん楽らく椅い子すに腰かけて事件を解決するような捜査能力がある訳ではない。

　彼には、微笑ほほえみ一つで国を傾かせる美び貌ぼうがある訳ではない。

　彼には、指を鳴らすだけで歴史を変える権力がある訳ではない。

　彼には、超能力レベル５認定のとてつもない能力が備わっている訳ではない。

　でも。

　だけど。

「あの人は、私のヒーローなの」

　水面の向こうに揺ゆらぐ顔を見て、食しよく蜂ほうはまっすぐに言った。

　相手の顔が揺らいでいるのは、きっと、水面や麻ま酔すい効果のせいだけではないはずだ。

「他の人にどう映っていたって良い。別の誰だれかのヒーローをしていても構わない。正義の真しん偽ぎなんてどうでも良い。だけどそれが、私だけのヒーローである事実力は絶対に変わらないんだゾ。……だから、来るわぁ。彼が全すべてを忘れてしまったとしても、私以外の誰かの隣となりを笑いながら歩いていたとしても、今回ばかりは私のターンなんだからぁ☆」

『……来ない』

　蜜みつ蟻あり愛あ愉ゆは、そう呟つぶやいた。

　次の瞬しゆん間かん、ざぼんっ!!　と激しい気泡の音が響ひびき、二本の腕が赤い粘液の中へ飛び込んできた。

『彼は来ない、そんな風にはやって来ない！　だって、だって私には届かなかった。追い着かなかった。間に合わなかったわあっっっ!!　たとえ彼が私達のヒーローだからって、万能じゃない。条件が揃そろわなければやってこれない。あなたが邪じや魔まをしたせいで、私だけのヒーローは失敗したんだからあ!!』

　その細い両手が、食蜂の首へと絡からみつく。

　信じられないほど強きよう烈れつな力で締しめ上げられる。

「がっ……ご……っ!?」

　計画の全てを台無しにしてでも、食蜂の呼吸を詰つまらせようとする。

　暗い水底で、誰かを待ちながら沈み続けた少女と同じように。その苦しみを少しでも共感させようとするかのように。

　蜜蟻愛愉は、壮絶な表情で首を絞しめ続ける。

　食蜂の首元にあった細いリボンが、千ち切ぎれる。

　口元から、過去の時間に繫つながる一品が離はなれていく。

　あの少年と自分を繫いでいた象徴。銀色の安っぽい防災ホイッスルが、液中で浮かび上がる。食蜂操みさ祈きの口元から離れていく。

『だから！　あなたは救われない。助けなんかやって来ない、間に合わない!!　私と同じように。私が全てを失ったように。あなたは、永遠にやって来ない誰かに焦こがれながら壊こわれていく以外に道なんかないのよお!!』

「……な、ら……」

　首の血管まで押さえ込まれ、頭部全体を圧あつ迫ぱくするかのような熱を感じながら、食蜂はろくに出ない声を無理矢理に搾しぼり出した。

　言う。

　言ってやる。




「あ、れ……は……だ、れ……ぇ？」
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『………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………………』

　首の圧あつ迫ぱくが、消えた。

　赤い粘液の中に両手を突っ込んだまま、ぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎ、と蜜みつ蟻あり愛あ愉ゆは首を回してどこかを見ていた。

　いいや。

　誰かを。

『そんな訳、ない』

「何が」

『だって、ここは第二一学区で、第七学区とは離はなれていて、深い山中にある無人の発電所で、ただの散歩でたまたまやってくるような場所じゃない！』

「私の時だって、そうだったわぁ」

『私もあなたも記き憶おくの中から消えていて、助けに来ようなんて思えるはずもなくて、こんな事件の話なんて情報を集めるどころか起きた経緯を想像する事さえできないはずなのにい!!』

「最初から順を追う必要なんかない。途中参加で人を助ける事だって珍めずらしくないものねぇ」

『私の時は、間に合わなかった。ヒントが断たれたから届かなかった』

「でもぉ」

『なのに』

「それが、彼の全すべてじゃないわぁ」

『なのに、何で……何で今回は間に合ってしまうのよォォォおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおお!!』

　ズヴァヂィ!!!!!!　という凄すさまじい音が炸さく裂れつした。

　蜜みつ蟻あり愛あ愉ゆを中心に、景色が明確に歪ゆがんだのを、食しよく蜂ほうは確かに目もく撃げきした。

　彼女達の能力は、厳密には人間の脳の中にある水分を制御する事で、人の心を操る。普通であれば起きる現象は顕微鏡クラスのもので、肉眼で目にして分かるような物理現象は起こせない。

　その常識を、怒いかりが塗ぬり替えた。

　現象としては、フリーズドライに近かったのかもしれない。空気中の水分を圧あつ搾さくさせて圧力を高めると同時に、対象の内部から一気に水の分子を抜き取る事で、乾いたスポンジのように物体の組成をミクロレベルで穴だらけにする現象。ただ漠然と生物を乾いた紙粘土のようにボロボロに崩くずす魔まの領域。それが、蜜蟻を中心に全方位へ放たれたのだ。

　一面にあった磁性制御モニターの粉末が火の粉が弾はじけるような音と共に白っぽく変色していく。その色の変化が景色を吞のみ込んでいく。

　至近にいた食蜂が助かったのは、軍用兵器であるファイブオーバーの、それも特とく殊しゆな液中に格納されていたからかもしれない。

　だが、その外にいる者は？

「……、」

　食蜂は、ゆっくりと首を傾けるようにしながら、透とう明めいな棺ひつぎの中で視界を確保した。

　その時。

　揺ゆれる視界の中で、ある少年は片腕をギプスで固めて肩から吊つっていた。そこへ蜜蟻愛愉の魔の領域が迫せまる。磁性制御モニターの粉末を真っ白に崩ほう壊かいさせながら、その変色の波に少年の肉体も吞み込んでいこうとする。

　対して、その少年の行いは単純だった。

　ギプスで固められた腕。それを、ただ真横に振るう。

　魔の領域と、接触する。



















　ギプスが粉々に砕くだけ、その右手が露あらわとなり、そして絶望的な攻こう撃げきは一いつ瞬しゆんにして消しよう滅めつした。

　ツンツン頭の少年、上かみ条じよう当とう麻まの再起動の合図そのものだった。




　彼は、おそらく何も知らない。

　この事件の事も、そこに関かかわった人物も、どのような想おもいで何が起きてしまったのかも。

『ヤバくなったらそいつを使えよ。ひょっとしたら、助けてやれるチャンスも増えるかもしれない』

　銀色の安っぽい防災ホイッスルに込められた、そんなちっぽけな約束さえ、きっともう覚えてはいない。些さ細さいな約束一つに、どれだけすがり続けた人間がいたのかも。

　それでも、彼は救う。

　絶対に、目の前で苦しむ少女を見殺しにはしない。

『……、……』

　どうして、と。

　蜜みつ蟻あり愛あ愉ゆの唇くちびるが、声もなくそう動いたように見えた。

　間に合わなかった少女。彼女がずっとずっと待っていた光景。それを『敵として』眺ながめる羽は目めになった少女の呟つぶやきを、食しよく蜂ほう操みさ祈きは確かに聞いた気がした。

（私は、もう十分に救われている）

　その時、食蜂は素直にそう思った。

　だから。

「これは、あなた達の宿題……」

　もう一人の少女へ、その震ふるえる背中を押すように。

　容よう赦しやなく、言った。




「……だから、助けてもらいなさいよぉ。今度こそ、納なつ得とく力りよくを満たすまで存分に」




　直後に。

　激突が、あった。








終章　ある出口　No.05_Closed（and_Next_Door）.









「はあ。で、とうまはお医者さんでも何でもないのに勝手にギプス外しちゃって、こうしている今、悶もだえ苦しんでいる訳だよね。自じ業ごう自じ得とく以外の何があるかサッパリ見えないんだよ」

「全体的に冷たい!!」

「……おい、下へ手たに構うな。こいつ風か邪ぜを引いてちょっと周りから優しくされたら味を占める人間だ。変な癖くせがつく前に矯きよう正せいしておく必要がある。平たく言えば放ほうっておけ」

「オティヌスはもっと冷れい酷こくだしーっ!?」

「もう我が慢まんせずに嚙かみ付いても大だい丈じよう夫ぶなんだよね？」

「私が一五センチになったからって下に見ていないだろうな。目玉や耳の奥にこの手足を突っ込めば大だい惨さん事じになる事を教えてやろうか？」

「やめて待って特にオティヌス待って拷ごう問もん系になってるなっちゃうからあ!!」







　嵐あらしのような騒さわぎが過ぎた後、上かみ条じよう当とう麻まはよれよれのおじいちゃんみたいに小刻みに震ふるえながら、病院の中庭へと避ひ難なんしていた。一一月末の中庭は陽ひ射ざしの中にあっても十分以上に冷たかったが、それでも憩いこいの場としては機能しているらしい。ちらほらと人影がある。

　ベンチの一つに腰掛け、重たい息を吐はく上条。

　その隣となりに、ゆっくりと誰だれかが座った。

「お久しぶりぃ☆」

「……？」

　蜂はち蜜みつ色いろの長い髪を腰まで伸ばした少女にそう言われて、上条は眉まゆをひそめた。というか、近い。圧あつ倒とう的てきに近い。思わず及および腰っぽく距きよ離りを取ろうとしながら、彼はこう尋たずねた。

「つーか、誰だっけ？」

「あはは。大丈夫大丈夫、それで正常力だから。あなたはいつだって、すぐに私を忘れちゃうようにできているのよぉ」

「うん？　その制服、御み坂さかと同じ常盤ときわ台だいのものだよな……。あれ、本当に中学生……？？？」

「ふふんっ、じっくり検証していただいて構わないわよぉ？　すっかりご自じ慢まんの一品に成長したんだからぁ」

　不ぶ躾しつけな視線に対し、少女は何な故ぜか肩にかかった髪を片手で払いながら無意味に胸を張っていた。そこにどんな意図があるのか、上条には一つも読めない。

　ただ、

「……うーん、どこかで会っていなかったかなあ」

「───、」

「いや、なんていうか、こういう話は嫌いやがるかもだけど……何だろうな、髪の匂におい……？　その蜂はち蜜みつみたいなの、どこかで覚えがあるような気がするんだけど……」

「あはは……はあ。なんていうか、ずるいわねぇ。もう可能性はないはずなのに、こうして期待を持たせてくれちゃうんだから」

「あん？」

「こっちの話よ。香水かシャンプーか、とにかく同じものを使っているお知り合いでもいるんじゃないかしらぁ」

　そうかな……？　といつまでも首を傾かしげる上かみ条じように拘こう泥でいせず、その少女は話を先に進めてしまう。

「蜜みつ蟻あり愛あ愉ゆについて、何か聞きたい事はないかしらぁ」

「……みつあり……ああ、昨日のヤツか。でも何でお前がそんな事……？」

「はぁ。自分の敵は覚えていて、助けた誰だれかを忘れているっていうのも不思議な認識力よねぇ」

　少女はどこか呆あきれたように呟つぶやきつつ、

「ファイブオーバー、およびアウトサイダーについては試作機を完全に破は壊かい済み。設計データについても、これからこっちで後片付けをする所だゾ。つまり、『心理掌握メンタルアウト』が量産されて世界にばら撒まかれるような事態はとりあえず回かい避ひできたって事。安心してねぇ☆」

「めんたる、あうと……。そうそう、そうだ、そんなヤツが関かかわっていた！　あれ……でも、そいつ具体的にはどんな人だったっけ……？」

「だから分からないならそれで良いのよぉ。そして肝かん心じんの蜜蟻愛愉だけど、彼女は表向き少年犯はん罪ざいの『閉じた判決』を受けて少年院送り。でも実際はどうなる事やら。ただ、組織の思おも惑わくを無視して個人で暴れ回り、いろんな部署をつまみ食いして戦力を蓄たくわえてきた訳だから、あっちこっちから報復の刺し客かくが放たれる可能性はあるのよん。暗部として再起動されるより、そっちを心配して経過観察する必要があるって感じかしら。まあ、そういうのは私に任せておきなっさい。あなたが心配する事ではないわぁ」

　そうなのか、と上条は呟いた。

　何だか近くに寄ってくる少女は、その反応の薄うすさに若じやつ干かんイラッとした顔で、

「そういえばぁ」

「何だよ」

「あなた、何で昨日の夜にいきなり漠然と人造湖に現れた訳ぇ？」

「ああ」

　上条は視線を上げ、頭上に広がる青空に目をやりながら、

「先輩からこう言われたんだ。……今日はあいつの誕生日だから、たまには花の一本でも手た向むけに行ってみたらどうだって。結局、何の事か分かんなくてさ。山頂まで行ってみれば何か見つかるかもって思ったんだけど」

「そう」

　そこで、少女は何な故ぜだか優しい目になった。

　手品の種が明かされても、なお舞台に向けて拍はく手しゆを送るような、不思議な目つき。

「……、で、お前は一体誰だれなんだ？」

「何度も何度も忘れられると、いい加減に名乗る気力もなくなっちゃうのよねぇ」

　どうせ、と彼女は呟つぶやいた。

　そう上かみ条じようが耳にした直後、不意に少女の顔が近づいてきた。

　そのまま、額の辺りに唇くちびるの接せつ触しよくする柔らかい感触が伝わる。

「なっ、ちょ、何してん……っ!?」

「あはは。大だい丈じよう夫ぶ大丈夫、やっぱりあなたはすぐに忘れてしまうもの」

　意地の悪い、それでいてどこか寂さびしそうな笑みを浮かべながら、蜂はち蜜みつ色いろの髪の少女はベンチから立ち上がった。

　こちらを振り返らず、彼女は背中でこう告げた。

「かつて、あなたに助けられた女の子の一人。そんな風にでも思ってくれれば結構よぉ☆」







　食しよく蜂ほう操みさ祈きと上条当とう麻まが共有した過去の話には、実はちょっとした続きがあった。

　無数の車輪やジェットエンジンまで使って圧あつ倒とう的てきな速度を叩たたき出す『簒奪の槍クイーンダイバー』を使って襲しゆう撃げきしてきた少年グループ、デッドロック。食蜂を見捨てればお前は助けてやるという提案を突っぱねた直後、当然、少女を庇かばう格好での戦いを強しいられた上条当麻は、無傷で全すべてを終わらせる事はできなかった。

　食蜂もリモコンを使って応戦した。

　敵同士で潰つぶし合うような構図を作ったり、その認識を歪ゆがめて見当違いな方へ突撃させたり。全周を包囲されて一斉に突撃された中でも、的確にその数を減らしていく事に成功した。

　だけど、足りない。

　そして迎撃できなかった分は、上条当麻がその体でもって無理矢理に押さえつけていた。

　いやに。

　鉄てつ錆さび臭くさい、嫌いやな臭においが鼻にこびりついたと食蜂は今でも記き憶おくしている。

　全てが終わり、救急車のサイレンが響ひびき渡る頃ころには、見慣れた少年の手足は見た事もないくらい不ぶ気き味みに痙けい攣れんしていた。

『下がって！　くそ、ショック症状が出ている。とにかく我々に任せてください!!』

　救急隊員のその切せつ羽ぱ詰つまった声に、普ふ段だんから流血に慣れている彼らから見てもまともな状態でないのは推察できた。

『お腹なかの辺りに、燃料タンクが破は裂れつした時の鋭するどい破片が刺さっているの。これだけでも何とかしないとぉ……っ！』

『分かっています！　だけど現状では無理なんです。ショック症状で体が痙けい攣れんしているから、こんな状態で処置を施ほどこせば余計に傷口を広げてしまう！』

『病院までは待てない！　麻ま酔すい力りよくとかで何とかできないのかしらぁ!?』

『ショック症状の原因は血圧の低下なんです。麻酔なんて使ったらますます下がる。ショック症状を止めるために彼の息の根まで止めてしまいかねない！　そんな危険な方法は使えません!!』

『……、』

　救急隊員は無線を使って搬はん送そう先さきの病院と連絡を取り合っているようだが、どうも、こちらも芳かんばしくない。どうやらたらい回しの対象となったようだった。

　このままでは間に合わない。

　彼は死ぬ。

　奥歯を嚙かみ締しめ、食しよく蜂ほうはこう提案した。

『麻酔を使わずに痛みを消す方法があれば、この場で応急処置はできるかしらぁ？』

『何を……』

『私は「心理掌握メンタルアウト」、超能力レベル５判定の精神系能力を持っているわぁ。それを使えば痛覚の遮しや断だんくらい手が届くんだゾ。それならこれ以上血圧を低下させる事なく、麻酔を施したのと同じように処置ができるはずよぉ』

　わずかに、救急隊員は逡しゆん巡じゆんしたようだった。

　マニュアルの策定されていない『間に合わせ』でギャンブルのように患者の命を扱あつかう事。そのために民間人の、それも子供の手を汚よごさせるかもしれない事。色々な問題が彼の頭の中を渦うず巻まいていたのかもしれない。

　だが、その隊員はいつまで経たってもまともな返事をよこさない無線機のマイクをフックに叩たたきつけ、こう言った。

『やりましょう。可能性があるのなら』

　……この時、食蜂操みさ祈きは救急隊員に告げていなかった事実があった。

　彼女の能力は、脳の水分を操る事で人の心を制御する。極きよく端たんに血圧の下がった、つまり水分のバランスが崩くずれた状況では万全の性能を発はつ揮きできる保証はない。

　のちに、ある医者はこう語る。

『これは記き憶おくの破損というより呼び出し経路の破損といった方に近いね？　この少年は、君の事を話していても、それを思い出す事ができない。人の顔や名前を格納する部分で、君の枠わくだけ物理的に潰つぶれているのに近い。きっと、君の能力でももうどうにもならないんじゃないかな？』

　だけどこの時、食しよく蜂ほう操みさ祈きはそうなるとは思っていなかった。

　彼の命を助けられるか否いなか。

　それ以上に天てん秤びんへ乗せるべきものはないと考えて、行動した。

『もしも』

　いつかどこかで、少女はそう言った。

　何度も何度も忘れられてしまう状況では、細かい順番に意味なんてなかったのかもしれない。

『もしも、それでもあなたが、大人の決めたレース予想を大きく覆くつがえして、いつか私の事を思い出したり、覚えておく事ができるようになったのならぁ』

　だから、時系列なんて関係ない。

　それは過去かもしれないし、未来かもしれない。

　とにかく、食蜂操祈はこう告げたのだ。




『その時は、大切な話をしましょう？　とてもとても、甘くて優しい大切な話を』




　そんなもの、叶かなわないなんて知っている。

　とっくの昔に終わってしまった話を、いつまでも引きずっているだけなのだと。

　でも。

　だけど。

　少女は今も一人、最も近い世界の果てで小さな奇き跡せきを待っている。
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　そのゴールデンレトリバーは、夜の散歩というものがあまり好きではなかった。

　闇やみの色が、雑念を生む。仕事場に近いのは、リラックスするための環境として好ましくはないだろう。彼は他の『木き原はら』達とは違って、趣しゆ味みと仕事の区別もつかない、格別なワーカーホリックという訳でもない。

　彼が向かっていたのは、歓かん楽らく街がいとしても有名な第一五学区。

　見た目にはリクルートスーツに白衣の女がリードもつけずに犬を散歩させているように見えるかもしれないが、実際の関係は正反対と言っても良い。

「先生。ご準備のほどを」

『うん』

　彼らの足が、止まる。

　目の前にあるのは、無数にそびえるガラス張りの高層ビルの一つ。『天体水球セレストアクアリウム』と呼ばれる巨大な水族館だった。とはいえ、学術的興味から水すい棲せい生物を観察したがるよりも、若い男女が雰ふん囲い気きを盛り上げるための前座としての役割の方が大きいだろうが。

　ここが、ゴールデンレトリバーの仕事場だった。

　当然、『木原』という冠かんむりをつけた上での、だ。

「脳のう幹かん先生」

　声に振り返れば、木原唯ゆい一いつは良く教育されたメイドのように折り目正しく両の踵かかとをピタリと合わせ、二つの手をへその下の辺りでそっと重ね、正確な角度で頭を下げていた。戦場へ赴おもむく大型犬を見送るように、彼女は凜りんとした声で告げる。

「いってらっしゃいませ」

『ああ。……君は、少し離はなれたところで待機していなさい。今回は少し激しくなりそうだ』

　ゴールデンレトリバーは若い女と別れ、一人、ビルの中へと忍び込んでいく。途中にある電子ロックや警報装置の類たぐいは、彼にとって何の効力も発はつ揮きしなかった。

　すっかり照明を落とされ、夜の病院よりも不ぶ気き味みな館内を歩く。

　一般の来場者は絶対に見つけられないような位置にあったエレベーターに乗り込み、二本脚で立ち上がって前脚でボタンを押す。

『屋内戦せん闘とうが想定される事態』において、普通は絶対にエレベーターは使わない。閉じ込められたりカゴごと落とされたりするからだ。その可能性を無視したというのもまた、ゴールデンレトリバーがこの高層ビルに対して『何か』をしているからだろう。

　柔らかい電子音と共に、エレベーターの扉が左右に開く。

　最上階。

　一面は青い世界で埋うめ尽つくされていた。ドーナツ状の巨大水すい槽そうの他、頭上一面さえも透とう明めいなガラスと膨ぼう大だいな海水で覆おおわれている。街の夜景や月明かりが揺ゆらめく水とぶつかり合い、絶ぜつ妙みような光の芸術を作り上げていた。下げ衆すなファッション誌に『媚び薬やくを盛るより効果がある』などと揶や揄ゆされる、デートスポットとしては折り紙つきの場所だ。

『夜分遅おそく、失礼させてもらうよ』

　ゴールデンレトリバーはフロアの中央へと歩いていく。

　彼も犬としてはかなりの大型だが、それでも水すい棲せい生物に比べればちっぽけに映る。分厚い強化ガラスを挟はさんで対たい峙じする何者かは、全長で五メートルを超す巨大なシャチだった。

　天敵を持たない海の王。

　白と黒で彩いろどられた巨体を水の中で弄もてあそぶ『そいつ』に向けて、改めてゴールデンレトリバーはこう話しかける。

『動物のふりで誤ご魔ま化かせるとでも？　木き原はらを名乗るその一人が、君の前に顔を出した。それだけで状況の深刻さが伝わらないのか』

　数秒の間があった。

　やがて、『そいつ』は明確にゴールデンレトリバーと視線を合わせた。

　獰どう猛もうな海の王の口と連動するように、館内のスピーカーが壮年の渋い声を発した。




『おやおや、使える手だと思っていたが、もう捕ほ捉そくされてしまったか』




　大型犬とシャチの会話。

　それだけ聞けば絵本のようだと思うかもしれないが、両者の間にわだかまるものは明らかにかけ離はなれている。

　この街の、暗部。

　そうしたものを象徴させる、あまりにも不ふ吉きつな匂においが広がっていく。

　木原を冠するゴールデンレトリバーはこう尋たずねた。

『今の脳に到達するまで、どれだけ犠ぎ牲せいを強しいた？』

『まあ色々。ゾウやクジラは駄だ目めだったな。脳の容積・容量そのものは人間をはるかに超えているのだが、どうにも「俺」を定着させるのは難しかった。かと言ってゴリラやチンパンジーではつまらん。それは知性はあっても、どちらかと言えば構造の劣れつ化かに近い。だが、シャチに辿たどり着いたのには、単純な解かい剖ぼう学がくの他に「俺」の趣しゆ味みでもあるよ。やはり着るものには気を配らなくては人間ではないからな』

　……人間と他の動物で圧あつ倒とう的てきに違うのは、その脳の構造にある。

　解かい剖ぼう学がくや動物学に詳しくなくても、子供だって実感している事ではないだろうか。あるいは、それ以外に他の動物に勝てる部位に心当たりがない、とも。

　ただ、奇き妙みようには思わないだろうか。

　人間の脳は、他と比べて何がどう優すぐれているのだろう？　単純に解剖して比べてみれば、ゾウの脳みそは人間のものよりも圧あつ倒とう的てきに大きい。体自体が大きいのだから当たり前だ。人間の脳の皺しわを全部伸ばして大きく広げても、ゾウのそれには遠く及およばない。

　にも拘かかわらず、人間の頭脳はゾウをはるかに凌しのぐ。

　他のどんな動物だって、人間ほどの知能と情動は備えていない。何な故ぜ？　他の動物には、人間が備えている『何か』が足りないからだ。

　では、もしも不足を補ったら？

　具体的には、人間の脳をバラバラに分解し、『人間を人間にしている最低限の部位』を動物の脳と接続させ、電気信号のやり取りに成功したら？

　前述の通り、容積・容量だけなら人間を凌ぐ脳を持った動物は色々ある。

　それらの脳と『人を特別にしているもの』を繫つなぎ合わせれば、人を超えた怪物へと突然変異を起こす可能性は残されていないだろうか。

　つまり、それこそが、

『蠢しゆん動どう俊とし三ぞう。かつて「デッドロック」を追い詰つめ、一方で別の窓口から「簒奪の槍クイーンダイバー」を貸たい与よする事で、食しよく蜂ほう操みさ祈きを犠ぎ牲せいにしてでも「心理掌握メンタルアウト」の強ごう奪だつを図った、大人達の代表者。「我々」の思おも惑わくを無視した者の一人。……他の多くと一いつ緒しよに、過去の時間の中で爆ばく殺さつしたはずだったのだがね。こんな所で脳の破片を寄せ集めて怪物化を果たしているとは、これでも些いささか以上には驚おどろいているよ』

『ははっ、人間の脳をベースにした「俺」よりも、純じゆん粋すいに犬の脳を拡張して高い知性を獲得したお前の方がよほど怪物だろうに。推定寿じゆ命みようが八〇年もある犬などというのにも覚えはないぞ、お犬様』

『今回の件、あのサムライアリだけで成し遂とげられたとも思えん。裏から手を回し、蟻あり当人に気づかせずに注力したのは君だろう？』

『だから！　それを知って何ができると聞いているんだ犬っころ』

『……私が「木き原はら」の中で何を占めているか、理解が及んでいないようだな』

『飼い主に尻尾しつぽを振るだけの殺し屋ごときが』

　バシュシュ!!　という凄すさまじい音が炸さく裂れつした。

　ジェット噴射のような轟ごう音おんの音源は、十字状に配置された四つの出入口から転がってきた、直径二メートルほどの巨大な球体の群れだ。全周を囲む三二ヵ所の深い穴から強きよう烈れつな噴射を行う事で、一トン以上の超重量を宙へぶわりと浮かばせる。

　それら大質量は、あっという間に大型犬を取り囲んでいく。

『「鋼の臼歯モラトウース」と呼んでいる。まあ、破は砕さい用のクレーン鉄球を好き放題に振り回せると思えば良い。単純な質量兵器、銃じゆう弾だんの盾たて、何より心理圧あつ迫ぱく効果。色々使えて重宝しているよ』

『……、』

『数は全部で三〇基。さて、「俺」を殺しに来た犬っころに何ができる。ん？　何なら破れかぶれで水すい槽そうを割ってもらっても構わんぞ。そうした場合は、海の王たる「俺」の力を振る舞ってやろう』

『……、』

『何だ、怖くて声も出ないのか？　それとも増援にでも期待しているのか。お前のせいでこの身体からだは捨てなくてはならないが、脳など乗り換えれば良い。お前を殺せば、学園都市の誰だれにも「俺」を捕ほ捉そくできなくなるだろうさ。だから死ね、「俺」のために』

『……、これでは大赤字だな。多少、期待を込めて兵装選択したのが裏目に出たか』

　ゴールデンレトリバーはわずかに目を細めた。

　それだけだった。




　ゴッッッ!!!!!!　と。

　直後、本当にフロア全体を覆おおい尽つくす巨大水槽が砕くだけ散ってしまった。




『な、ん……っ!?』

　海の王が驚おどろいたのは、単純にガラスを割られたからではない。施設が蓄たくわえている水量を鑑かんがみれば、ガラスが割られたとしてもフロア全体が巨大なプールになるだけだ。シャチの身体を動かして犬の身体に喰くらいつけば、一いち撃げきで殺す事もできただろう。

　なのに、足りない。

　海水が、足りない。

　まるで陸に打ち上げられた魚のように、蠢しゆん動どう俊とし三ぞうはあっという間に身動きを封じられそうになっていく。

『外壁に、穴が……？』

　啞あ然ぜんとしたように、スピーカーから声が漏もれた。

　極きよく端たんに海水が少ないのは、外に向けて流出していくからだ。

『貴様、まさか……このビルの外壁を外から砲ほう撃げきしたとでも……っ!?』

　叫びかけて、シャチの声が止まった。

　ドン!!　ガン!!　とさらに複数の衝しよう撃げきが襲おそった。そして気がつけば、ゴールデンレトリバーの周辺に巨大なコンテナが何本も刺さっていた。それらは、展開図でも作るようにパタパタと開いていく。大量の機械が、アームが、兵器が、弾薬が、装甲が、あっという間に大型犬を取り囲んでいく。

　それはもう、武器を装着しているというよりは、一個の要よう塞さいに近かった。

　ドライヤーのような音と共に、兵器の山が床から数センチだけ浮かび上がる。

　過か剰じようが過ぎる兵装の山は、ロボットなどと呼ぶほどシルエットが整えられていない。ただ撃うち込み、ただ殺す。あまりにも凶きよう悪あくなコンセプトを、威い容ようとして突き付けていく。

　挙げ句、『鋼の臼歯モラトウース』なる刺し客かくについては、コンテナが飛んできた時点でまとめて押し潰つぶされていた。戦車砲ほうすら弾はじいて受け流す効果を持つ分厚い球体状の盾たてが、だ。

　打ち上げられた海の王が、喘あえぐように言う。

『何だ、それは……っ!?』

『合体は男のロマンだよ。感性を学びたまえ、若人わこうど』

　銃じゆう、砲、剣、槍やり、ミサイルにレーザーに火炎放射器に液体窒ちつ素そ噴ふん霧む器きに分子高振動電磁波照射器まで。それら無数の兵器群とは別に、小さなアームを動かして葉は巻まきを咥くわえながらゴールデンレトリバーは告げた。

　そう。

　これだけの水の奔ほん流りゆうの中で、彼は煙草たばこに火を点つける事に成功している。

『そうじゃない！　何な故ぜお前の周囲だけ、まるで円形に切り取ったように水が避さけて通っているんだ!?』

『ああ、それか』

　口からバニラのように甘ったるい煙を吐はき出しながら、大型犬は素そっ気けなく告げる。

『超能力サイボーグの恋れん査さは、学園都市に存在する七人の超レ能ベ力ル者５が全員一斉に反旗を翻ひるがえした際、その全すべてを制圧する目的で作られたものだった。私に与えられた役割もそれに近いが、生あい憎にく、叩たたき潰すのは自家製の能力者達ではないのだよ』

『……、では、何を……？』

『レディリー＝タングルロード、フロイライン＝クロイトゥーネ、そしてコードネーム「ドラゴン」……』

『……？』

『おや、少々難し過ぎたか。ともあれ、そうした、君達のような者には理解のできない領域に対する安全弁として機能するのが、この私だ。本来であれば、このような雑事に首を突っ込む必要はないはずなんだがな』

　轟ごう!!　という凄すさまじい音が炸さく裂れつした。

　今までは大型機械の周囲だけを円形に切り取っていたゴールデンレトリバーの領域が、一斉に広がっていく。水が消える。シャチという海の王の身体からだを借りた蠢しゆん動どう俊とし三ぞうが、本当に何もない床の上へと投げ出される。

『こんな言い方をしてしまうと、あいつが不ふ機き嫌げんになるかもしれないがね』

　まるで、そこはまな板の上。

　そして莫ばく大だいな火力を備えた料理人は、葉は巻まきを吹かしながら冷れい酷こくに告げた。




『なあ。君は「対魔術式駆動鎧アンチアートアタツチメント」ってものを知っているか？』




　数分後。

　巨大な高層ビルから出てきたゴールデンレトリバーは、深夜だというのに大勢いる野や次じ馬うまの中に、傘かさを差して待機していたリクルートスーツに白衣の女を見つけた。

『だから、離はなれた所で待機していなさいと言っただろう』

「へへへ。そうなんですけどねえ」

　彼らは特段人目を気にする風でもなく、堂々と犯行現場から離れていく。誰だれに目もく撃げきされていようが、最上階に犬の毛や肉球の跡が残されていようが、彼が犯人だなどと考える輩やからはいないだろう。その動物は、人を裁く事しかできないあらゆる国家のあらゆる法律の外側にいる存在なのだから。

『時間は？』

「もう四時を回っています。先生、軽い夜食などをご用意いたしましょうか」

『胃がもたれるからやめてくれ。私だってね、こう見えてもそろそろ老犬に属するんだから』

「いやーんダンディーッ!!　その声がたまりませーん!!」

『……君は時々、人を上に見ているのか下に見ているのか分からなくなるな。ともあれ、無意味に首へ抱だき着くのはやめてもらおうか』

　そんな事を言い合いながら、ゴールデンレトリバーは頭の中だけで通信のリクエストを飛ばした。

　すぐさま、ホットラインが開く。

『窓のないビル』との。

「ぶー。先生みたいな偉大な方が、あんなヤツに媚こびを売る必要はありませんってば」

『高く評価されている事はありがたいが、的外れだ。それにそもそも、我々「木き原はら」ではこの街の王には勝てないよ』

「ああ、『原型制御アーキタイプコントローラ』の話ですか？　あーんなの反則技ですってえ！」

　アーキタイプ、日本語では原型。心理学用語の一種で、一つの民族や集団の中で各人が同じ問題への対処に参加する事によって醸じよう成せいされる、共通の認識や価値観を指す。雲の上に神々の宮殿があって土の下に罪ざい人にん達の監かん獄ごくがあるといった宗教的な観念はもちろん、日本人ならお米が大好き、アメリカ人ならハンバーガーが以下略、というのも非常に広く薄うすい意味ではアーキタイプの一つである。

　それを、コントロールする。

　創造して、世に送り出して、または破は壊かいする。

『学園都市、超能力、そして科学サイドという言葉を作って、人類全体を科学信仰とでも呼ぶべき「枠わく組ぐみ」の中へ放ほうり込んだのもあいつの所業だ。さらに言わせてもらえば、「木き原はら」というくくりそのものもね。……だから、我々はかの王には勝てない。その気になれば、異い端たんの科学というアーキタイプによって周囲から切り離はなされている「木原」というくくりごと我々の存在定義そのものを霧む散さんさせられるのだから。我々は生き残るかもしれないが、牙きばを抜かれた腑ふ抜ぬけに陥おちいるだろう。そして、爪つめも牙もなく野に放たれた獣けものがどうなるかは言うに及およばず、だ』

（……挙げ句、おそらくは『黄金』時代に栄華を極きわめ、今なお強い影えい響きよう力りよくを残す近代西洋魔ま術じゆつという名のアーキタイプを駆く使しする形で、今こん日にちの魔術サイドというくくりの根幹さえもな）

　そこだけは心の中に留とどめながら、大型犬はホットラインの向こうにいる誰だれかへ声を掛けた。

　この街の王。

　学園都市統とう括かつ理事長、アレイスターへと。

『どうせ「滞空回線アンダーライン」で覗のぞき見しているだろうが、蠢しゆん動どう俊とし三ぞうについては始末をつけた。これで七二件目、注文にあった全すべてだ。君が留守にしていた間に増長し、再合流さえ拒こばんだ輩やからは、一人残らず撃げき滅めつした形となる。こちらの手て際ぎわにご満足いただけたかな？』

『こんなものは、始まりに過ぎないよ』

『それに見合うものは見つけられたか？』

　ゴールデンレトリバーは木原唯ゆい一いつを従えながら、そんな風に尋たずねた。

『あの時点での「魔ま神じん」との邂かい逅こうは明らかに失敗だった。体の三分の一を焼き焦こがされて修復中の身の上なら、いい加減に理解が及およんだと考えているが？』

『……それでも、必要な事ではあった』

『一見理性的なくせに、実際には感情で片づけてしまおうとするのが君の悪い癖くせだ』

『科学者とはすべからくロマンチストであり、人へ夢を与えるために邁まい進しんする存在でなければならない。これは君の言葉のはずだが？』

　指摘され、ゴールデンレトリバーは小さく息を吐はいた。

　人間のように表情を変えられれば、笑っていたかもしれなかった。

『そうだな。確かに、ロマンは大切だ。人と獣を切り分けるほどに』

『……私は間違っているかね』

『そういう質問は君の主治医にでも伝えたまえ。まあ、強しいて「木原」の側から言わせてもらえば、善悪だけなら間違いなく悪だろう。何よりあまりに陳ちん腐ぷでくだらない』

　ゴールデンレトリバーは、夜空の星を見上げながら告げた。

　人の科学では手が届かず、得え体たいのしれないオカルトでは星占いなどの象徴として、街中に溢あふれる適当な雑誌にだって掲載されている神秘の存在。

『だが、好こう悪おで言えば好ましい。どうやら、私もまた一個の心を持つ存在であるらしい』

　彼らの眺ながめている目の前で、燃え上がるような夜明けがあった。

　神秘の象徴だった星空の全すべてが、紫色からオレンジ色のグラデーションの中へと溶けていく。

『これで、注文通りに君の「体制」は取り戻した』

　黄金色に輝かがやく陽ひ射ざしを前に、科学者達は告げる。

　この世の理り不ふ尽じん全てに、人の叡えい智ちでもって挑いどみかかるように。




『では、私の手で取り戻した力を正しく使ってもらおうか。あらゆる魔術イレギユラーを撃げき滅めつするために』








あとがき









　一冊ずつの方はお久しぶり、まとめ買いの方は初めまして。

　鎌かま池ち和かず馬まです。

　いきなり内部事情から！　今回は前巻までの『オティヌスを中心とした世界規模の超絶魔ま術じゆつバトル方向』に偏かたよりまくっていた作品世界を、えいっ、とバランス修正する意味合いが強いお話です。なので、扱あつかう題材は科学一いつ辺ぺん倒とう、誰だれが勝っても負けても極きわめてパーソナルな問題しか解決しない、などなど、前巻までの流れから全力で舵かじを反対側へ切らせていただきました。

　そして今回の主人公は食しよく蜂ほう操みさ祈き。……実は、彼女の過去については早い段階で構想していたのですが、使いどころが難しいな、と思っていました。ただ、せっかくアイデアはあるのに使わずに埋うめておくのももったいないと考え直し、改めてお話を再構築してみた次第です。

　食蜂自身も（あるいは美み琴こと同様に）便利過ぎて使いづらいキャラクターではあるのですが、新約九巻などで『自分的ブレイクスルー』が一個発生し、あの話ができるんだったらピーキーな食蜂の心理バトルだっていけそうじゃない？　とポジティブに考えを改める事ができまして、今回、本格的に参戦させていただく運びとなりました。

　彼女については、美琴が電でん撃げき大王へホームステイに出かけた代わりに向こうの家のお姉ちゃんが電撃文庫へ遊びに来るようになった、といった『純じゆん粋すいなファミリーと呼ぶにはまだちょっとお客さんの匂においがする』キャラなのですが、今回のでちょっと吹っ切れたかもしれません。




　……ただ、その、作中の時間ですでに決着した『過去編』を話してハイおしまいでは読者さんも気分が乗らないだろう、と思いまして。『当たり前と思っていた過去が変動するかもしれない』という恐怖の下、食蜂操祈が読者さんと一いつ緒しよになって『あの日』を追う、といった構造を強く出し、あくまでもリアルタイムで、どう転がるか分からない格好で真相を探り当てるお話作りを目指してみました。スリリングな雰ふん囲い気きを感じていただけたのなら嬉うれしいです。




　敵キャラの蜜みつ蟻あり愛あ愉ゆについては、実ははいむらさんから提出していただいた『最初期の食蜂のラフ』を使用させていただきました。食蜂になれなかった少女、というお題目に対してこれほどぴったりな素材もないなあ、と思いまして、無理を聞いていただいた格好になります。本当にありがとうございました。

　名前にある蜜蟻は、お腹なかの中に甘い蜜みつを溜ため込む事で有名な蟻ありで、完全に膨ふくらむとちょっとしたボールのようになり、自力での歩行ができなくなるほどです（ちなみにお腹は半はん透とう明めいになって、意外に奇き麗れいです。ガラス玉に似ている感じで）。初回登場時の三〇〇キロ近い膨ふくらんだ容よう貌ぼうや、想おもいを溜ため込み過ぎて身動きが取れなくなったその経緯、そして食しよく蜂ほうと対ついを為なす『蟻あり』の一文字を入れたかった、などの諸もろ々もろの事情で名付けました。

　ちなみに食蜂については、最初、女じよ王おう蜂ばちをモチーフにした名みよう字じにしようかなと思っていたのですが、あれこれ思いついたものは概おおむねすでに使用されているようでしたので、いっそ『群れの頂点ではなく、女王を含めた社会全体を貪むさぼる者』という意味を与えて、あんな名字になっています。……初見でギョッとした方、すみません。でもちゃんと想いは込めているのですよ。

　他にも、『操る、祈る』『愛する、愉ゆ悦えつする』という下の名前についても、見比べてみれば彼女達の心のあり方、その違いを垣かい間ま見みることができるかもしれません。

　他者の心を自在に操る彼女達ですが、決して心そのものをないがしろにしている訳ではなく、時にはその心のために命を賭かけて戦い、心のせいで道を踏ふみ外してしまう事すらありえる。そんな少女達の物語を書いてみたいと思った次第でございます。




　イラストのはいむらさん、担当の三み木きさん、小お野の寺でらさん、阿あ南なんさん、そして今回は冬ふゆ川かわ基もといさんをはじめとした電でん撃げき大王関係者の皆様にも特に格別の感謝を。食蜂操みさ祈きという人物像は、プロットの中の文字列でしかなかった情報に様々な肉付けが施ほどこされ、一個の愛されるキャラクターとして産うぶ声ごえを上げた経緯そのものからして、多くの方々に寄りかかっております。そんな彼女を軸とした今回のお話もまた、皆様の協力がなければ成り立たなかったでしょう。本当にありがとうございました。

　そして読者の皆様にも感謝を。前述の通り、今回のお話は新約九巻での手ごたえを感じられなければ、ゴーサインを出すきっかけもできず、永遠にアイデアノートの中で留とどまり続けていたかもしれません。皆様の手で背中を押していただいた事を、心の底から感謝しております。




　では、今回はここで本を閉じていただいて。

　次回も表紙を開いていただければ良いなと思いつつ。

　この辺りで、筆を置かせていただきます。




　だが雲くも川かわ芹せり亜あと上かみ条じよう当とう麻まの因いん縁ねんは未いまだに謎なぞのままなのだった！


鎌かま池ち和かず馬ま
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